















































生産職を極め過ぎたら伝説の武器が俺の嫁になりました
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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※注意



　ここはＭＭＯＲＰＧ『アームドエッダ』のチーム戦攻略ページです。対人戦に興味がない人は引き返してください。












「なーんて、ウェブの百科事典には書いてあったけどさ。あと一年でゲームサービス終了ってことは、俺たちのギルドも終わりなんだよな。……空むなしくなるな」

「ラグナ、それはボクたちが言っても仕方がないだろう。悲しいけれどね」

　俺は、自分たちが作ったギルドハウスの中でマーシャルとチャットで話していた。ゲームのサービス終了まで残り一年となった今でも毎日、この場所に集まって駄だ弁べりあっているのだが、それには理由がある。

「しかし、長年遊んだというか、仕事したよねえボクたち。企画からデバッグ、テストプレイを続けてもう十年だよ」

「そうだなあ。……このデバッグ用のキャラと付き合い続けて十年と考えると、感かん慨がい深ぶかくなるな」

　俺はそう言いながら、自分の手を見つめる。

　鍛か冶じ師し、ラグナ・スミスはアームドエッダ運営チームのデバッグキャラだ。

　仕事内容は全装備のテストと管理。ゲーム・バトルバランスのチェック、物足りない要素を報告し、後々にプラスする為ためのプランを構築するなど、多た岐きにわたる。またデバッグ作業をする為、普通のキャラにはない特別な能力もある。

「最初期に比べると俺達のステータスもおかしな事になってるよな。レベルは当然のように２５５でカンストしてるし、……マーシャルの筋力値は数倍になってるし」

「あ、管理者機能の《ステータス看かん破ぱ》しないでよー。ラグナと対人戦するとき不利になるんだからさ」

「悪い悪い。ギルドハウスだからつい使っちまうんだよ」

　俺には他者のステータスを看破する事で、相手の能力や、所持アイテムを見抜く能力が付けられていた。ただし、この能力は限られた場所でしか使えない。なぜなら、

「まあ、ボクたちは外で許可なく運営のシステムを使った瞬間、ＢＡＮ退職を食らうっていう制約があるけどさあ。覗のぞきは良くないと思うんだ。……まさかとは思うけど、外の対人戦でやってないよね？」

「やるわけないだろ。だから、他のプレイヤーたちは俺たちがデバッグキャラであることに気付かなかったんだし」

　運営としての力を使えば、他人のステータスを見たり、アイテムの稼働状態をチェックしたり、とやろうと思えばやりたい放題できる。

　ただ、普段のプレイ中に使ったら運営としての仕事を失なくすことになる。それどころか、ゲームの信頼性さえも失う。だから対人戦や普段のプレイ時は通常の能力しか使っていなかったりする。

　……戦闘中は他のプレイヤーと条件を同じにしなければバランステストも出来ないし。それに普通に遊んでいるプレイヤーとしての感覚は運営として忘れてはいけないものだ。

　生産系のデバッグ機能もあるけれど、基本的にこのギルドハウスでしか使わなかった。

「なら良いんだけどさ。うん、普通の状態で高評価を得られたのはよかった。自分達の戦いやスキル構成の良さが認められた様で、ゲーム終了に対する心残りが一つ減ったし」

「俺としては、心残りはがっつりあるんだけどな」

「え？　例えば？」

「わかるだろ。この武器たちをお披ひ露ろ目めできなかったことだよ……！」

　そう言って俺は武器をギルドハウスの机の上に置く。

　すると俺が置いた武器のステータスが、画面上に出てきた。

【舞い戻った伝説の武器・炎の天てん魔ま王おうを封印せしレーヴァテイン（レジェンド）　ＬＶ２００】

「あー、これ。君が作ったのに実装されなかった武器だね……」

「そうだよ！　企画通して、こんな凝こったグラフィックまで作って、俺が丁てい寧ねいに鍛きたえてテストして、スキルの反映までしたのに！　最後の最後に『残り一年なのに鍛えるのに時間が掛かりすぎるからダメ』ってないだろ！　しかも、六つともだぞ！」

　俺は残り五つの武器をテーブルに置く。槍やりに盾たてに杖つえに楽がつ器きに斧おの。そのどれもがレベル２００まで鍛え上げられ、しかし、『未実装』を告げられた武器だ。

「テストとはいえ一つ鍛えるのに素材を集めて、何か月もかけて究極まで育て上げたのに……。未実装で、お前みたいな同業者にしか見せられないとか、酷ひどすぎるだろ……！」

「鍛冶廃人な君と一般プレイヤーを比べたら駄目だと思うよ？　これ全部、武装レベル２００だし、それにスキルも個別に付いてるしさあ」

　ＭＭＯＲＰＧ『アームドエッダ』。その特徴の一つに武器に固有のレベル設定がされている事が挙げられる。レベルを上げるほど、能力やスキルが増える育成要素だ。

　武器のレベルは最高で２００だ。弱いレイドボスクラスなら、レベル１００台後半の武器を使えばワンパンで沈められた。

　強めのレイドボスだって、レベル１９０台があればとんでもなく楽になる。

　そのせいでゲームバランスが難しくなって運営としてはてんてこ舞いになったが、おおむね好評で、俺としても面白い要素だった。

　面白さのあまり武器を鍛えまくって、使いまくった結果、鍛冶師という非戦闘職ながら対人戦も普通に勝てるようになってしまった。

　……お陰で個別攻略ページを書かれたりする羽は目めになったけれど、そこは仕方がない。

　そう思っているとマーシャルがチャットで拍手アイコンを打ちまくってきた。

「うん、ラグナの鍛冶廃人というか、アホみたいな育成廃人っぷりがよく見えてくるね」

「アホ言うな。しっかり育てて鍛え込むのは楽しい事なんだから！　それこそ我が子を究極まで育て上げるようにな！」

「凄すごい熱意だなあ。というか、廃人っぷりに制作進行がドン引きして、温情としてこの変態武器のデータだけは残したってのも分かるよ」

「変態言うな。ちょっと変形機構があるだけだろ。──それに俺はまだ実装を諦あきらめてないぞ。実績トロフィーやおまけエフェクトまで作ったんだからな。伝説の武器を全部揃そろえると『伝説の武器を鍛えし者』って文字と、腕に六つの星が輝くような紋もん章しようが格好良く入るんだ……！」

「うわ、本当に腕に紋章が入ってるよ。残り一年なのによくやるなあ」

「残り一年だから好き勝手にやっているんじゃないか」

「公私混同っていうんだよ、それ」

　六つ星の紋章が入った俺の腕を見て、マーシャルは苦笑する。

「でもさあ、ボクも仕様書を見たけれどさ。一般プレイヤーには条件が厳しすぎると思うよ。素材も鍛冶ポイントもガンガン使うしさ」

「そうか？　ボスからのドロップ品を鍛えたら最強になるとか王道だと思うんだが」

　伝説の武器は、レイドボスが稀まれに落とす『錆さびた○○』という名称の弱武器を鍛え上げ、育てて進化させる事が出来る、という仕様になる予定だった。設定的にはそのボスを封じ込めていたことで、力を失ってしまった武器ということになっている。

　例えば、レーヴァテインは『炎の天魔王』というボスを倒して出てくる『錆びた剣』が原型だ。

　初期では能力値的にも低いそれを、素材を与え育て続ける事で、『舞い戻った伝説の武器』という名称に進化する。中には武器っぽくないモノもあるが全部で六つあり、一つがこの『レーヴァテイン』となる。

「仕様書を読んだけど、伝説の武器のレベル上げって凄く素材がいるでしょ？　特に１００以降は数十種類の素材が必要になるって書いてあるけど、それも全部集めたんだよね」

「おうよ」

　伝説の武器を育てるにはそれなりの手間が掛かる。しかも貴重な限定素材や鍛冶師限定のスキルがなければレベルが上がらない時もある。

「しかもこの能力値なら、もっと簡単にレベルを上げられて、もっと簡単に強くなる武器があるよね。そりゃ、実装はされないよ。ロマンすぎるし、時間もかかりすぎるし」

「ロマンで何が悪いんだよ……！　弱い武器を育てまくって強くするのが育成の醍だい醐ご味みなのに！　時間が掛かるのも育成の楽しみだろ！」

「……相変わらずの公私混同というか、仕事も趣味もこのゲーム一色だね、ラグナは……。本当にどれだけ時間かかったのさ？　運営権限は殆ほとんど使わなかったんでしょ？」

「勿もち論ろん。デバッグという名のテストプレイだからな。ちゃんと普通に育成したさ」

　運営側のプレイヤーであれば、適当に素材を生み出して鍛えることも出来る。ただ、俺としてはそういう機能を使いたくはなかった。テストプレイでは普通のプレイヤーと同一条件で素材を手に入れるべきだと思うし、何より裏技を使って育成しても、面白さが分からないと考えているからだ。

「でも一つにつき一か月も掛かってないぞ？　鍛冶キャラと言っても、レベルは２５５あるし。素材はドロップ運頼りだったけど、回転数上げればすぐだし」

「でも、鍛冶ポイントは？　あれ、レベル上昇分と同じ数だけ必要でしょ」

「それも地道なモンスター狩りで得られるさ」

　このゲームではキャラにスキルをセットしておけば、効果を自動で発動させる事が出来る。現在、俺の防具や武器のスロットにセットされているスキルは、『幻影武器展開フアントム・ブレード』『体力・鍛冶ポイント吸収』『装備接収』というものになっている。

　武器展開のお陰で敵モンスターの傍そばに行くと攻撃が自動で開始され、倒したらドロップ品を全て回収する。ついでに体力と鍛冶の時に使うポイントも稼かせぐ。雑ざ魚こ処しよ理り＆ポイント集め＆素材集めにとても適した構成にすればもう簡単。

「ボタン押しっぱで移動しながら辻つじ斬ぎりして、偶たまに範囲魔法攻撃して作業しまくるだけだったんだよな。大体夜通しだったが」

「夜通しって……会社の仕事は大丈夫なの？　普通の業務もやってたでしょ？　時間の捻ねん出しゆつ方ほう法ほうおかしいと思うんだけど……」

「運営としての仕事はしっかりしているさ。他の趣味も無いから時間を作るのも余裕だ。……一回倒れて、病院で点てん滴てき打ったけど」

「うん、点滴打つほどやるって、時間じゃなくて君の頭がおかしかったんだね」

「育成が面白かったから仕方ないだろ！　……未実装になったけどな！」

　そんなやり取りしながら、俺はマーシャルと笑いあっていた。だが、

「でも、本当にこのゲームが終わるとなると、寂さびしくなるね。仕事としても趣味としても、ボク達はずっと、これに付き合って来た訳だしさ」

　不意にマーシャルがそんな文章を打ってきた。

「ああ、俺もだ。未実装な武器だけじゃない。鍛え上げた武器たちも、倉庫にたくさん眠ってる。何百とあるのにお披露目できないのは辛つらい」

「はは、本当に武器と育成を愛してるね、ラグナは。──でも、ま、そうだね。残り一年はあるんだ。それまでに武器を使ってやれば良いんじゃない？」

「だなあ」

　鍛えた武器たちの大体は、レイド集団戦級ボスを相手にしても直すぐに倒してしまう位の強さだ。使い道は限られているが、使わないままでいるよりは良いだろう。

　……まあ、今の状態だとどうあっても、未実装な伝説の武器は使えないんだけどな。

　言っても仕方のない事だが、やはり少し悲しいものだ。

「ま、討とう伐ばつに行くとしたら明日からだな。今日はこれから資料を作らなきゃいかんし、落ちるわ。……性能的に杖だけでも終わる前に実装したいし。今度のアプデ狙ってな」

「ああ、まだ諦めてないというか、会社に泊まっていたんだね……。まあ、頑張って。ボクも今日は落ちるよ。また明日、ラグナ」

「了解ー。じゃあな、マーシャル」

　そして俺はマーシャルを見送った後、育てた自慢の武器たちをギルドハウスに飾かざっておく。未実装でもギルドハウスの中はデバッグ用の空間であるため、データが残っている武器なら飾る事が出来る。今日の資料で使う伝説の杖だけは自分の手に残しておくが、

「いい眺めだ」

　願わくば、育て上げた武器たちが、少しでも活躍できる機会を作れればいい。

　そんな思いと共に、俺は眼を瞑つむって、一休みしようとした。




　──そんな夢を、俺はずっと、見ていた。
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　息苦しさを感じて目を開けると、全ぜん裸らの女の子が覆おおいかぶさっていた。

「ん……」

　赤い髪かみをした女の子だ。鼓こ動どうが聞こえてくる距離まで胸を近づけられている。

「ふ……ぅ」

　彼女の大きな胸に俺の頭は埋うずまった。温かな体温がじんわりと伝わってくる。

　……な、んだ、これは。

　温かで柔やわらかな感かん触しよくと共に、甘い果物のような匂いがくる。

　触しよつ覚かくと嗅きゆう覚かくがフル稼か働どうして、思考もどんどん加速する。

　……この子は、誰だ。俺は今、どうなっている……!?

　周囲を見れば、俺がいるのは木で出来た簡かん素そな小屋の中だと分かった。

　扉のない入口からは小川が流れているのが見えた。ついでに、そこから引ひき摺ずられてきたような跡あとも。

　……おい、待て。俺は昨日、会社に残ってデバッグ作業をしていたはずだ。

　だが今の俺はこんな所で全裸の女の子に押し倒されて、胸を押し付けられている。この繋つながりが全く分からなかった。

　そんな事を思っていたら、女の子は胸を離した。その瞬間、体がふわりと軽くなり、

「お……」

　先ほどまで固まっていた手足が動くようになり、声も上げられるようになった。

　俺の声を聞いたからか、嬉うれしそうな、満面の笑みを向けてきた。

「良かった！　目覚めたんですね！」

　彼女は俺の体を少しだけ起こして話しかけてきた。

「体の方は大丈夫ですか？　貴方あなたはそちらの川で溺おぼれていたのですが……」

「え……あ……溺れていたって、俺がか」

　確かに、改めて自分の身を確認すると、体が冷えている。

　髪も体もびしょびしょで、なんだか動きづらい。

　見れば、俺が着ているのは、ホルスターが巻かれた青い服だった。そしてホルスターには水に濡ぬれた杖が差さっている。

「なんだ……この格好は……」

　こんな服を着こんだ覚えはない、と思っていたら、赤髪の少女はぺこりと頭を下げた。

「すみません。服が張り付いていて、脱がす事が出来ませんでした。呼吸も浅く、体温が物凄く低かったので。とにかく温めねばと、《炎の息吹いぶき》を使いながら私の体温で温めさせてもらいました」

　彼女は俺の顔を見て、申し訳なさそうに、そしてやや頰ほおを赤らめながら言ってくる。

「え？　あ、いや、君を責めている訳じゃなくてだな。というか、うん。助けてくれてありがとう」

《炎の息吹》という単語については良く分からないが、助けてくれたらしいのは事実だ。礼を言うと、赤髪の少女は微び笑しようと共に首を横に振った。

「いえ、困った時はお互い様ですよ。私もこんな風に、お喋しやべり出来るのは有あり難がたいですし。助かって良かったです」

　彼女は顔を赤くしたまま、手近に置かれていたローブを羽は織おった。

「ええ、目を覚まされたようで本当になによりです。──っと、申し遅れました。私はレーヴァテイン・スルトと申します。折せつ角かくですのでレインとお呼び下さい」












「折角……？　ああ、まあ、ご丁寧にどうもレイン。俺は……………？」

　そこまで言って、俺は首をかしげる。

　何な故ぜか、自己紹介の言葉が出てこなかった。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ？」

「あ、はい」

　レインはこちらをじっと見ながら俺の回答を待っていた。

　だが、いつまで経たっても俺の名前が出てこない。

　俺が女の子と話し慣れていないから喋れないのか、と一瞬思った。

　もしくは抱き着かれて、頭の中がぼーっとしているからか、とも思った。だが、頭を働かせて考えてみるとそうではない。

　上う手まく話せない理由はそんなことではなく、

「──俺の名前は、なんだ？」

「はい？」

　俺の名前が、上手く思い出せなかった。

　ゲーム会社に勤つとめていた事は分かる。ゲームの運営をやっているだけではなく、企画やバランス調整、デバッグ作業まで担当していたことも覚えている。

　……だが、リアルで動いていた自分が全く思い出せない。

　女の子と話し慣れているとかいないとか、それ以前の問題だ。

　幼少から生きてきて女の子と喋る場ば数かずを踏んでいるかどうか、その記憶すらない。

　──俺は、何なんだ。

　考えても、全然答えが見えてこない。

　どうなっているんだ、と背筋を震わせ心に不安を抱いだいていると、不意に俺の腕に乗るような形で四角いウインドウが現れた。

『運営スキル《ステータス看かん破ぱ》自動発動──成功。職業：【鍛か冶じ師し】名称：ラグナ・スミス　ＬＶ２５５』

　と、そこには書かれていた。

「運営スキルと……ラグナ・スミス、だと？」

　このウインドウには見覚えがある。デバッグキャラに運営として持たせたスキルを使うと出てくる特殊ウインドウだ。

　そして映っているのは、俺がデバッグキャラとして操作していた者の名前と職業だ。

　……そんな、そんな事があるのかよ。

　更さらに、ウインドウの空欄部分に反射するようにして映し出された俺の顔を見ると、そこには、見覚えのある中性的な顔立ちをした鍛冶師のキャラがいた。

　つまり、これらの情報を総合すると、

　……この体はラグナ・スミスのものか……！

　実感した瞬間、震えが来た。

　どうして俺がデバッグキャラとしてこんな所にいるのか。リアルの記憶が吹き飛んでいるのか、分からなかった。

「……ラグナさん、で良いのですよね？　えと……大丈夫でしょうか。そんなに深しん刻こくそうに考え込まれるなんて」

　レインが静かに声をかけてきた。

　その優しげな一声で、俺は少しだけ落ちつきを取り戻した。

「あ、ああ、大丈夫だ。そう、俺の名前はラグナ・スミスだ。それだけは確かだな」

「はい、ラグナさん、で良いんですね……！」

　レインは静かに聞いてくれる。このまま自分だけで悩んでいても仕方がない。

　だから、俺はそのまま話してしまうことにした。

「ただ、どうにも名前以外が、上手く思い出せないみたいだ」

「ええ!?」

　そう伝えるとレインは目を大きく見開いた。

「き、記憶喪失という奴やつですか？　もしかして、どこからお越しになられたかも分からなかったり？」

「すまん。分からない。川で溺れていたっていう記憶すらないんだ。ここはどこか、という事も含めて」

「ここはアスガルド大陸の端、セインベルグよりも遙はるか北……と言って分かりますか？」

　言われた瞬間、俺の体を再び小さな震えが襲った。

「アスガルド大陸──は聞いた事がないが、セインベルグ。……それは、聞き覚えがある、な」

　自分が管理していたゲームの田舎いなか町まちの名だ。覚えていない筈はずがない。

「そ、そうなのですか。では、セインベルグの出身、ということでしょうか？」

「いや、……すまん。そこまでは分からない」

「あ、お気になさらないでください。……私とは普通に喋れていますし、街の名前も知っています。となると、水を飲んで気絶したことで、一時的に記憶が混こん濁だくしているのかもしれません」

　レインは俺の眼をじっと見つめながら、手をぎゅっと握ってきた。

　温かな感触が、じんわりと体の方に来る。

「まだ冷たい……ラグナさん。貴方の事情は分かりました。ただ、とりあえず近くにある私の家に行きましょう、体を冷やしたままでは、もっと衰すい弱じやくしてしまいます」

「そ、そうか？　確かに少し寒気も感じるが……」

「熱があるのかもしれませんね。いくら意識が戻ったとはいえ、このままでいるのは危ないです。私の家には大きな暖だん炉ろもありますから。まずはそこで落ち着いてから、話しましょう」

　そう言ってレインは微笑ほほえみながら、俺の手を摑つかんで起こしてきた。

「お、おう。ありがとう」

「いえいえ、困った時はお互い様ですから。さあ、付いてきて下さい」

　そして俺は小屋を出る。

　ゲームの記憶以外、満足な過去も思い出せない俺は戸と惑まどいつつも、レインの背に温かいものを感じながら歩いていく。







　レインに連れられて俺は川かわ沿ぞいを歩いていた。

　目の前には雑ぞう木き林ばやしが広がっており、辺りに人ひと気けは全くない。

「凄く静かな場所にレインさんは住んでいるんだな……」

「ふふ、レインと呼び捨てで良いですよ。近くに街はありますけれど、森を挟んでいるので本当に田舎ですからね──っと、ストップです、ラグナさん！」

　ストップの掛け声と共に俺は足を止めた。瞬間、

「──ッ！」

　俺の目の前の地面が盛り上がって、刃物を持った小こ人びとが飛び出してきた。

　一体だけじゃない。五体が一気に飛び出て、俺達の前に立たち塞ふさがる。

「こいつは……」

「アースゴブリンですね。人を餌えさにするモンスターですが──」

　俺に説明をしながら、レインは腕を突き出した。そして、

「──《ファイアナイフ》」

　唱えた瞬間、彼女の手から飛び出た炎の短剣がゴブリンの頭に突き刺さった。レベル４０で魔術師が覚える炎系の魔法だ。

　その魔法が突き刺さった箇所から、炎が一気にゴブリンの全身に回り、体を焼き尽くそうとする。だが、

「ギイイイイ……！」

　焼かれながらもゴブリンは立っていた。苦しみの声はあげているし、動きは鈍にぶくなっているが、だが生きている。

「やはりこの程度の火炎魔法では倒れませんね。……ラグナさん、気を付けてください。この辺りのモンスターはレベル４０超えの強者が多いので。とりあえず怯ひるませて追い払いますが」

「あ、ああ」

　それは知っている。アースゴブリンというモンスターに関する知識はあるのだ。

　もっと言えば、見えていた。

【アースゴブリン　ＬＶ４５　所持武器：劣れつ悪あくなナイフ　ＬＶ３０】

　凶悪そうな目つきでこちらを睨にらんでくるゴブリンの頭上に、そんなウインドウが現れているのだから。運営側としての機能──《ステータス看破》のスキルは、モンスターに対してきっちり働いているようだ。そして、

「キエエエエエ！」

　俺が見ている中、奇声と共に、アースゴブリンたちが一斉に刃物を振り上げて向かってきた。

　だが、俺が発動しているスキルは、ステータス看破の一つだけでは無かったようで、

『──鍛冶師スキル《幻影武器展開フアントム・ブレード》：発動』

　突とつ如じよとして俺の周りに現れた、幅広の光の剣が、ゴブリンの胴体を一気に切り裂いた。

　それも一体だけじゃない、五体をまとめて斬りつけて、両断した。

「ギ──!?」

　切り裂かれたゴブリンの体はそのまま崩れおちた。

　……鍛冶師スキルと来たか。こっちは鍛冶師キャラとしての技だな。

　どうやらこの世界では、運営側のスキルも、鍛冶師キャラとしてのスキルも両方使えてしまえるようだ。

　ただ、ゲームとは見た目が違う。俺が管理していたゲームの中では、幻影武器のグラフィックはこのような光の剣じゃなかった。

　さらにいえば、ゲームとは違いモンスターの死体は残るようだ。その血の臭いが、この世界が現実である事を告げてくる。そう思いながら鼻を擦こすってると、

「さ、さっき息を吹き返したばかりなのに、す、凄いですねラグナさん……！」

　レインが俺の事を驚きの視線で俺を見つめてきた。

「この辺りの敵はレベル４０を超えていて、熟練の冒険者でもパーティーを組まないと対応できないくらいなんですよ!?」

「そう……なのか？」

　セインベルグは、初心者でも来られる田舎町だったし、苦戦すると言われてもその感覚が分からない。そういう風にゲームデザイン的には作っていない。

　……認識が奇妙なことになってるな……。

　どうやら、全てが全て、俺の知っている世界じゃないようだ。

「……それに、こんな光の剣、見た事がありません。魔法剣にしては強すぎますし……もしかして、ラグナさんは凄すご腕うでの魔術師なんでしょうか？」

「え、いや、俺は鍛冶師なんだけどな……」

　ただ、スキルをセッティングしていたから自動攻撃が発動しただけだろう。

　……しかし、自動攻撃の範囲は明らかに広くなっているよな……。

　こういう所も、俺の頭の中にあるゲーム運営知識と乖かい離りしていて少しに不安になるな、と自動的に現れた光の剣を見ていると、

「あ、消えた」

　剣はその身を霧む散さんさせた。まるで煙のような消え方だった。

「す、凄い魔法でしたね」

　レインは驚きながら、しかし申し訳なさそうに頭を下げてきた。

「……でも、すみません。まだ体調も万全ではないのに、お手を煩わずらわせて。本来ならば、出現と同時にファイアナイフを連発して倒すべきでしたのに」

「ああ、いや。別にいいんだよ。そんなに消しよう耗もうした感じもないし」

「そう言って頂けると有り難いですが……でも、これ以上に無理をして貰もらうわけにはいきません」

　レインは俺の手をぎゅっと握る。とても温かな感触が手にきた。

「ウチへ急ぎましょう。この周辺には強力なモンスターがいるので、明るい内に行かないと危ないですし。なによりラグナさんの体が心配です」

「お、おう、心配してくれてありがとう、レイン」

「いえいえ、ラグナさんを心配するのは当然ですので、お気になさらないでください。さ、行きましょう」

　そうして、レインは俺の手を引きながら微笑みと共に進んでいく。

　記憶が不安定で、この世界の事も分からない。使っているスキルだって、全て理解し切れているわけではない。

　ただ、それでも、今いるこの場所が現実であることは分かってきたのだった。







　モンスターに気を付けながら歩くこと数分。レインに案内されてたどり着いたのは、森の中を走っている街道の近場にポツンと立っている、木もく造ぞう平ひら屋やだった。

　そこで俺は暖炉の前のソファに座っていた。体感以上に体が冷えていたらしく、炎に当たると一気に安心感と汗が湧わいてきた。そんな暖かな火を見つめていると、

「はい、こちら毛もう布ふです。使ってください」

　レインが横から、俺の体に毛布をかけてくれた。

「あ、すまん」

「いえ、それと室温の方はどうです？」

「十分暖かいよ」

「ああ、そういって貰えて良かったです。久しぶりに魔法で火つけをしたので、暖まるのに時間が掛かり過ぎでしたからね……」

　レインは暖炉に火を付けるために、炎の短剣を生み出していた己おのれの手を擦りながら言ってくる。

「街にある別宅なら、もっと簡単に火がつけられるんですが。川から近いこっちの本宅に連れてきてしまって申し訳ありません」

「いやいや助けて貰っただけでも十分だから！」

　火を付けて数分の間にここまでぽかぽか暖かい環境になる時点で凄いんだから。

「うん。何から何まで、本当にありがとうな。毛布の方も……少し汗で汚れちまって申し訳ないけれど」

「いえいえ、ラグナさんのエキスが染み込んで困る事なんてないですから」

「……うん？」

　何だか変な言葉を聞いたような。

「あ、いや、お気になさらず！　……それでラグナさん。記憶の方は戻ってきましたか？」

　慌あわてて話を変えてきたレインの言葉に対し、とりあえず目を瞑ってよく考えてみる。ただ、結果は以前と同じだった。

「……まだ微妙に思い出せない所の方が多いな」

「成なる程ほど、……ちなみにお聞きしますと、ラグナさんは、私の顔もご存じでは無いのですよね？」

「え……？　あー。レインの顔について覚えている最初の記憶は、キミに胸を押し付けられた瞬間だな」

「ひゃっ!?　そ、そこは記憶しなくていいですよっ!!」

　答えた瞬間、レインの顔は真っ赤になった。とても表情豊ゆたかでかわいらしい女の子だ、と思う。ただ、その後で、

「でも、そうですか。それ以前の記憶は、無いですか……」

　レインの表情は少し悲しげなものに変化した。

　そんな彼女の反応で、少し不安になった。だから聞くことにした。

「……あのさ、もしかして、元々知り合いだったりするのか？　俺を抱きしめて助けてくれるほどだし。よく喋る友人だったとか？」

　俺は部分的な記憶喪失だ。だからもしかして、と思って問うてみた。

　すると、レインは少しだけ目を伏せてから、首を横に振った。

「……いえ、喋った事は、ないですね。私はただ溺れている貴方を見かけて引き上げただけですので」

「そう、なのか」

　だとしたら、目の前のこの子は本当に良い子だな。

　見ず知らずの人間を助けてくれたんだから。

「……ありがとうな、レイン」

「いえ、困った時はお互い様ですから。それにまだ終わってませんよ？　これから大事になってくるのは、ラグナさんの記憶について、ですから」

「記憶、記憶……か」

　今の俺には記憶も無ければ情報も無い。

　分かっている事といえば、今いる世界で俺が管理していたゲームシステムが使用可能ということ。それも運営のスキルまで使えてしまうという事。そして、

　……未実装だった伝説の武器を一本、持っているということ、くらいか。

　腰のホルスターに付けっ放しだった杖を俺は握る。そして、《ステータス看破》を発動させると、杖の上にウインドウが現れた。そこに描かれているのは、

【舞い戻った伝説の武器：雷いかずちの天てん魔ま王おうを封印せしケリュケイオン（レジェンド）　ＬＶ２００】

　それはゲームでは未実装だった武器の名前だ。

　レジェンドとか奇妙な表記がついていたり、見た目は少し変わっているものの、ステータス上は確かに自分が鍛え上げた伝説の武器だ。

　実物をこの手で握れているのは、なんだか感慨深くもあるが、

　……なんでこれを持っていたのか。覚えていないんだよな。

　自分の記憶があまりに曖あい昧まいすぎる。混乱して取り乱したりはしないが、どこかムズがゆい気分だ。そんな事を考えていると、レインが心配そうな瞳ひとみで俺を見つめてきた。

「あの、やっぱり……思い出せない、ですかね？」

「そうだな……。けど、思い出したいとは、考えているよ」

　自分の記憶を取り戻したい、と当面の目的を言った。すると、

「──ッ」

　レインの表情が少し明るくなったような気がした。

「そ、そうですか。やっぱり記憶が無いのは、不安だったりしますか」

「ああ。ただ、絶望するほどではないのが救いだな。こうして人と会話する事も普通に出来るし」

　ポジティブに考えれば、これからは新しい人生を歩めるかもしれないんだ。

　少しだけ、好奇心的な意味で、楽しみだとすら思えてくる。

「……でも、やっぱりさ。自分の記憶だからな。取り戻したいよ」

　忘れちゃいけない事もあっただろう。だから可能であるならば、記憶は戻したい。

　そう言うと、レインは微笑みと共に頷うなずいた。

「お気持ちは分かりました。……ただ、ラグナさんは病み上がりですし、今こ宵よい一晩くらいはお体の様子を見たほうが良いかと思います」

「それは確かに、な」

　少なくとも、先ほど溺れていたのは事実で死にかけていたのも事実だ。

　今の自分の体がどうなっているのかは知っておきたい、と思って頷いていたら、

「ラグナさんにはゆっくりと体を癒いやして欲しいですね。もし、無理をされて倒れられでもしたら、罪悪感で私が参っちゃいますので」

　レインは苦笑しながら言ってくる。こっちに気を遣わせないような言い方をしてくるとは、この子は本当に優しい子のようだ。

　……まあ、俺としても記憶を失った状態で、どんな危険があるかも分からないのに、無理して外で動きたくはない。

　というか、自分の安全を考えれば、彼女の提案に乗るのが正解だ。

　……記憶を失った俺を謀たばかろうとしている可能性は……無いだろうしな。

　所持品が杖一本という素す寒かん貧ぴんだし。謀る位なら溺れていた時に放っておかれたはずだ。ならば、答えは決まっている。

「……それじゃあ悪いけど、レインのお言葉に甘えて、しばらく休ませて貰うよ」

「気にしないでください。困った時はお互い様です。貴方が落ち着くまで、存分にここにいて下されば、と。……な、何なら、もっと甘えたい時は甘えてくれて良いんですよ？」

　そう言ってレインは服の首元を少し伸ばして、誘うように素肌を見せてくる。

「ら、ラグナさんが望むなら先程みたいに、わ、私の身体からだをいつでも使って、温まって貰っていいですから」

　若干照れているようだが、それでも彼女は妖よう艶えんに見えた。ただ、

「あー……いや、今はそういうのは良いかな」

「え？　ど、どうしてですか？　魅力ありませんかね、この身体！」

「おう？　いや、魅力的だと思うけど、……そこまでの元気が今は無いかなって」

　うん、男として嬉しく思うのだけれど。体が結構冷えているのもあってか、今のところ暖炉の火で体を暖めるのに集中する以外の行動が取れそうになかったのだ。

　それをレインも分かったのか、すぐに素肌アピールを止やめて、頭を下げてきた。

「そ、そうですね。すみません！」

「いや、気にしないでくれ。俺の事を思って元気付けてくれようとしたんだろうし」

「は、はい！　それはもう！　本当に先走ってすみませんでした。……もうちょっと時間を置いてからお誘いすべきでしたか……」

　あー、なんだか変な言葉が聞こえてくる。もしかして美人局つつもたせにひっかかった訳じゃないよなあ、これ。

　ただまあ、命を助けて貰った事に比べたら、そういうのは些さ細さいな事である。

「うん、でも、お気遣いありがとう、レイン。温かくて、助かるよ」

　そう言ったらレインは一瞬、ぽかんと口を開けた後、

「……いえ！　気にしないでください。困った時はお互い様ですから！　この場で色々と思い出していってください！」

　嬉しそうに微笑む彼女と色々と話をした後で、俺はその日、眠りについたのだった。







　ギルドハウスで鍛え上げた伝説の武器たちの操作テストをしていると、マーシャルが話しかけてきた。

　様々な種族の固有スキルを使いたいとのことで、奴はよくキャラの種族を変えているのだが、今日は人間の少女のキャラになっていた。

「ねえ、ラグナ。幻影武器展開フアントム・ブレードの仕様書と攻略サイトを見たんだけどさ。ちょっとよく分からないから、説明お願いできる？」

「ん？　別にいいが、なんでだ？」

「この前ラグナが対人戦で使った時、光の霧きりで出来たような武器が沢たく山さん出てきて、かっこよかったじゃない？　だから気になったんだよね。レベルが上がってスキルポイントも上がったし、覚えようと思ったんだけど、他に使っている人もいないしさ」

　このゲームは職業ごとにレベルが設定されており、メイン職のレベルを上げることで、スキルポイントを得ることが出来る。それでメイン職ではない職業のスキルも取れたりするので、対人戦などではいかに、相手の想像を超えるスキル構成にするかが問われてくるのだけれども、

「まあ、そりゃ使っている人はいないだろうな。マイナーなスキルだし、俺もデバッグでプレイするまで、微妙スキルとしか思っていなかったしさ」

　鍛冶職担当じゃないマーシャルが知らなくても無理はない。

　だから、簡単に説明していく。

「この『幻影武器展開フアントム・ブレード』ってのは、倉庫の中にある武器を一時的に取り出して装備するスキルでな。基本的に鍛冶で使うものだが、戦闘で使うと、自動攻撃判定が出て少しだけ楽になるんだ。どの武器を呼び出しても、威力はレベル１５０相当のノーマル武器換算だから、滅め茶ちや苦く茶ちや低いがな」

「うん、待って？　倉庫のものを装備するだけって……鍛冶方面ではどう使うの？」

「倉庫に入っている装備を鍛えるときに楽になるんだよ。アイテムスロットには限りがあるからな。素材と鍛冶ポイントを集めたら、これを使って武器を展開して一気に鍛えるって事が出来るんだ。というか、むしろこっちの方が本命の使い方だぞ？」

　低威力だから、せいぜい雑魚モンスターを狩って素材を集めるくらいにしか使えない。

　そう言うと、マーシャルは不満げな顔になった。

「……それは確かに育成大好きな人しか使わなさそうだなあ。魔法や戦技の自動攻撃スキルを取った方が便利だし。このゲームで育成好きな人はそんなにいないだろうからなあ。道理で攻略サイトに『生産職以外は覚える価値はほぼナシ！』と書かれるわけだよ」

「おい、待て。一応、育成好きは眼の前に一人いるんだから無視するんじゃない」

「君は育成フェチだから例外だよ。でもそうか。武器が倉庫に入ってないと使えないなら、ボクは覚えられないなあ」

　そういえば、以前マーシャルの倉庫を見せて貰った時は、素材とイベントアイテムと回復アイテムしか入っていなかったっけな。

「まあ、うん。とりあえず謎なぞ技わざを覚えなくて良かったと思う事にしようかな」

「人が覚えている技を謎扱いするな。あと、謎技でもロールプレイに使えるから便利なんだぞ？　幻影の剣を従えて格かつ好こうよくポーズする事も出来るし！」

「……ラグナは効率を大事にする癖くせして、意外とロマン派だよね。この前見せてもらったレーヴァテインにも《ファイアマスター（１５０レベル以下の炎系魔法を全使用可能）》ってスキルを付けてたし。他に魔法が使える剣が沢山あるんだから、わざわざそんなスキルをつけなくても良くない？　どうせ使わないじゃん」

「良いんだよ！　炎系の伝説の武器なんだから、それにふさわしいスキルを付けてやりたいだろ！」

　そんな感じで強く語ったらマーシャルにため息を吐つかれた。

「でも、未実装だよね。ギルドハウスの外に出たら使えないよね」

「ぐっ……！　ま、まだ実装されないと決まったわけじゃないぞ。そう、まだチャンスはあるはずだ」

「やれやれ、ボクはそこまで育成に愛は注げないよ。──って、あ。攻略サイトに浪ロ漫マンスキルを覚えた人が作ったコンボ技のページがある！　実用性はないけど、……うん、カッコイイから覚えよう！　うん、やっぱり大事なのは技だよ、技！　戦技と戦技のコンボ技こそ至高だよ！」












「……俺もお前も同じ穴の狢むじなでロマン派だと思うんだけどなあ」

　そんな何気ない会話をしながら、俺とマーシャルは日々を過ごして行く。




　──また、そんな夢を見ていた。




　朝、ベッドの上で目を覚ますと同時に、俺は息を吐く。

「……運営時代の夢か。リアルの生活の方は思い出せないのに、奇妙なもんだ」

　レインという女性の家を借りて、一日過ごしても、何一つ記憶が戻る事は無かった。

　ただ、俺は運営時代……特にデバッグをしていた頃の夢を何度も見た。昨日の夕方から浅い睡眠と覚かく醒せいを何度か繰り返したが、夢に出てくるのはいつもその夢だ。

「そう、ラグナ・スミスの体なんだよな」

　レインから借り受けた部屋には姿すがた見みがあった。そこに映る俺の姿は、やはりデバッグキャラのソレと同じだった。

　……改めて視みると、中性的に作りすぎたな。

　顔立ちはほっそりとしていて綺き麗れいなモノだし、体格も細身だ。ただ、性別はしっかり男で、股こ間かんにアレは付いている。

　昔の記憶が無いからリアルでの性別がどうかは分からないけれども。この体で不ふ便べんを感じた事は無いので、恐らく男だったんだろう、と俺は思う。

　トイレで困る事もなかったし。

「冷静になって見ると、変な状態でこの世界にいるんだな、俺は」

　呟つぶやきながら自分の持ち物を確かめてみた。装備品はそれこそ夢で見たソレと同じものだ。レベル２００の服装装備に加え、腰には布袋のような見た目で、しかし容量は限りなく大きいアイテム袋が取り付けられている。

　……もっと言えば、俺は運営権限も鍛冶スキルも覚えている。

　俺はベッドの脇の棚に置いてある果物ナイフを手に取った。アップルパイと共に置いてあったものだ。『作っておきました。夜中に小腹が空すいたらどうぞ』とのメッセージカード付きだ。母性に溢あふれすぎだろう。

　ともあれ、そんなナイフを握った瞬間、俺の運営スキル、ステータス看破が発動する。

【鈍なまった刃やいばのナイフ（ノーマル）　状態：ＬＶ１０　なまくら　所有者：レーヴァテイン・スルト　鍛たん錬れん可か能のう】

　キャラではなく、装備のステータスを細かく看破する。そんな運営権限の機能はそのまま生きていた。このナイフでアップルパイを細かく切り分けようとしたが、切れ味が悪く押おし潰つぶすような切り方になってしまった。なまくらとの評価は正しい。

　つまりステータス看破は正常に働いている。

　そして、鍛冶スキル《鍛錬》も使用可能だという。

　……試してみるか。

　《鍛錬》とはメイン職を鍛冶師にしたものだけが使えるスキルだ。自分が取得している『鍛冶ポイント』を使って、武器や防具などのレベルを上げることが出来る。

　……ええと、今の俺の鍛冶ポイントはどれくらいあるんだ？

　ゲームでは己のステータス画面で、鍛冶ポイントの量は確認出来ていた。だから今回も、俺は俺自身にステータス看破をかけてみた。すると、

【ラグナ・スミス　ＬＶ２５５　鍛冶ポイント３０００／３０００】

　しっかり鍛冶ポイントは持っているようだ。これならば鍛錬する事が出来るだろうと、

「《鍛錬》……！」

　俺はスキル名を発言しながら、ナイフに意識を集中させた瞬間、俺の周囲に光が満ちていく。その光は粒りゆう子しとなってナイフに向かっていき、一瞬だけ強く輝いた。そして光が収まった頃には、

【よく切れる刃のナイフ（ノーマル）　状態：抜群　ＬＶ１５　所有者：レーヴァテイン・スルト　鍛錬可能】

　表記が変わっていた。そして再びアップルパイに当ててみると、

「うん、よく切れる」

　先ほどまでの切れ味が噓うそのように良くなっている。鍛錬の発動は成功したようだ。

　また鍛冶ポイントも３０００からから２９９５に減っている。つまり、ゲーム内で行っていた鍛冶ポイント計算処理もこの世界では成立するという事だ。

　ここまで物証が揃っているのであれば、ここがゲームだった世界なんじゃないかと思いたくもなるけれど、だからこそ、奇妙な点がある。

「そう、こちらに来た俺の手に、ケリュケイオンがあるってことだよな」

　俺はベッドの脇に立てかけた、細長い杖を見る。

　これは、アームドエッダの中では未実装だったはずのものだ。

　確かにグラフィックなどは用意されていたけれど、テストプレイ段階でしかない代しろ物もので、ギルドハウスの外に持ち出そうとすれば消えてしまうものだった。

　……だけど、今、この武器は確かに存在している。

　ゲームとは明らかに違う点だ。更に言えば、ゲームではこんな小屋は無かったし、レインという名のキャラクターもいなかった。

　……ゲームの世界と同一、というわけではなく、良く似た世界、なのかな。

　ただしゲームシステムは使えるし、地名も同じ部分が多い。全部が全部異なっているわけではないからややこしい。

「体は癒えて、心も安定したけど、もう少し考えないと──っと、もうこんな時間か」

　窓の外を見れば、もう朝日が高く昇っていた。

　とりあえず今は、分かる事をやろう。

　そう思いながら、俺は居い間まへと向かう。

　レインの家の居間は広く、暖炉とテーブル、それにソファが備え付けられている。そして俺が借り受けた部屋の対面には、キッチンがあり。そこには、

「あ、おはようございます、ラグナさん。朝食は作ってありますので、どうぞ席について下さいな」

　薄手の服に、これまた薄手のエプロンを着込んだレインがいた。キッチンからはスープのいい香りがしてくる。彼女が作ってくれたのだろう。

「お。おう。おはよう、レイン。昨日助けて貰ったばっかりか、ご飯まで用意して貰って悪いな」

「いえいえ、早起きしただけですから。お気になさらないで下さい」

　悪戯いたずらっぽく笑う彼女に対し、俺も微笑を返す。

　記憶が吹き飛んでいるのは不安だが、俺を助けてくれた彼女が明るくしてくれている。それは本当に助かる事だ。そう思いながら、俺はレインと一緒の朝を過ごしていく。







「さて、それじゃあ昨日に引き続き、ラグナさんの記憶を取り戻していきましょうか」

「おう、よろしく頼むわ」

　朝食の後で行うのは、俺の記憶に対しての調べ物だ。

　今のところ、ゲーム運営をしていた頃の記憶しかないままだ。

　とはいえ、人と会話する事は出来るのだから、どこか頭の中に記憶が眠っている可能性がある。だから、昨日からレインと会話したり、彼女に俺の体を調べてもらう事で、なんらかの手掛かりを見つけようとしていたのだ。

「ええと、昨日考えたのですが、今日はラグナさんの職業レベルを調べさせて頂こうかと思います。そうすれば少なくとも、ラグナさんの現状の一部が分かりますし」

　そう言ってレインは、一枚の透明な板を取り出してきた。

　透き通った水晶で出来たようなモノだ。片側には一枚の紙がひもで括くくりつけられている。

「それは？」

「レベル判定板といって、これに触れた者の職業とレベルを記してくれるのです。以前、街でお土産みやげとして購入したんですよ」

「そんなものがあるのか。……でも、俺は鍛冶師だと昨日、伝えただろう？」

　ステータス看破で見ても、俺は鍛冶師であることに間違いはない。だから調べる意味はあるんだろうか、と思っていると、レインは苦笑した。

「まあ、ラグナさんの事を疑っているわけではないのですが、記憶を失われているのも確かなので。念のため、視える形でデータを頂こうかと思うのですよ。もしかしたら、他の職業かもしれませんし。職業は一人につき一つしか持てませんから、間違って理解していたら大変ですし」

　確かに。レインの言う通り、ステータス看破があっても俺の記憶が不確かなのは事実だ。客観的な認識も欲しい。ならばここで調べておいた方が確実か。

「了解だ。で、どうやって使うんだ？」

「あ、はい。今、説明書を読みますね」

「……君も知らないのか」

「お、お土産として買ってきたので。だ、だからちょっとお待ち下さい」

　レインはそうして、水晶板に括り付けられていた紙を見てから、テーブルの上の水晶板に手を置いた。

「これは、中央付近に掌てのひらをおいて、ですね。しばらく待つだけ、だそうです。ほら、ラグナさんも見て下さい」

　と、レインは俺に説明書を見せてくる。

　この世界の文字は読めないんじゃないか、と一瞬たじろいだが、俺の目と頭はしっかりその説明書の意味を読みとってくれて、

「おお、割と簡単なんだな。……って、待て。このレベル格付けってなんだ？」

　説明書の脇に、なにやら数字と枠が付けられていた。なんの格付けなんだろう、と思って聞くと、

「これは、各職業の習熟度合いの格付けですね。下の枠から下級、中級、上級、熟じゆく練れんという区切りになっていまして、レベル４０を超えれば熟練という事です」

「レベル４０で熟練って……ここいらのモンスターってレベル４０以上だったよな？」

「はい、だから熟練の冒険者でも、ここまで来るのは大変なんです。普通の人はレベル１０もありませんし」

「なるほどなあ……というか、待てよ？　レベル４０で熟練って事は、それ以上はどうなんだ？」

「それ以上は、そこの説明書に書いてある通り、レベル５０を超えると勇者や英雄と呼ばれる領域で、１００を超えると人外、救世主。１５０にもなれば、その種を纏まとめる王や主あるじと言われる存在になりますね」

　言われて見れば、確かに書いてある。それを見たのとほぼ同じタイミングで、水晶板が輝き始めた。

「あ、……ほら、浮かび上がってきましたよ」

　そして水晶板を見れば、彼女の手を覆うように、文字が浮かび上がっていた。

『レーヴァテイン・スルト。職業《炎系魔術師》ＬＶ７５』

「へえ、炎系魔術師でレベル７５。……ってことは、レインは人間の平均レベルを超えた勇者ってことか。それは凄いな」

「あ、あはは……ま、まあ、私はちょっとした事情がありますから。少しだけ強いんです」

「少しだけって、謙けん遜そんするなよ。レインは魔術師としてトップクラスってことだよな？　こんなところで安全に暮らせるくらいだし」

　そう言うと、レインは照れくさそうに顔を赤らめた。

「そ、そうなってしまいます、かね。炎系しか使わないのですが」

「おー、トップクラスが同居人とか誇ほこらしいな。凄いぞレイン、格好いいぞー！」

「ふ、ふふ、なんだかラグナさんに褒ほめられると、調子に乗ってしまいそうです」

　恥じらいながらもレインは微笑んだ。

　褒められるのに慣れてないのかもしれない。

　ただ、何かといつも俺の事を褒めてくるんだから、この位は良いだろうと思ってレインを称たたえていると、

「ま、まあ私はともかく、さあ、次はラグナさんの番ですよ。どうぞどうぞ」

　水晶板をグイッとこちらに向けられた。そして急かす様に背中を押してくる。

「……俺の番か」

　俺はここにきてすぐ、運営スキルのステータス看破でレベルの方は知っている。

　……ただ、それが必ずしも正しいとは限らない。

　ただでさえ記憶が曖昧なのだ。幻視した可能性も無くはない。だから改めて、ここで調べようと、俺は水晶板に掌をおいた。その瞬間、

　──ビシリ。

　と水晶板にモザイクが掛かった。

「え、なにこれ。俺の手は下ネタ扱いってこと？」

「い、いや、ち、違いますよ、多分。ちょっと判定に時間が掛かってるだけですよ……多分！」

　慰なぐさめるような言葉が少し不安だったが、レインを信じて待つ事数十秒。その結果は文字として示された。

『ラグナ・スミス。職業《鍛冶師》ＬＶ２５５　鍛冶ポイント２９９５／３０００』

「おお、出た。……やっぱりこの位のレベルか」

　と、何気なく口にしたら、

「こ、この位って、これは伝説や神話にいる現あら人ひと神がみクラスですよ……!?」

　レインは口をぽかんとさせて驚いていた。

　説明書に２００以上のレベルが記載されていなかったのを見るに、ここまでのレベルは珍しいんだろうな。ただ、ここからどうやって話をすればいいかな、と思っていたら、




『ラグナ・スミス。運営用サブ職業


《錬れん金きん師し》ＬＶ１５０

《造ぞう型けい師し》ＬＶ１５０

《調ちよう合ごう師し》ＬＶ１５０』






　と、水晶板いっぱいに、追加で文字が並んだ。

「……」

　それを見て、俺とレインは固まった。

「……あの、ラグナさん？　職業は一人につき一つなんですけど……」

「おう。それは、さっき説明を受けたな」

　というか、ゲームでもそうだ。

　職業は一人につき一つまで。違う職業につきたかったら転職ジヨブチエンジするしかない。

　……ただ、俺は生産系のデバッガーを兼務してたからなあ。

　生産系スキルのデバッグをしやすくするために、複数の職業を掛け持ち出来るようにキャラとシステムを改造していたのだ。

　これもゲームではギルドハウスでしか露ろ見けんしなかった事だ。けれど、こちらの世界では普通にバレてしまうようだった。

「ラグナさん。あの、レベル２５５というだけでも驚きなのに、複数職業なんていう驚きを更に重ねられたら、その……とても困ります。凄いとか、そういう反応すら出来なくなりますよ」

　レインはもはや、笑っていいのか驚いていいのか分からない、といった不思議な顔をしている。

「うん、なんか、反応に困らせてごめんな？」

　俺もまさか、こんなことになるとは思わなかった。ステータス看破で見られたのが、職業一つだけだったから、レベルの高さでちょっと騒ぎになるくらいかと思ったのに。

「……も、もう。な、なんだか変な感じです。サブとか書かれている他の職業でも、レベル的に言えば私の方が教わる事が多そうなのに。こうして、お喋りして、分からないことを教えようとする先生役をやっているのが恥ずかしいくらいです……。た、立場の方、交換しましょうかね」

　そうして結局反応に困ったレインは、ちょっと頰を膨ふくらませて、拗すねてきた。

　いかん。これはこれで可か愛わいらしいのだが、恩人を拗ねさせておくのも何だかバツが悪い。だから、

「そう言わないで、もっと教えてくれよ。レインがいないと、記憶喪失の俺、困るからさ」

　正直に困ると言った。すると、

「こ、困るのであれば……仕方ないですね。困った時はお互い様なんですから」

　レインは拗ねつつも嬉しそうに微笑んだ。

　昨日、いくらか話して分かったのだが、彼女は俺が困っていると助け船を出してくれる。それくらい困り顔に弱い。

　ただ、困り顔に弱いといっても何も要求しないわけではなく、

「あっ……で、でも、この後、朝ごはんのお皿洗いを手伝って頂かないと、困っちゃうかもしれません」

　レインは俺を見ながら眼をパチパチさせてきた。

　なんというか、お願いの仕方も可愛いなこの子は。

「ああ、その位なら任せてくれ。しっかり手伝わせて貰うよ」

　そう言ったら、

「はい！　一緒に、お皿洗いして、スキンシップしましょう！」

　昨日から転がり込んできた野郎だというのに、そんな風に明るく接してくれる彼女を、俺は有り難いと思うのだった。







　数分後、職業についての話を終えた後、俺はキッチンで皿洗いをしていた。

　この世界にも固形洗剤はあるようで、それを擦りつけたタワシで、皿の汚れを擦り落し、水道から出る水で流していく、というやり方だが、

　……現代のそれだよな、この仕組み。というか、現代社会で生活してきたらしい記憶は、あるんだよな、俺。

　だからこうして洗い物をどうやるか、というのも何となく分かる。なのに具体的な記憶が吹っ飛んでいる。どうなっているのかなあ、と思いながら皿を磨いていたら、

「ラグナさん。こっちのお皿もお願いしますー」

　テーブルの方からレインが皿を持ってきた。

「あいよ。幻影武器の上に置いてくれー」

　俺は自分の身体の横に浮かべた、何枚もの皿が載っている幻影の大剣を見ながら言った。

　レインの家の流し台はそこまで広くないので二人分の使用済みの皿を並べておく事は出来ない。だからこうして幻影の大剣を使って、テーブル代わりにしていたりする。

「あ、あの、大丈夫なんですか。この魔法をこういう風に使って」

「問題ないみたいだぞ。濡れても特に問題ないみたいだし。こっちの大剣は分厚くて刃も無いから危なくないし。その上、俺が乗っかっても、落ちたりしないしな」

　と、俺は尻の下でぷかぷか浮かんでいる一本の剣に視線をやりながら言った。

　皿の置き場に困っていたら、二本の大剣が幻影として出てきたのだ。

　そして、一本は俺を椅い子すに座らせるように乗せて、もう一本の剣は勝手に、その身に皿を乗せようとしていた。まるで俺の悩みに自発的に応える様に。

　そう使われるのを望んでいるような動作だった。

　お陰で座って皿洗いが出来るのはとても楽で有り難いし、置き場所が増えたのも同じぐらい有り難かったので、このままにしていた。

　ただまあ、鋭えい利りな部分が無い訳でもなく、時たま鋭い装そう飾しよくの部分が素肌にちくちくと当たってくるのだが、それでも俺の肌には一切傷が付くことは無かった。

　……俺の身体には常に鍛冶師のパッシブスキル、《匠たくみの加か護ご》が掛かっているからなあ。

　これはレベル１５０以下の武器では傷を付けられないという効果を持つ。

　そして幻影武器の威力は、内部設定でレベル１５０相当の物になる為、《匠の加護》が効果を発揮出来ており、俺も安心して座っていられるのだ。

「まあ、武器をこんな風に使うと、俺としても本当に良いのかと微妙な気分にはなるけれども」

　そうレインに伝えたら、彼女は困った様な笑みを浮かべた。

「あはは……まあ、武器というのは、どんな形であれ主人に使われる事は本望ですからね……。では、私もここにお皿を置かせて貰いますね」

　と、レインは皿を手に近づいてきた。その瞬間、

「……ひゃっ」

　何もない床だというのに、レインが躓つまずいて、転んだ。

「おっと……大丈夫か？」

　俺は咄とつ嗟さにレインの体を受け止めて、倒れるのを防ぐ。ただ、皿までは受け止めきれず、カシャン、と音を立てて割れてしまった。

「は、はい。ちょ、ちょっと躓いちゃっただけですので。すみません、お皿が……」

「皿は別に気にしなくていいだろ。……って、なんだか凄く体が熱いんだけど……熱、あるんじゃないか？」

「い、いえ、大丈夫です……っ」

　レインは俺の顔を見て微笑もうとしてくるが、その体はブルブルと震えていた。

　じんわりと汗もかいているし、明らかに体調がおかしくなっている。

「うん、こりゃ休んだ方がいいって。片付けは俺がやっておくから、レインは寝てくれ」

「で、でも……」

「困った時はお互い様、なんだろ？　だったら、今は寝ていてくれ。午前中から色々教えてくれたことへのお返しだ」

　言いながら俺はレインに肩を貸して、彼女の部屋にあるベッドまで運んでいく。

「は、はい。では……お言葉に……甘えます……ありがとうございます……」

　そう言ってレインはフラフラとベッドに倒れ込んだ。

　そして目をつむると、ほんの数秒もしないうちに、

「……」

　カクン、と眠りに落ちた。やはり無理をしていたようだ。

「昨日、俺を助けた時に風か邪ぜでも引かせてしまったんだろうか……」

　川から引き上げる時に水に入っただろうし。濡れたまま着替えてなかったし風邪は引き易い状況だった。だとしたらとても申し訳ない、と思っていたら俺はふと、気付いた。

「運営スキルのステータス看破って、状態異常も見えたよな……」

　昔の癖か、今まで対人では使わなかったけれど、俺はステータス看破で他人の状態を知ることが出来る。

　そして目の前には体調が悪そうなレインがいる。顔色は真っ青だ。

　……風邪をこじらせていたら、不ま味ずいよな……。

　一応、昨日の内に街の場所を教えて貰ったから、もしも拗こじらせていたならひとっ走りして医者を呼びに行く必要があるだろう。

　……運営としてはルール違反だが……ここは現実だ。申し訳ないが使わせて貰う。

　眠っている所に不意打ちするようで悪いが、念のためだ。ステータス看破で彼女を見てみた。昔は絶対やらなかった、他人に対する運営スキルの行使だ。

　少しドキドキしながら、彼女から出てくるウインドウを見た。そうしたら、

【レーヴァテイン・スルト　ＬＶ７５　職業：炎の天魔王を封印せし伝説の武器兼ファイアマスター】

　まず、そんな表記が見えた。

「え？」

　表記されていたのは、俺が良く知っている武器の名前だ。

　そしてウインドウに描かれる文字はそこでは止まらない。

【状態：バッドステータス。永えい続ぞく呪じゆ毒どく（レベル半減・精せい神しん凌りよう辱じよく・全能力減退・定期ダメージ・不安強化・恐怖付与】

　そんな禍まが々まがしい文字が視えてしまったんだ。







「レインが、伝説の武器……？　そしてこの状態異常……どうなっている？」

　俺は眉まゆをひそめてレインのステータスウインドウを見ていた。

　彼女の名前がレーヴァテインである事は知っている。伝説の武器と同じ名前だ、というのも当然気付いていた。

　今回のステータス看破でそれも見えた。

　……ああ、伝説の武器と通じ合っている部分が多い。

　だが、彼女は確実に人だ。武器では無い。なのにステータス表記の職業で『武器』と言われている。

　……どうなっている。ステータス看破がバグったか？

　こんな状態異常もゲームでは存在していない。

　俺たちはこんなバッドステータスを作っていない。

　一体どういうことなのか。レイン本人に聞こうと、

「なあ、レイン？　ちょっと、良いか？」

　寝入ってすぐに申し訳ないと思いつつ、彼女に軽く触れながら声を掛けた。だが、

「く……う……んく……」

「……起きない、か」

　彼女は嬉しそうな顔をするだけで、起きる気配が微み塵じんもなかった。

　目を開けることはない。

　……それだけ体力を消耗していたってことかもしれない……。

　だとしたらここで無理に起こすよりは、彼女の起き床しようを待って事情を聞いた方がいいかもな。彼女が体調を崩しているのは事実なのだから、回復するまで待つのは間違っていない筈だ。そう考えて、彼女の体から手を離したのだが、

「っ……！」

　その瞬間、とても苦しそうな顔になった。

　つむった目の端から涙をボロボロとこぼしている。

　悪い夢でも見ているのかもしれない。

「この子も俺と同じで、夢に悩まされてるのか？」

　呟きながら俺は指で彼女の涙を拭ぬぐい、そして、思う。

　……俺も現状認識にいっぱいいっぱいで、気が回らないけれども。それでもこの子の、苦しそうな顔を見たくはない、な。

　俺には記憶が欠けている。名前も覚えていない。

　自分の置かれた状況も分からない。何故ここにいるのかも分からない。

　分かっているのは、ここがアームドエッダみたいな世界だということ。そして、何故か俺が愛していた武器の名前の少女が目の前にいるという事。

　分からないことが多すぎて、不安がずっと心の中にあるけれども、

　……それでもこの子は俺を助けてくれた恩人だからなあ。

　苦しい思いはしてほしくない、と彼女の目元に、再び触れたその瞬間だ。

　──こんこん。

　とドアがノックされた。そして、

「すみません、レインさん。いらっしゃいますか」

　声が聞こえた。少し高めの女性っぽい声だ。

　レインの名前を呼ぶという事は彼女の知り合いだろうか、と思いながら俺はドアを開けた。すると、そこに立っていたのは、腕にいくつもの腕輪を付け、ふわふわとした豪華そうなコートを羽織った女性だった。

　凜り々りしく美しいとでも言えばいいんだろうか。そのような表情で、コートの女性は俺を見てきた。

「貴方は……どなた様で？　レインさんの家で何をなされているのですか？」

　されて当然の質問なのだが、正直記憶を失っているのにどなた、と聞かれると少し困る。その上家や主ぬしが寝込んでいる状態なので二重に困る。

　何をどう話せばいいのか分からないが、とりあえず事実を言おうと、

「あー……俺はラグナっていう流れの鍛冶師だ。それで、レインのご厚こう意いで、昨日からレインの家に泊まらせて貰っていたんだ」

「レインさんが人を無む償しようで泊める？　いくら綺麗な方だとはいえ、素す性じようもはっきりしない様な旅人を？」

　俺の言葉にコートの女性は首を傾かしげた。

「そんな事があるとは珍しいですね……。レインさんは優しいですが、そこまで警戒心のない人ではないのですが……」

「そうなのか？　俺にはまだレインについて分からない事の方が多いんだが……アンタは色々と知っているんだな。君はレインの知り合いなのか？」

　聞くと、コートの女性は数秒間をあけてから、ゆっくりと頷いた。

「……はい。わたくし、ブリジッドと申しまして。レインさんの友人で、セインベルグの街の方で商人をやっている者です」

　ブリジッドと名乗った女性は、腰元のアイテムを見せてきながらそう言った。

　セインベルグとは、ここから南に歩いて二日ほどかかる位置にある街だ。

「その街の商人さんがどうしてここに？」

「レインさんはこの時期、街から離れたこちらのお宅で魔石集めをしていらっしゃいますから、定期的に物資補充の確認をする約束になっているのです。本日も何か入いり用ようになった商品は無いかを確認する予定だったのですが……彼女は今どこに？」

「家の中にいる。ちょうどいい。一緒に面倒を見てくれ」

「面倒？」

　説明するよりも見せた方が早い、と俺は今からレインの部屋まで案内する。

　そこには、やはり苦しそうに眠っているレインの姿があった。

「レインさん!?　これは……どうなされたのですか？」

「さっきな。いきなり倒れたんだよ。ブリジッド、君がレインの友人なら彼女が持じ病びようを持っているとか、知っていることはあるか？　もしくは治すための薬がある、とか」

　それを期待してここまで案内したのだが、ブリジッドは静かに首を横に振った。

「いいえ……わたくしにレインさんを治すことは出来ません。そもそも、この症状を治す薬なんてものも存在しませんから……」

「どういうことだ？」

「これは、天魔王の呪毒なのです。だから医者がどうこう出来るレベルでは、ないのですよ」

　先程ステータスを見た時もそんな文字が描かれていた。見間違いなんかじゃなかったようだ。そして俺には天魔王という単語について覚えがあった。

「天魔王ってのはこの世界にある六大国を、それぞれ滅ぼしかけたっていう化物……だよな」

　アームドエッダの設定では、確かそうなっていた。そして、

「ええ、その通り。流れの鍛冶師といえども、それくらいは知っていますか。百余年前に起きた『天魔戦争』の大罪者たちを」

　ブリジッドの肯定により、その設定がこの世界でも事実だったことが理解できた。それも百余年前という、かなり近いスパンでの話という事も。だが、

「その天魔王の呪毒ってのは何なんだ？」

　そんな能力は、自分達が運営をやっていた頃に作っていない。だから聞いた。すると、レインを心配そうに眺めていたブリジッドがゆっくりと、こちらを見てきた。

「……貴方は、レインさんのご正体は、ご存知ないんですね」

「ああ、昨日から、世話になっているだけだから、な」

「……ならば、少しだけ。わたくしの口から言っていい事かは分かりませんが……。レインさんが泊めたような人であれば、知っておくべき、ですね。……この地は、伝説の武器と、国を滅ぼす天魔王が同時に眠る土地なのだということを」







　濡れタオルをレインの頭の上に置き、彼女の呼吸が落ち着いたのを見届けてから、俺はブリジッドにより家の裏手に連れ出されていた。

　……説明をするのにふさわしい場所があるって言われて来てみたが、こんな所に何があるってんだ……。

　この家の裏には林があり、その奥には岩石地帯がある。

　林の付近は薪たきぎを拾うために少しだけ昨日の内に歩いていた。

　岩石地帯の方は足場が脆もろそうなので行っていなかったのだが、ブリジッドの先導により俺は足を踏み入れていた。そして、

「ここです、ね」

　赤い岩が転がるその地帯に入って数分の距離で、彼女は足を止めた。

　そこには、周りと比べてもひときわ大きな岩が一つ転がっていた。

　やけに赤黒く禍々しい色をした、いびつな形をした岩だ。

　そして傾いた地面と、いびつな形をした岩を繋ぎ止める様に、一本の長剣が刺さっている。見覚えのある赤色と装飾が施ほどこされた、しかし、刀身が錆さびた剣だ。

「これは『錆びた剣』……!?」

　ゲームのグラフィックでは何度も見てきた、天魔王が落とす、ドロップ品である。

　それを見て、ブリジッドはポツリと言葉を零こぼした。

「こちらが、レインさんの本体です」

「本体、だと？」

「ええ、彼女は、伝説の武器なのです。あのような格好を成されていますが、その体は元々一振りの武器だったそうです。そして、百余年前に我々と共に戦い、六つの国を滅ぼさんとする天魔王を止めた、六大英雄の一人なのですよ」

　ブリジッドの言葉に、俺は頭を殴られたような衝撃を受けた。何故なら、彼女が語った伝説の武器の設定は、

　……俺がレーヴァテイン達を設計する際に、考えたモノだ……！

　この世界にも、それがそのまま反映されているというのか。

「レインが伝説の武器で、英雄……」












「貴方には到底信じられないかもしれませんが。とても偉大な存在なのです」

　いや、信じられる。信じないでいられる物か。その言葉にはとても聞き覚えがあるのだから。そんな事を思っている間に、ブリジッドの言葉は続く。

「この剣に、我々が唯一倒しきれなかった炎の天魔王は繋ぎ止められていますので、抜けば彼奴きやつは解放されます。ただ、この剣を抜けたものは、炎の天魔王を倒せる者だ、と言い伝えられております。……誰も抜くどころか、触る事すら出来ませんがね」

　彼女は剣を見て、自分の手をぎゅっと握る。その表情には悔しそうな感情が含まれていた。

「触る事が出来ないって、そりゃどうして？」

「それは分かりません。レベルが足りないのか、資格が足りないのか、何故か、我々のような人間の手には持つことが出来ないようです」

　ブリジッドは喋りながら『錆びた剣』に触れようとした。しかしその瞬間、

「──ッ」

　バチッと赤い光のようなものが輝いた。そして錆びた剣からは炎が漏れ出し、その炎でブリジッドの手を弾はじいた。

「お、おい、大丈夫か？」

　ブリジッドはその弾かれた手をさすり、脂汗を滲にじませながらも頷いた。

「大丈夫ですとも。ええ、商人として伝説の武器に関わるなら、この程度の反応は何度も食らっていますからね。……ともあれ、これで分かったでしょう？　この剣を抜けば、天魔王と戦う機会が得られ、倒す機会も得られるが……誰も触れられはしないのだ、と」

「この剣を持って戦う資格、か」

　ゲームではそんなものは無かったはずだ。誰でも持てる剣を鍛え上げれば、何い時つかは最強の武器になるというロマンの元に、俺はレーヴァテインを開発したのだから。

　……どうなってるのか、運営のスキルで見てみるか……。

　思い、《ステータス看破》をしようと、その武器を見た。瞬間、

「──!?」

　俺の視界は、暗くら闇やみに染まり、意識は遠のいていった。







　レインは暗闇の中に居た。

「ああ、またこの夢、ですか」

　呟きながらレインは周囲を見回す。

　服を身につけていない自分の体は、手足を鎖くさりでしばられた状態で宙に浮かんでいる。

　目の前には、大きな曲きよく刀とうを持った黒い影がいた。

　その影は、自分の下腹部に刀を当ててきて、

「──ッ！」

　一息に切り裂さかれた。

「っ……！」

　鋭い痛みが体を走るが、黒い影はそれだけでは止まらない。

　切り裂いた部分に手を突っ込まれ、

「んぅ……！」

　中身を引き摺りだされる。

　これはただの悪夢だ、とレインは知っている。

　知っていても、苦痛と羞しゆう恥ちで思わず顔が歪ゆがむ。

「……」

　その様子を黒い影は眺めた後で、口元をニヤつかせた。

　そして自分の胎たいを凌辱し終わった後、刃を太ももに当ててじっくりと肌を貫いてくる。

　……ああ、いつもの夢、ですね。

　レインは苦痛の中で苦笑して、顔を伏せる。

　最近は、毎日のように見る夢だ。

　苦痛と羞恥と凌辱の夢。

　これを見る原因は、分かっている。

　……私が、炎の天魔王の動きを、縫ぬい止とめているから。

　自由にしろと天魔王が暴れているのだ。そして自分の精神を攻撃してきている。

　もうずっと味わっている事だ。他の武器たちと違い、自分が百年前に倒しきれなかったから、仕方がない。

　あの時は炎の天魔王を相手にして、そこまでが精一杯だったのだから。

　……ええ、昔よりも、ペースは早まっていますけれど、ね……。

　レインは過去を思う。暗闇の中で、自分の体から零れていく血を眺めながら。

　自分はずっと暗闇の中にいた。右も左も見えない中で、ひたすら一人で存在していた。

「誰かに、触れていたい……振るわれたい……」

　ずっとそう思っていたある日、自分を暗闇から救いだしてくれた人がいた。

　天魔王を倒したその人は錆びていて何も出来なかった自分を、とても弱くて、とても役に立たない自分を、丁寧に育ててくれた。彼と行けるところは、限られていたけれど、

『いつか出番を作るから待っていてくれよ。その時は一緒に冒険しような』

　そんな言葉を言ってくれる彼にいつもいつも、自分の口でお礼を言えたら、と思った。

　自分の体で抱きつけたら。全身であの人に対して愛情を説明したい。

　だから天魔王とも戦ったのだ。自分があの人に触れて貰える体を持つことが出来たこの場所を壊される訳にはいかない、と必死に。そんな思いを抱いていたら、

「ああ、ラグナさんが、貴方が……います……」

　体を抉えぐられ、出血で薄れていく視界の中に、彼の姿が視えた。

　自分を見て、駆け寄ってきてくれる。

　……嬉しい。

　レインは微笑む。あれ程思い焦がれていたあの人が自分に触れに来てくれるなんて、とそんな思いと共に。







「──っ!?」

　俺が意識を取り戻したとき、

「噓……この剣に、弾かれず触れていられるなんて……」

　既に俺の手は『錆びた剣』を握っていた。

　そして先ほどまで見ていた光景が頭の中に蘇よみがえってくる。

「さっきのは──ッレイン……!!」

「ラグナさん!?　どうなされたのですか」

「っ……ブリジッド。すまん。先に戻る！」

　先ほど見た、レインが凌辱され、殺されていく光景をリフレインさせながら、俺は家に向かって走った。

　数百メートルを一息で走りきり、玄関のドアを壊さんばかりの勢いで開けた。

　そして、家の中には、

「え、あ、ラグナさん……？」

　寝起きの姿のまま、目を真っ赤にして涙を溜ためているレインがいた。

　そして目をごしごしと擦って、無理に微笑もうとする。

「ご、ごめんなさい、こんな情けない姿を見せてしまって。寝起きでラグナさんがいなかったもので、ちょっとだけ涙が出ただけなので。気にしないでください。まだちょっと、涙が止まりませんが──」

　と、言葉を強引に重ねてくる彼女を、俺は、抱きしめた。

「ひゃ、ひゃあ？　ら、ラグナさん……!?　ど、どうしたんですか、急に……」

「今まで気づけなくて、すまん。……君は、俺が育てた、天魔王を封印する伝説の武器だったんだな」

　そう言った瞬間、レインの喉から息を呑のむ音が聞こえた。

「思い出して、くれたんです、か」

「ああ……いや、違うな。正確には知っていたんだ。知っていたのに……それが君であると気付けなかったんだ。すまない」

「いえ、武器が人に成っているなんて、おかしな話ですから。謝られる事なんて無いですよ」

　強こわ張ばった体のレインは、震える声でそう言った。

　優しい子だ、とそう思いながら、俺はレインから体を離し、その顔を見た。

「さっき、岩肌に突き立っている剣を見たよ。あれが君の本体で、封印している天魔王はあそこにいるって事で良いんだな？」

　静かに問いかけると、レインはゆっくりと頷いてくれた。

「……はい。あの剣は私の魂たましいの一部です。その力をもって、天魔王を封じています」

　何てことだ。ゲームの中の設定通りだ。

　ただ、完全に設定通りという事ではないらしい。

　なにせ、レーヴァテインとは、炎の天魔王を倒すことによって手に入る『錆びた剣』で作り上げるものだ。

　けれど、天魔王は倒されていない事になっているのだから。

「錆びた剣に触れた時、黒い影に傷つけられているレインの夢を視たよ。あんな夢を、君はいつも、視ていたのか」

　聞くと、レインは力のない笑みを浮かべた。

「そう、ですね。あれは天魔王からの攻撃ですから。ずっと視ています。あ、でも、現実では傷ついていないので綺麗なままですよ？　視てもただ苦しいだけですから」

　おどけた様子ながらも、仕方なさそうに言ってくる。

　その眼には涙が溜まっているというのに、何てことない、とでも言うかのように喋ってくる。

　そんな彼女の様子を見ただけで、俺は、もう限界だった。

「レイン。……このままアイツを止めていたら君の体が持たないんだろ？」

「……！」

　俺の問いかけに、レインは言葉を詰まらせた。

　その反応を見られただけで十分、先ほどの夢が真実であることが分かった。だから、

「そうか。じゃあ、ちょっと、行ってくるわ」

　俺は静かにレインから手を離して立ちあがる。

　そして、居間に立て掛けておいた杖を握った。

「行くとはまさか……」

「ああ、岩山の剣を抜いてくるんだよ。昔みたいに、アイツの相手をしに、さ」

　その言葉にレインは息を呑む。

「……あの国を滅ぼす化物を、相手取った記憶は、あるんですね……」

「ああ、勿論だ。だから、──あそこにいる天魔王をサクっと片付けてくる」

　と、俺が立ち上がったその瞬間、

「お待ちなさい！　レインさん、ラグナさん！」

　ブリジッドがやって来た。

「……ブリジッド。貴方、どうして、ここに？」

「いつもの時間になっても現れないのでこちらから来たのです。それよりも……天魔王を倒すのに一人で挑むなど、無茶です！　危険です！」

　ブリジッドは息を荒らげながら、俺を見てきた。

「ラグナさん！　貴方がレインさんの本体に触れられるという才覚があるというのは分かりました。しかし、相手は不死に近い天魔王です。言い伝え通り、レインさんの本体があれば勝てるという確証もありません。もっと準備を整えて、万全の状態で挑むべきです」

「ブリジッド。……そんな悠ゆう長ちような時間は無いよ。既に刻一刻と、レインの体調は悪くなっているんだから。友人のお前だったら、分かるだろう？」

　俺の言葉に、ぐっとブリジッドは息を呑む。レインという友人が傷ついている事は分かっているのだろう。とても辛そうだ。

　だがそれでも、ブリジッドは言葉を絞り出す。

「で、では、今、セインベルグの騎士団と警護隊に連絡を飛ばします。彼らならば、一時的に天魔王でも足止め出来るでしょう。その間に、奴を攻撃すれば、不死の天魔王をレインさんの本体で再度の封印を施せば、レインさんの体調は良くなるはずです……！」

「でも完治じゃない。原因は残ったままだ。完全に治すには、滅さないといけない」

「炎の天魔王は不死の化物ですよ!?　そんな輩やからを貴方一人でどう倒すのですか！」

　ブリジッドの叫びに近い声。それに俺は頷いた。

「殺せるさ。俺は、殺し方を知っている。なにせ……生み出した者だからな」

「は……？」

　俺の言葉に、ブリジッドの表情が固まった。

「何を、仰おつしやって、いるのです？　意味が、分かりません。そんな事、信じられる、筈が」

　ブリジッドはショックを受けているのか、否定の言葉を繰り返す。これでは話が終わらない。だから、俺はレインに聞くことにした。

「なあ、レイン。君は無茶だと、本当にそう思うか？　かつての俺は、君が覚えている俺は、あいつを倒していたはずだ。そして君を見つけた筈だが……どうだ？」

「……っ！」

　俺の言葉にレインは目を見開いた。彼女の中にもあるのだろう。俺がレーヴァテインを育てた時の記憶が。

「なあ、どうだ、レイン。俺は天魔王を倒せないと思うか？　君を育て上げた男は、君を痛めつけている大バカ者を倒せないと思うか？」

　再び聞き返す。

　するとレインは力強い瞳で俺を見返してきた。

「いえ……いえ、そんな事は、ありません！　ラグナさんは……私を育ててくれた人は、負けません!!」

「レインさん!?」

　レインの力強い言葉にブリジッドは驚いた。だが俺は驚かない。

「ああ、そうだろう。──だから、やってやるさ。それになにより、困った時はお互い様、だしな」

「ラグナ……さん」

「君が困っているなら俺は助ける。今の俺を助けてくれた君をな」

　そして、レインが何かを言うよりも早く、俺は続けて言った。

「レイン、もう少しだけ、待っていてくれ。俺が君を、取り戻してくるから」

　そして俺は家を出る。右手に伝説の杖を力強く握りしめながら。







　ブリジッドは、驚きよう愕がくの表情で小屋に残ったレインを見つめていた。

「レインさん！　彼を、ラグナさんを……止めなくていいのですか?!」

　百余年前の英雄が、ずっと天魔王を抑えるために戦ってきた彼女が判断したとはいえ、ブリジッドには今の状況が信じられなかった。

　流れの鍛冶師だという青年がレインの本体を握り、天魔王に挑もうとしている。それはもう正気の沙さ汰たではないように思えた。しかし、

「止めません。あの人が……『私』を知っているあの人が勝てないのであれば、この世の誰もが勝てないのと同じなので」

　レインは安らかな微笑みと共に、そんな事を言ってきた。

「貴方がそこまで言う、ラグナさんは一体何者なのですか……！　先ほども、天魔王を生み出したとの、理解が難しい発言をされていましたが……」

　慌てる事も無く、取り乱すことも無いレイン。そんな彼女にブリジッドは尋ねる。すると、

「そう……ですね。何というか、説明するのが難しいのですが……あの人は、私がずっと待ち焦がれた、私たちの創造主です」

「創造主……?!　つまり、彼は伝説の武器を、作ったお方なのですか!?」

「はい。だから負けません。『私』が知っているあの人は、絶対に、天魔王如ごときに負けたりしないのです！」

　そんな言葉と共にレインは涙を拭い、窓の外に視線を向けた。

　今頃、あの戦場に立っているであろう彼の背中を見えなくても見届け、応援する為に。







　俺がギルドハウスに戻ると、戦技をセットしている最中のマーシャルがいた。

「あ、お帰りラグナ。また天魔王級のレイドボス狩りに行ってたんだね。声掛けてくれれば手伝いに行ったのに」

「いや、別にあれくらいなら一人で行けるから、気にするなよ」

「レイドの意味わかってる？　ゲーム的には集団戦っていう印なんだから、集団戦してあげなよ。君が武器を育成しまくるものだから、バランス壊れちゃってるじゃないか」

「バランス崩ほう壊かいを俺のせいにするなよ。むしろ俺は仕事的に崩壊を止めてる方だぞ」

　確かに高レベル武器を使うと、あっさりボスを撃破出来てしまうわけだけどさ。

　別に俺だけの特権と言うわけではない。

「一人討とう伐ばつくらいはお前もやるだろ？　それに他のギルドだって二人討伐くらいは余裕でやってるし」

「まあ、うん。……レイドボスは特殊能力や初見殺しな特性を持っていて、ヒットポイントも多いけど、攻撃当てやすいからサンドバッグにはもってこいになるんだよね。程良い武器や戦技を持っていれば、少人数でやれちゃうし」

「生産職から見ると、悪い事じゃないんだよな。ドロップアイテムも美お味いしいし、狩り時間も長くならないし」

　ただ、設定的にはダメだと思う。ストーリー的には重要なボスみたいな扱いで、凄く驚異的に書かれているのに打撃数発で沈むのだから。色々と台なしだ。

　ゲームバランスというものは本当に難しい。特にレイドボスなどは顕けん著ちよだった。けれど、ウチのような中小企業では、バランス調整も俺たちの仕事の一つとなるので大変だ。

「まあ、うん。簡単に突破され過ぎて、ボク達が血の涙流して調整したけど、それでも少人数クリアは余裕だっていうね。……サンドバッグ化が進んだだけというか」

「サンドバッグ化も一長一短なんだよな。プレイヤーは武器の《奥おう義ぎ》スキルを試したいだろうけど、サンドバッグになるような敵は他に居ないし」

　武器レベルが一定値を超えると、その武器専用の特殊なスキルや特殊な戦技が出現する。《奥義》スキルと呼ばれるそれは、強力だが制限が強かった。一日に打てる回数に、限りがあるのだ。また、タメが大きいなどのデメリットもあるので、試し所も限られる。

　だから体がでかく、ＨＰの高いレイドボスなどは試し打ちの標的にされたりするのだ。

「確かに、対人戦で撃ち所を確認している余裕はないからなあ。練習はレイドボスでするしかないよね」

「そういうことだ。……ああ、早く伝説の武器を実装して、作り上げた奥義を撃ちに行きたいぜ」

「そういえば伝説の武器の奥義ってラグナが決めたんだよね。どんな感じになったの？」

　マーシャルは物欲しそうな目でこちらを見てくる。

　技マニアだから、気になっているらしいな。

「一応、最大レベルに達した状態の《奥義》スキルは演出を格好よく作ったぞ。今度テストプレイをするときに見せるわ。天魔王クラスなら片付く威力になってるし、的はそいつかな」

「それは楽しみだなあ。じゃあ、今度見せてね。約束だよ」

「おう。俺の鍛えた武器が活躍する数少ない場面だからな、しっかり見てくれよ」







　岩山に突き刺さった剣を前に目を瞑った俺は、集中しつつもそんな過去を思い出していた。この世界に来る前に、マーシャルとやり取りした記憶だ。残っている中で最も新しい記憶、と言ってもいいかもしれない。

「ああ、皮肉なもんだ。こんな所に来たからこそ、この子たちを活躍させられるんだからな」

　俺は自分の手に握られた杖を見る。ゲームでは未実装で、しかしこれから、活躍するであろう武装だ。

　ただ、いくら活躍させられると言っても、この子たちが酷い目に合う事は許せない。だから、

「《幻影武器展開フアントム・ブレード》……してっと。さあ、やるか」

　俺はスキルを使って武器を周りに出したのち、無む造ぞう作さに岩に刺さった剣を引き抜いた。

　瞬間、俺が握っていたはずの剣が光となって消えてしまう。

　……ああ、抜いたらそのまま使えるパターンと、使えないパターンを二つ予想していたけれど、使えない方になったか……。

　なんて思っていると、剣が突き刺さっていた岩山にぎょろりと目が現れた。それどころか顔も現れて、

「ああん？　なんで我わが輩はいが目覚めているんだ」

　じろりとこちらを見てきた。そしてその顔岩を中心にして、岩石地帯にあった岩が次々に集まってくる。

　やがて岩は組み上がり、五メートルほどの人型を構築する。そして、

「ったくよお。人間を神の裁きで殺していただけで、こんな所に留めやがって。自我を持ちやがったクソ武器が……！」

　全身に炎を灯ともし、岩でできた体を赤く燃え上がらせながら、大声で文句を垂れ始めた。

　……炎の天魔王ユング、だな。設定通りの姿で、設定通りのセリフを吐きやがる。

　炎の翼を纏い、燃える岩の曲刀を手にし、全身から炎を噴き上げ、人を裁くものとして動きまわる。

　灼しやく熱ねつに燃える岩の天使型レイドボス、それが天魔王ユングだ。

　ゲームの設定はそのまま現実でも出てきている。しかも、最初のセリフですらもそっくりだった。

　笑いすら零れてしまいそうになるが、笑っている暇などない。

　ユングは、大きな岩でできた曲刀を手に、俺に敵意を向けてきているのだから。

「我輩を起こしたのはオメエか、このクソ人間。……気持ちよく夢の中で俺を封じ込めたクソ武器をじわじわいたぶって、自我を壊そうとしてたのによお。もう少しで完全に精神をすりつぶせたが……余計な邪魔しやがって」

　口が悪い。ここは設定に無いセリフだが、設定以上に小物に見えるな。

「まあいいや。解放されたならクソ人間を裁くだけだ。しっかり天命に沿って殺して運んでやらなきゃなあ。クソ人間は我輩達の餌だしなあ？　──そして、運のいい事に、人間が眼の前にいる。男だか女だかよく分からない顔をしてるが、きっちり犯してばらして気持ちよく昇天させてやる！　その後で周りの人間も、クソ武器も犯して送ってやるから、安心しな。ヒャハハハ!!」

　なんとも下品で、作ったような笑い声だ。

　この笑い声。設定したのは誰だったか。

　音声班の班長だったか、営業チームの部長だったか。思い出せそうな気がするが、まあ、どうでもいい。

　そうだ。今は、そんな過去は、どうでもよかった。

「一人で長々と喋ってくれている所悪いが、ユング。お前の言葉に対して一つ、訂正をしておく」

「ああん？」

「……お前はもう人を殺せない。ここで消えてもらうからな」

　そう言った瞬間、ユングの顔に嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

「クハハ、クソ人間ごときが偉そうに我輩に話しかけるとは。まあ、いい。封印を解いた礼として、しっかりブチ犯して殺してやる。人間など我輩たち天使の餌なのだから、凌辱されることを光栄に思えよ。ハハハ!!」

　そして、ユングは俺に向かって腕を構え、

「《ファイアロックフォール》!!」

　巨大な燃える石の弾丸を、俺に向かって無数に打ち出してきた。レベル１４０の土系スキルだ。

「人間如きが、レベル１４０を超える《炎土天使》の我輩に勝てるものかよ！」

　ハハ、とユングは笑いながら、勝ち誇っている。だが、

「──」

　俺が何をするでもなく、幻影の武器が岩をガードした。

「は？」

　幻影武器の特性だ。自動攻撃だけではなく、自動で相手の攻撃も防御する。

　それを見て、ユングは口をぽかんと開けた。そして、俺はその間抜けな隙すきを見逃してやるほどの忍耐力はない。

「もう一度言う。お前はここで消えろ。──雷魔法《ライトニング・ファルク》」

「え……？」

　俺が掲げた杖から生まれた雷撃の大おお鎌がまが、ユングの腕を斬り落とした。ゲームと同じく、レベル１５０相当の魔法は通じるようだ。岩で出来た体から灼熱の溶岩が溢れ出す。

「わ、我輩の腕……！　き、キサマ、コノヤロオオオオオ！」

「痛いか？　でも、その痛みの何倍もの辛さを、レインは味わっていたんだよ」

　だからこの位お返ししても良い筈だ。そう思っていると、

「コロス！」

　叫んだユングの身に、一斉に周囲の岩石が集まっていく。そしてユングの体を巨大化させた。

　あっという間に、全長二十メートルほどに膨れ上がる。

　灼熱色の岩で出来た体と、灼熱の翼を持つ姿になった。

　……ああ、始まった。レイド集団戦でよく見る姿になったな。

　体力が一定以下になった時に始まる変身だ。

　だが、俺は焦らない。運営時代に既すでに何度も戦っているのだから。そして、

「お前の戦闘バランスを調整したのは、俺なんだからな……!!」

　俺は思い出す。この敵が作られていた時の記憶を。そして伝説の武器を作っていた頃の設定資料を。

　……設定上、そして能力上、天魔王は伝説の武器であれば一撃で殺せるんだ……。

　運営として知識は、既にある。

　攻略の方法すら頭の中に残っている。攻略法が同じであればそれを使えば良い。それなら問題なく倒せる。ただ、仮に同じでなかったとしても、気持ちは変わらない。

　……たとえどうあっても倒してやる……！

　そうでなきゃ、あの子が悲しんだままなんだから。

　かつての俺が育て上げて、今の俺を助けてくれたあの子が、泣いてしまうんだ。だから、何度でも決意を言ってやる。

「──天魔王ユング。俺の大切な者の為に、お前を消すぞ」

「オ・オ・オオオオオオオオオオオオ!!　《グランド・ヒートシェイク》!!」

　俺の戦意に応えるように、ユングは叫ぶ。

　地面を殴って、スキルを使ってきた。

　レベル１４０の敵側専用のスキルだ。

　ユングの腕から溶岩が放たれると同時に、大地に強烈な揺れが走る。

　そして周辺の木々や岩石を砕きながら、衝撃と溶岩の波が勢いよく襲い掛かってくる。

　……ちっ、ゲーム中では、巨大化して十秒間はスキルを使ってこなかったんだがな。

　いきなり夢の中の知識とは違う動きだ。

　だが、関係ない。

　……俺だって、ゲーム中とは、動きが違うんだからな！

「──《幻影武器展開フアントム・ブレード》！」

　俺は体の周りを浮遊していた光の武器を階段状に置いていく。

　そして剣の腹や、槍の柄えを足場に一気に空中へ駆け上がっていく。

　幻影武器の耐荷重性は抜ばつ群ぐんで、俺一人くらいならば余裕で持ち上げられる。

　地面を溶岩と衝撃波が這はおうとも、空中ならば関係ない。

　そして初撃を避よけたのならば、あとはやる事も決まっている。

　……こいつを攻略するには、いくつかの方法がある。

　天魔王ユングは体力を五割以上削ると全身を溶岩と化し、打撃ダメージを半減させてくるという特性を持つ。

　自動回復効果まで付き、毎秒一定値ずつ回復してしまう厄やつ介かいなボスだ。

　打倒方法には幾いくつかのパターンがある。そういうデザインでこの敵は作られている。

　多人数で挑むときは、とにかく飽和攻撃で、自動回復よりも早く削りきる。それがレイドボスとしての正攻法。

　そして、ソロや少人数で挑む時に行うのは──、

「──超威力による一撃必殺。さあ、喜べケリュケイオン。ココが、お前の、初めて活躍する場所だ」

　俺は右手に杖を握りしめる。

　未実装で終わってしまった伝説の武器、ケリュケイオンにも《奥義》スキルがきちんと存在する。それは俺が運営側プレイヤーとして、バランスを調整して組み立てた技だ。

　……ああ、そうだ。これは、一日に一回しか使えないというデメリットを付けなければならない程、威力重視で強力なモノ。

　だから今こそ、それを振るために俺は声を放つ。

「魔を射い貫ぬけ、伝説の武器《ケリュケイオン》よ。──奥義《マガツ・カンナ・アマル》！」












　瞬間、掲げた杖から巨大な雷球が生まれた。

　それは即座に天に向かって伸びていき、巨大な雷光の一本槍が完成する。

　それを見たユングは身を慄おののかせて驚愕した。

「ナ、ンデ、人間の癖に、伝説の、カミのミワザを使える……!?」

　何を言っているのかは良く分からないが、そんな事は今、どうでもいい。

　今すべきは攻撃のみ。

「あの子のために、お前は消えろ……！」

「ぬ、オオオオオオオ！　《グランド・ヒートシェイク》！！！」

　抵抗するように、俺に向かって溶岩と衝撃の波を放ってくるが、関係ない。

　俺は、雷光の槍を思い切り、ユングの頭めがけて振り下ろした。

　巨大な一本槍はそのまま、溶岩の波を打ち破り、燃える巨体にぶち当たり、

「こっ、こんなことガアアアアアアアア……!?」

　一瞬のうちに、大地ごとユングの体を引き裂いていった。







「登場する台詞セリフと断だん末まつ魔まの叫びは設定通り、か……。けれど、所々違う点もある。運営の知識を活いかして倒せたのは良かったけど、奇妙な世界になっているな……」

　真っ二つに引き裂かれた天魔王ユングの体は、砂のように崩れていった。

　細かな光の粒子となって、虚こ空くうに消えていく。ユングが消えるまで一分も掛らなかった。そして奴が立っていた場所に突き立っているのは、一本の剣だ。

　それはとても見覚えのある一振りの赤い剣──『レーヴァテイン』がそこにあった。

　ステータス看破を発動させて、触れてみれば、

【錆ついた伝説の武器・炎の天魔王を封印せしレーヴァテイン（レジェンド）　ＬＶ１５０】

　しっかり、馴な染じみのある名前が表示された。

　余計な前文が付いていたり、レベルの方は若干下がっているけれど、それでも見覚えのある剣がそこにある。

「ああ、ちゃんと、この状態でドロップしてくれるんだな」

　俺は苦笑しながら、かつての俺が育てていた子レーヴアテインを手にした。

　その後で、背後を向く。

　戦闘の余波は広範囲におよび、林の木々はほぼ全てが吹っ飛んでいた。

　とても見晴らしが良くなっている。

　視線の先には、俺とレインが住んでいた家があり、そして、

「──」

　レインがいた。

　林の木々が無くなったことで、彼女の顔が良く見える。戦闘の余波で物凄い土つち煙けむりが舞ったせいか、彼女の顔は泥どろだらけだ。

　ただ、彼女は、俺の姿をずっと見ていた。

「そんな……こんなことが、あり得るのですか……」

　そして彼女の横では驚愕に口を開けるブリジッドがいた。

　ブリジッドにとって、この結果は予想外だったのだろう。まあ、何にせよ、上手くいったのであれば問題は無い。そんな事を思いながら、俺はレインの元まで歩き、

「ただいま、レイン。勝って、君を俺の手に取り戻してきたよ」

　レーヴァテインを見せながらそう言った。すると、

「おかえりなさいラグナさん。……私はずっと、信じてました……！」

　レインは目に沢山の涙を浮かべながらも、本当に嬉しそうな笑顔を作り、俺に抱き着いてくるのだった。







　戦闘の余波でドロドロになった俺とレインは、まず風呂に入る事にした。

　交互に風呂場に入り、汚れを落として、十数分後。俺とレインは居間のテーブルに座っていた。

「さっぱりしたか？」

「はい。ラグナさんのお陰で、身も心もすっきりしました」

　レインの顔は晴れ晴れとしていて、先ほどの泣き顔が噓のようだった。

「天魔王を倒した事で体に変調とかは起こしてないよな？」

「それも大丈夫です。むしろ、天魔王ユングの精神攻撃が止まって、健康的になったくらいですよ」

　レインは血色のいい顔で、両腕に小さな力こぶを作る。ステータスの方も、

【レーヴァテイン・スルト　ＬＶ７５　職業：伝説の武器兼ファイアマスター　状態：正常】

　とバッドステータスはすべて消えているし、本当に、元気になったようだ。

「これで、命の危険もなくなったんだよな？」

「はい。私の命を削っていたユングは完全にいなくなりましたから。レベルは下がったままですけれど……でも、もう大丈夫です」

　にっこりとレインは微笑んだ。

「ブリジッドにもお礼を言いませんとね。彼女は私を心配して来てくれたようですし」

「ああ、すげえいい人だったな」

　天魔王戦の後ブリジッドは『私は商会に戻って今回の偉業を纏めて報告しておきます。近々、またお会いさせて頂くことになると思います……！』と興奮した様な表情で俺に声を掛けてから、足早に去っていった。

　天魔王が倒された事は、今頃街中でも知られているんだろうか。まあ、世界を滅ぼすような敵が一人減ったのであれば悪い報告はされてない筈だ。

　……とりあえず、向こうの事後処理は向こうに任せるとして、だ。

　俺は俺の事後処理として、レインに言っておかねばならない事があった。それは、

「レイン。まあ、何というか。今後の事とか、色々と話したい事は山ほどあるんだけどさ。まずは…………家を壊して申し訳ない、と言っておく」

　先ほどの戦闘で、家が半壊した。

　天魔の技と俺の奥義がぶつかった時の余波によるものだろう。

　文字通り、半分くらいが吹っ飛んでいるのだ。

　魔法の装置で水やお湯は出せて風呂は使えるし、キッチンも掃除をすれば使えなくはないのだが、半露天状態になっていた。

「い、いえ、気にしないでください。この戦いの原因は私だったんですし」

「そうは言ってもな……」

　俺は自宅の中をぐるりと見回す。

　朝とは比べ物にならない位にぐちゃぐちゃだ。

　キッチンの皿は半分以上が割れたし、本棚は倒れて、壁にも穴がいくつも空あいている。更には天井も吹っ飛んでいる。星が綺麗に見えるのは良い事かもしれないが、

「これは流石さすがに住居として酷いからな」

「あ、あはは……ま、まあ、これからは暑い季節ですから。風通しが良くなったものと思えばいいですよ」

「うん、俺が言うのもなんだけど、そのフォローはどうかと思うぞ」

　本当に風通しが良くなって、天井から吹く風が気持ちいい感じになってきているけど。

「ともあれ、直さないと不便だよな。雨に降られたら、大変なことになるし」

「一応、適当な板や袋を広げて張って修復しますか？」

「おう。まずは、応急処置をしないと、ダメだろうな」

　そう言いながら、穴だらけになったこの家の天井を見てから、柱の方に目を移した。

　自宅の柱にはヒビ一つない。先程の戦闘で、巨大な震動を受けながらも倒壊しなかったのは、この柱のお陰かもな、と感謝しながら触れていると、

【半壊した木造建築（ノーマル）　ＬＶ２０　鍛錬可能。鍛錬しますか？】

「うん？」

　ステータス看破のスキルが発動した。

　それも、『鍛錬しますか？』なんていう文章まで付いている。

「あれ、どうかなさいましたか？」

「いや、なんだか、この家のステータスが見えてな。……この家に鍛冶スキルの《鍛錬》が使えるみたい、なんだ」

「え……!?　それは、つまり家が武器・防具として認識されているってことですかね？」

「そうなる……のかな」

【半壊した木造家屋（ノーマル）　ＬＶ２０】とか出てるし。

「す、凄い万能ですね、鍛冶師って」

「いや、これは鍛冶じゃないと思うんだが……どうなってるんだろうな」

　とりあえず《鍛錬》してみようか、と思って、俺は自分のステータスを確認した。その瞬間、

【ラグナ・スミス　鍛冶ポイント５９９５／３０００】

「……んん？」

　またしてもおかしいモノが見えた。

　目を一度擦って見直してみたが、やはりその表記は変わらない。

「あれ、これバグった？　なんか鍛冶ポイントの使える量が増えているんだけど……」

　俺の言葉を聞いてレインは首を傾げた。

「え……っと？　どういうことでしょうか？」

「ああ、限界値が３０００だった鍛冶ポイントが、６０００近くになってるんだよな」

　そう言った瞬間、レインが口をあんぐりと開けた。

「さ、３０００が６０００って……倍じゃないですか！　ど、どうやったんですか？　第一、鍛冶ポイントを限界以上に増やす方法なんて、聞いたことがないのですが！」

「いや、俺も知らないぞ？」

　アームドエッダでは、鍛冶ポイントはモンスターやボスを討伐することで取得する事が出来た。

　……大体の敵がレベルの十分の一くらいのポイントをくれたな。

　レベル４０の敵ならば三回倒せばおよそ１０溜まるので、作業プレイに徹すればすぐに１０００や２０００は溜める事が出来た。

　ただしそれが限界値までの話だ。

　レベル２５５の鍛冶師で３０００。それが限度なのに明らかに数字がオーバーしている。

　最後に確認したのは朝だが、その時には、こんな数字では無かった。というかナイフを鍛えるのに使って２９９５だった筈なのに。

「……レイン。鍛冶ポイントは、モンスターを倒すことで得られるっていう知識は間違っていないんだよな？」

「も、勿論です。でも、３０００ポイントを一気に得られるモンスターなんていないですよ！　普通はモンスターを倒して少しずつ少しずつ獲得するしか無いんですが……」

「あー……でも、そこに関しては、思い当たる節はあるんだ」

「あるんですか?!」

　レインは驚いているけれども、大量に入手する手段に関しては経験していた。それは、

「……天魔王を倒せば、それだけ手に入るんだよ」

「な、なるほど……それは確かに、私では分かりませんでしたね」

　レイドボスである天魔王を一人で倒せば鍛冶ポイントが３０００も手に入る。

　ゲームデザイン的にはどうかと思うが、一回の戦闘で満タンにしてくれるから、雑魚狩りをして全回復するよりもよっぽど楽だと、何度も何度も狩りにいった覚えがある。

　それは分かる。だが、この６０００近い数字の意味が分からない。

　ただ、一つ仮説を立てるならば、

　……まさか、鍛冶ポイントの取得限度がないのか……？

　ウインドウに表示されている上限値は飾りで、倒せば倒した分だけ、鍛冶ポイントが得られるのかもしれない。そう考えれば説明もつく。

　天魔王を倒した時のポイントが全て、俺に補充されているのだとしたら、この数字でも間違いではない。

「……一応、スキルそのものに、何かおかしいところはないか、一度鍛錬してみるか」

　そう言って、俺は鍛冶ポイントを１消費して自宅に《鍛錬》を使ってみた。すると、

「わ、わ、凄いですよ、ラグナさん！　家の壁が勝手に塗り替えられていきます！」

　壁の穴が一気に直っていった。

「鍛冶で家って直るんですね！」

「いや待て、これは鍛冶じゃないと思うぞ」

　俺としても楽に直ってくれて、レインの喜ぶ顔を見られるのは嬉しいけどさ。

　この《鍛錬》性能は異常だし。ステータス看破の能力も何だかおかしい。

【応急処置した木造家屋（ノーマル）　ＬＶ２１　鍛錬続行可能】

　鍛錬がどうとか、こんな表記は前まで無かった筈なのに。

　……ステータス看破の能力が上がってるってことなのか？

　もしくは、鍛冶師としての能力が上がっているのかもしれない。

　この世界はゲームでは無いので、この成長が何による物なのかは摑めない。ただ、

　……これは、いいのか？

　ゲーム中で鍛冶ポイントに上限が決められていた理由は、純粋に《鍛錬》というスキルが、強かったからだ。

　……ボス戦や対人戦中に防具を鍛えて新しくスキルと耐性を付けて、相手の攻撃を無効化、とかやれるからな。

　上限を決めないと戦闘中でもお構いなしにレベルをあげて、都合の良い武器、防具を作れてしまう。だから、戦闘中に何度も何度も《鍛錬》を使えないように、上限が決められていた。けれど、この現実では上限なんてものは存在しない。

　取得すればするほど使えてしまえるのだから。

　ましてや鍛えられるものは、武器や防具だけではなく、家などもその範囲内だ。

　もう鍛冶師の性能がぶっ壊れになるレベルだ。

　……これは、また調べておきたい事が増えたな。

　などと思っていたら、ステータスの欄にさらなる文字が入った。

【応急処置した木造家屋（ノーマル）　ＬＶ２２　これ以上の進化には鉄鉱石、樹木板が必要になります】

　なんて書かれている。どうやら材料を集めないとこれ以上直せないようだ。

「鉄鉱石なんてどこで手に入るんだ？」

「ええと、……岩石地帯に魔石や鉱石型モンスターがいるので、取れるはずです。あとは、商人……ブリジッドから買う事も出来るかと」

「街かあ。そういえば、あの子は商人だったっけな」

　何を取り扱っているかは聞けなかったが、素材なども買えそうではある。ただ、

「……とりあえず、自分で集めるものは集めて、商人の所に行くのは最終手段にしようかな。自分で獲れるものを買うのは、勿もつ体たいないし」

　木板などは、家の周辺にごろごろ転がっている折れた樹木から取り出せそうだしな。そう思ったら、

「あはは、私が剣だった時もラグナさんは、そういう事を言ってましたね。自分で採とれる素材は自分で採らないと色々な意味で勿体ない！　って」

　レインが楽しそうに微笑した。確かに俺は、ゲーム運営者時代にも、そんな言葉を言いながらテストプレイをしていたような気はするけれど、レインにはその時の記憶があるらしい。なんだか少し、恥ずかしい気がするけれども。

「ま、まあ、ともかくさ。明日からは、家の再建のために動くか」

「はい。……この周辺だろうと街だろうと、私はもうどこでも行けますから。私はラグナさんがどこに行こうと、付いていけますから、いっぱい動きましょう！」

　そう返事をしたレインの表情は、とても明るく嬉しそうなものになっていたのだった。
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　天てん魔ま王おうを倒した翌日、俺は、居い間まのベッドで目を覚ました。

　あれだけの動きをした為、体の方は疲れていたらしい。今まで完全に寝入ってしまった。ただ、屋根のない開放感ある室内なので、日差しが差し込んでくると自動的に起きてしまう。

　眩まぶしさで涙が出るくらいの光だ。

　……まあ、ある意味健康的で、気持ちいいから構わないんだけど。

　思いながら、俺はベッド脇に置いてある武器を見た。

　元から持っていたケリュケイオンの横には、真っ赤な鞘さやの剣、レーヴァテインがある。

　伝説の武器であり、俺が育てた武器だ。

　昨日の内に何度か触ふれて、いくらか使つかい心地ごこちを試してみたが、

　……凄く身体に馴な染じんだんだよな。

　触れた瞬間に使い方が分かった。

　体がその剣を覚えているような。そんな感触だった。

《ファイアマスター》をはじめとした多種多様なスキルは消えることなくしっかりと実装されていた。

　……それに、切れ味も鋭かったよな。

　窓の外を見れば、いくつもの丸太が転がっているのが見える。

　家を直すために材料が必要という事で、周辺の木々をレーヴァテインで伐ばつ採さいした結果だ。

　もともと戦闘の余波で剝はげていた林が、更に剝げてしまった。

　割と豪快な自然破壊をしてしまったが、この辺りの木々は異常なまでに成長が速いらしく大丈夫だろう。倒れた木の位置に、新しい芽が生えていたとかザラにあったし。

　そう思いながら俺は、自分の寝ていた場所の隣を見る。そこには、

「ふみゅ……ん……」

　レインが隣で寝ていた。

　戦闘の余波で俺が借りていたベッドが壊れた為、レインのベッドを一緒に使う事になっていた。彼女は以前のように苦しそうな表情で寝ることはなくなった。それが一番、嬉しい事だ、とレインの顔を眺めていると、

「あ……ふ……朝、ですかぁ？　おはよ、ございます、ラグニャさん……」

「おう、おはよう」

　レインが目を覚ました。半なかば寝ぼけながら、俺の体を摑つかんでくる。

　俺の存在を確かめるように。そして、

「えへへ……ラグナさんが、います」

　レインは柔やわらかに笑って、頭をこすりつけてくる。

　その頭を撫なでるとまた幸せそうに微笑ほほえむ。

「ラグナさんの手、気持ちいいです……」

「はは、ありがとうよ。普通の手だけどな」

　俺の手をくすぐったそうな顔で受け入れる彼女の顔には、もう涙の痕あとは付いていない。

　こんな笑顔を見れるのなら、疲れるまで戦った甲か斐いはあったな、と思いながら俺は彼女との朝を楽しんでいった。







　レインと共に、朝食を取った後、午前中は素材集めに奔ほん走そうした。

　午後になって俺達は家の修しゆう繕ぜんに取りかかることにした。

「さて、直すか」

「はい。今日で屋根だけは作っちゃいましょうか」

　鍛たん錬れんで自宅が直せる事は分かっている。

　そして、木材は前夜、切り倒した丸太をレーヴァテインで更に切り分けることで確保したし、周辺の鉱物系モンスターを倒すことで、鉄材も集まっていた。

　このまま鍛錬に入れば直せるのだろうが、

「どうせだったら、当初より綺麗なものに直したいよな」

　と笑いながら言うと、レインは申し訳なさそうに頰ほおを掻かいた。

「私は別に、ラグナさんと一緒に住めるならどんな所でも大丈夫なんですよ？」

「そうか？　でもまあ、どうせ壊れたものなら、もっと良いものにしてやりたいだろ。よりよく鍛えて育てた方が格好も付くしさ」

　俺の力で鍛えられるものならば、より良いものにしたい。それは俺が普段から思っている事なのだが、

「ふふ、ラグナさんは、本当にラグナさんですね」

　レインは嬉うれしそうにはにかみ、俺の腕にぎゅっと抱きついてくる。

「……そうですよね。ラグナさんは、錆さび錆びだった私でも見捨てず育ててくださいましたし。ええ、本当に、ラグナさんと一緒にいられて嬉しいです」

　そうして頰を赤らめて、俺の体に顔を埋うずめてくる。

　その柔らかさを味わいながら、本当にこの子は可愛いなあと思って頭を撫でていると、

「──！」

　背後から、馬の嘶いななきが聞こえた。

　見れば大きな幌ほろ馬ば車しやがこちらへ近づいてきている。幌や御ぎよ者しや台だいに綺麗な紋もん章しようが刻まれた馬車だ。

「あれ、なんだあの馬車。こっちに近づいてくるけれど」

「あ、本当ですね」

　レインの家は街道から少し外れているため、道に迷ってきたという線は考えづらいのだけれども。

　何をしに来たんだろうと俺が首を傾げている間に、幌馬車は眼の前まで来て止まった。

　そして、幌の中から、軽けい装そう鎧よろい姿すがたの男たちが降りてくる。

　それはもう、十人単位でぞろぞろ降りてくる。明らかに幌馬車の中に入らないだろうという数だ。

　……ああ、何か見た事があると思ったら、思い出した。これ、ゲームであったギルド馬車だ。

　数十人単位でレイドに挑む際、その数十人が一斉に乗って移動できる癖に、見た目は小さな幌馬車というアイテムだ。完全にフレーバーアイテムだったのだが、ロールプレイをするときによく使われていた。

　そんな事を考えている間に、出て来た男たち数十名は幌馬車の前に、二列に並ぶ。そして、

「商会ギルド兼冒険者ギルド会長！　どうぞこちらに！」

　そんな大声が響くと同時、一人の女性がその列の間を歩いてきた。

　長身で綺麗なその女性には見覚えがあって、

「ブリジッド……？」

「はい、こんにちは。昨日ぶりですね、レインさん、ラグナ様。お楽しみの所、朝から押しかけてしまってすみません」

　そこまで言われて、俺達は抱きつき合っている状態であることに気づく。

　だが、別に悪い事をしているわけじゃない。

　それはレインも同じ考えらしく、俺に抱きついたまま、彼女に返答した。

「気にしないでもいいですよ、ブリジッド。私はラグナさんと一緒にいる事に、なんら恥じる事などありませんし」

　レインは精神的に強い子だから、堂々と返事が出来るらしい。ブリジッドの方がタジタジな表情になっている。

「そうですか。相変わらず、お強い方ですね……。そして、ラグナ様、朝からこんなに物々しい護衛を連れて、お二人の御宅に訪ねて申し訳ありません」

「いや……これまたご丁寧にどうもっていうか、アンタ、そんなに偉い人だったんだな」

「昔に少し頑張ったお陰で、この地位にいるだけですよ」

　そんな会話をしていると、ブリジッドの背後からこちらを眺めていた護衛が訝いぶかしげな顔をしていた。そして、

「……ブリジッド様。気軽に話されていますが、本当にこの女性が、天魔王を倒されたのですか？」

　そんな事を言い始めた。

「ん？　おい待て。俺は男だぞ」

「……ええッ!?」

　性別を訂正したら、一拍置かれてさらに驚かれた。

　後ろの男たちは口をあんぐりと開けている。

　おいおい、見た目は多少、中性的な顔をしていても、声は男っぽいだろうに。ちょっと勘違いし過ぎじゃないだろうか。レインの女物の上着を借りているとはいえ、女扱いされるほどではない。

　……そういえばユングの奴も、俺を見て女か男か分からない、とか言っていたっけな。

　ヤツの妄もう言げんかと思ったが、男たちの反応を見るにそうでもないようだ。どうなってるんだろうな、と首を傾げながら思っていると、

「ふふ、まあ、仕方がありません。遠目から見ると、ラグナ様はとても女性的に見えますから。とはいえ、騎士団の皆さん。この方が天魔王を倒されたのは、まぎれもない事実ですよ」

　ブリジッドのその発言に、

「本当……なのか……！」

　と護衛の男達の声が色めき立った。その表情には驚きと歓喜の色があった。

「あの炎の天魔王を光の槍やりで一片も残さず焼きつぶしたそのお姿は、強く記憶に刻まれていますからね……。百年前はどんな攻撃すらも通じず回復され、レインさんのお力を借りて縫ぬい止とめるしか、被害を抑える方法が無かったというのに……」

「ああ、百年前は回復されてたのか……」

　……そういえば設定的には天魔王は結構やばい奴だったな。

　俺が勝てたのは、攻略方法を知った上で、それをこなせる力があったからだ。

　もしも攻略方法を知らなければ、延々に物理半減、自動回復されたまま、溶岩の体で攻撃され続けることになる。

　それで全滅したパーティーなんてものは、ゲームでも大勢いた。というか、そういうバランスで作られている。

　……ただ、ここは現実だ。

　初見殺しは文字通り、そのまま死に直結する。

　天魔が脅きよう威いとされるのはそこが理由だろう。

　……こうして思うと、天魔王を作ったクリエイターはとんでもない物を残して行ってくれたな。

　というかボスキャラの能力の大半をデザインしたチーフは反省して欲しい、などと考えていると、

「それで、ラグナ様。今回は天魔王からこの国を救って頂いたことのお礼……というには少ないのですが。食材や、そして家を直すための資材を運んできたのです」

「お偉いギルドの会長さんが直じき々じきに？」

「天魔王を倒されたというのはそれほどの事態なのですよ。……それで、資材を搬入している間、一緒にお茶をさせて頂く事は可能でしょうか？　お茶も運んできましたので、ラグナ様とレインさんのご関係についても、お話を聞かせて頂きたく思いまして」

「ん？　まあ、俺は別に。レインも良いか？」

「ええ、勿論。ラグナさんがよろしいのであれば」

「だってさ。それじゃ、ごちそうになるよ、ブリジッド」

「はい、有り難うございます……！」

　そうして俺は、嬉しそうな表情を浮かべるブリジッドと、情報収集も兼ねてお茶会をする事にした。







　ブリジッドの護衛たちに資材を運んでもらっている間。

　俺たちはブリジッドの馬車の中から取り出された、大量の菓子が乗った大きなテーブルに着いて、即席の茶会を開いていた。そして座りながら思うが、

　……このテーブルも椅子も明らかに幌の中に入れておける量とサイズではないのだけどな。

　やはり馬車の中の空間はある程度、拡張されているらしい。面白い仕組みをしているな、と考えながら俺がお茶を口にしていると、

「まずはお礼を。天魔王によって苦しめられていた人々を、そして私の友人のレインさんを助けて下さり、本当に感謝の言葉しかありません」

　ブリジッドはまず深々と頭を下げてきた。

「別に頭を下げる事はないって。俺はやりたい事をやっただけだ」

　言うと、ブリジッドは目を丸くした。

「そ、そうですか。て、天魔王を倒した偉業をそんな軽く扱う人がいるとは思いませんでした……。凄い方なんですね、ラグナ様は」

「偉業、って、それほどの事なのか」

「と、当然です！　下級や中級天魔ならともかく、百余年前に現れた、ほぼ不死である天魔王を滅した人間はいないのですから！」

　ブリジッドは慌あわてた口調で言ってくる。

　不死という設定はあっても、ゲーム中では上級プレイヤーなら誰もが天魔王をボッコボコにしていたので、というか出来るデザインにしていたので、あまり偉業というイメージはない。

「レイン。ブリジッドが言っているのは事実なのか？」

　だから隣でお茶とお菓子を楽しんでいるレインに聞くと、彼女はこっくりと頷いた。

「そうですね。少なくとも私が生きてきた中で、天魔王を倒した『人間』はいませんでした」

　マジか。とんでもない強敵扱いだったんだな。ゲーム的に言えば初心者用レイドボス、だったのだけれども。認識を改めなきゃな、と思っていると、

「単刀直入に聞いてしまって申し訳ありませんが、ラグナ様は一体、何者なんですか？　ラグナ様は伝説の武器を作られた英雄だと、とレインさんから聞きましたが、本当なのですか？」

「間違いじゃない……と思う。多分。英雄って言うほどの者じゃないけどな。ただ、ラグナ・スミスっていう、一介の鍛か冶じ師しだってのは間違いないと思う」

　こちらの世界に来てから分からないことは多いが、それだけは事実だろう、と告げた瞬間、

「ラグナ、スミス……ですか。それは、本名でいいのですよね？」

「そうだけど。何か変なところがあったか？」

「いえ、変ではありません。ただ……百余年前に、五名の伝説の武器が仰おつしやった名前と、六大英雄の中でただ一人の神、戦神マーシャルが頼りにしていると言った現あら人ひと神がみと同名だというだけで」

　その言葉に俺は動きを止めた。

「……戦神マーシャル？　そんな名前の奴が、いたのか？」

「はい。あらゆる技を使いこなす仮面をかぶった戦いくさの神です。映像記録は残ってないのですが、文献にしっかり記載されてますね」

「そうなの、か……」

　思わず言葉が詰まりかけた。

　なにせ運営の仕事仲間だったマーシャルという名前が予想外の所で出てきたんだから。

　……おいおいおい、神にされているぞ、アイツ！

　まあ、俺の名前もそこで出たらしいが。本当にどうなっているのか。

　俺にはその百年前の戦いの記憶なんてものは無いのだから、どういう現象が起きたのかも、何が真実かも分からない。だからここは、そういう情報があるという事だけ認識しておきたい、と思い、

「……その辺りはもう少し教えて欲しい所だな。百年前の歴史って奴を」

　その言葉に、ブリジッドは頷いた。

「でしたら。セインベルグの図書館や、わたくしがいるギルド塔、もしくは領事館にお越し下されば、すぐに分かるかと思います。セインベルグは交易都市ですから、豊富な物資と情報が集まるので。……というか、何か入用なものがありましたら、ご連絡くだされば、全力で用意させて頂こうかと思います」

　ブリジッドは声こわ色いろを強めて俺にセインベルグの街をアピールしてくる。

「勿論、情報だけではなく人材も！　──たとえば、このご自宅を直す大工なども格安で派遣できますよ？」

　ブリジッドは、半壊した家を見ながら言ってくる。

「当商会は幅広い品ぞろえがウリでして。荷車を異空間と繋げることで何でも入れられる馬車から、腕利きの大工、冒険者の傭よう兵へいまで、言って下されば何でも揃えます。感謝の印として、初回は無料で提供させて頂きますし。必要なものがあれば、是ぜ非ひ遠慮せずに仰って頂きたいのですが……」

　随分な営業トークだ。こちらを丁重に扱ってくるけれども、割と商人気質らしい。

　だが、生あい憎にくと、この家に関してはそういうものが全く必要なかった。なぜなら、

「ああ、いや、直すのにそんな人手はいらないさ。鍛冶で直せる」

「え？　それは、どういう意味です？　鍛冶で家は直らないと思うのですが」

「うーん、俺もそう思ったんだけどな。……口で説明するよりやって見せた方が早いか」

　そうして俺は席から立ち、まずステータスを確認する。

【一部修復された木造家屋（ノーマル）　ＬＶ２１】

　前と同じような説明文が表示された。そして現在樹木と鉄材は既に準備されている。ならば出来る筈だ、

「《鍛錬》開始」

　俺は鍛冶スキルを発動した。

　瞬間、家を白い光が覆おおい、

「──うおおお!?　資材がなんか動いてるぞ?!」

「やべえ！　何だコレ！　独りでに家に向かってやがる！」

　周りで資材を運んでいた騎士の面々から驚きの声が上がっていく。

　そして、光がやんだ頃には、

【快適で強固な木造家屋（ノーマル）　ＬＶ４０】

　という名称になった、貰った資材も使った事で、綺麗に、強く補修された家がそこに出来ていた。しっかり直っているようだ。

「や、やっぱりラグナさんの鍛冶で直っちゃうんですね、この家……」

「みたいだな。俺としても何だか納得はし辛いんだが……」

　運営としての仕事で、オブジェクト管理や変更もしていたけれど、それでも鍛冶スキルで直していたわけじゃないし。機能が混ざっているんだろうか、と首を傾げていると、

「ら、ラグナ様。貴方は鍛冶師として規格外の存在であることは間違いないようですね……。伝説の武器を生産した英雄を見られたのは、素す晴ばらしいです……」

　と、ブリジッドは驚き半分、興奮半分に俺の目を見つめていた。まるでヒーローショーを見る子供のような目だった。そして彼女はそのまま、

「ラグナ様。少しご提案があるのですが、うちの店に武器を卸おろして頂けませんか？」

　早口で、そんな事を提案してきた。

「うん？　どうしたいきなり」

「わたくしのいるセインベルグでは、沢山の武器を集めて、冒険者に売っておりまして。天魔王を倒した鍛冶師の武器なんてモノがあればもう、とんでもない値の付く商品になると思うのです」

　商魂逞たくましいな。

　まあ、熱意のある視線を向けられるのも嬉しいが、

「今のところ、業者に頼まれて武器を作る予定はないな」

　自分の能力をどこまで使えるのかは分からないが、レベル１００の武器位ならそこら辺の材料ですぐ作れてしまうのは分かっている。そんな物を世に流していいものか判断がつかない現状で武器を売り出したくはない。

「そう、ですか。唐とう突とつなご提案をしてしまってすみませんでした」

　ブリジッドは残念そうな表情を一瞬浮かべたかと思うと、すぐにその表情を笑みに変えた。

「ただ、もしもお金や物資が入用ならば、いつでもお声かけ下さい。ラグナ様の頼みであれば、当商会は、金でも物でも情報でも、なんでもお持ちしますので！」

「ずいぶんと扱いがいいんだな」

「天魔王を倒された方なのですから、ラグナ様とレインさんは特別待遇で当然です。恩を売っておいて、損はないでしょうしね」

　苦笑しながら言った後半が本音だろうか。まあ、その本音を口に出してくれているあたり、信用はして貰っているようだ。

「ともあれ、レインさんの安否を確認できただけではなく、更にはラグナ様という凄まじい方にもお会いできて幸いでした。今回は時間も時間ですので、これにて街の方に戻りますが、またよろしくお願いします」

　ブリジッドはそう言った後、帰り支じ度たくを始めた。

　その上、彼女は乗ってきた馬車から沢山の荷材を取り出し、

「これらは、自由にお使いください。貴方がたの功績を考えれば全然足りませんが、ひとまずのお礼、ということで。……また馬車も一台置いていきますので、お二方とも、街にお越しになるときにはそれを使ってくだされば、と」

　と、俺達の家の前に物品を置くだけ置いて、去って行った。

　幌馬車の中から、幌より大きい馬車がズルリと出てくるという、物理的におかしい場面にはさすがに目を疑ったけれども。ともあれ、

「なんだか、忙せわしない訪問者だったけれど、馬車が手に入ったな」

「はい。便利に使えそうで有り難いですね」

　俺はレインと共に、家の前に置かれた馬車に目をやった。

　少し古いが木製の大きな荷車と、それを引く牝ひん馬ばがワンセットだ。

　ブリジッドの話だと、この馬車でならば街まで半日も掛からない速度で移動出来るという。

　これなら遠出が楽に出来るようになるので、行動範囲も広がる。

　……これからどう動くにせよ、少しワクワクしてくるな。

　馬と荷車を撫でながら、俺はそんな事を思うのだった。







　夜。魔法のランプの明かりが部屋を照らす居間の中で、俺はレインと共にベッドに腰かけていた。

「なあ、レイン。ブリジッドが天魔王についての話をした事で思い返したんだけどさ、レインたちの状況はどうなっているんだ？」

　そして今日、俺は天魔王を討伐してからずっと気になっていた事を尋ねることにした。

「状況、ですか？」

「ああ、俺は君たちを武器として鍛えた。それは合っているんだよな？」

　聞くと、レインは目を瞑つむり、何かを思い返すように頷いた。

「はい、ラグナさんが私を天魔王の手から救い出してくれたのも。錆びて使い物にならなかったころから、たくさんの時間とものを注いで、育ててくれたのも。しっかり記憶に残っています。そして私たちを持ちながら、色々な所を回ったことも、私の思い出の中にありますとも」

　彼女は俺が育成したレーヴァテインであることには、間違いない。それは分かっている。ただ、齟そ齬ごがあるのは確かだ。

「なんでドロップ前の状態になっていたんだろうな？」

　先日まで、彼女は天魔王ユングの封印をしていた。

　しかし、レーヴァテインは天魔王ユングを倒さねば手に入らないものの筈だ。つまり天魔を倒した状態であるべきなのに。どうしてあの天魔王が復活していたのか。そしてなにより、聞きたいのは、

「なぜ、武器だったレインが、人としての姿をもっているんだ？」

　彼女たちが人じん化かしている。その理由だ。

　ゲーム中に武器が人化する機能は無かったし、一体どうなっているのか。

　そう思って質問すると、レインは数秒間目を瞑った。その上で静かに口を開く。

「正直……私は両方とも説明ができません。この姿になって、意識がはっきりしてから百年以上経ちまして、その間に考える事もありましたが原理が分からないままなんです」

「レインもレインで考えつづけていたんだな」

「はい。不思議な事であるのは間違いないので。……ただ、ずっと人の姿になりたいと願っていたのは事実です。私が人であれば、ラグナさんともっとたくさん触れ合えるって。たくさんの事ができるって思っていましたから。……だから、とても嬉しい事でしたし、今はとっても幸せなんです」

「ああ、俺も、レインとこうして語り合えて、触れ合えるのは嬉しいと思うよ」

　自分が育て上げた伝説の武器が、こんなに美人で可愛い子になるとは思わなかったから。

　ただ、それはそれとして、原理が不明というのはあまりいい情報では無い。

「原理が不明って事は、……もしかしたらまた天魔王ユングが復活して、レインが封印状態に戻る可能性もあるのか」

「そう……なんですかね？」

　ゲームシステムでは、天魔王は一度倒しても、数時間後には再び戦えるようになっていた。ただ、この現実では、どうなっているのかは分からない。

　倒した天魔王が復活するのかどうか、ブリジッド辺りから情報を貰っておくことにしよう。

「まあ、天魔王ユングが復活したとしても、一応、レインの能力があればあの程度は倒せるんだけどな」

「え、そうなんですか？」

　レインは意外そうな顔をした。

「もしかして、気付いていなかったのか？　かつての俺はレインたちを育成する時、極限まで鍛え上げたんだぞ。それこそ天魔王を倒せるレベルでな」

　ステータス看かん破ぱでレインを視てみたのだが、武器に設定していたスキルが、能力として備わっている事が判明した。

「俺は『自分たちを錆びさせた天魔王を打ち倒せるくらいにするのがいい！』ってイメージでデザインしていたんだよ。それこそレベル７５でも十分打ち倒せたくらいにな」

「そ、そうだったんですか……。ぜんぜん、気付きませんでした……」

　一種のロールプレイではあった。けれど、それが今、現実となって役に立つのだから結果オーライだと思う。

「まあ、そんなわけで、レインはかなり強いからな。天魔王ユングはボコボコにできると思うぞ」

　そう言うと、レインは難しそうな顔をして頷うなずいた。

「私だけで天魔王に勝てたんですか……。でも、ラグナさんとの戦いを見ていると、全然勝てるイメージが湧いてきません。私の炎では、あの溶岩の塊かたまりのような天魔王を倒せる気がしませんし……」

「その辺りは攻略法の問題だ。そこさえ調整すれば、レインの今の能力でも勝てる」

　炎魔法のごり押しだけでは流石に無理だが、少なくともレインのレベルと、スキル構成ならば、確実にそして安全に倒せる。

　実際に倒した事で、天魔王の攻略方法についてゲーム内のソレを流用出来ることも分かった。だから、

「もしもの場合レインだけでも解決できるように、明日から俺がそれを教えようか」

　攻略者として育成する。

　そう言ったら、レインは一瞬ポカンと口を開けてから、小さく微笑んだ。

「……ふふ、私がこの姿になっても、ラグナさんは育ててくれるんですね」

「育てるっていうか、少し情報を教えるくらいだけどな。それも、レインが教えてほしければ、だが」

「私がラグナさんの育成を断るわけがありませんよ。よろしくお願いします。──また、色々な事を教えてください」

「ああ、了解だ」

　そんな感じで俺がレインと話をしていたら、

「……」

　不意に、レインが俺の体に寄りかかってきた。

　そして、意を決した様な目で、俺の顔を見つめてくる。

「うん？　どうした？」

「いえ、その……ちょっと、大胆な事を頼んでもいいでしょうか？　人の身体を得たら、ずっとやりたかった事があるんです……」

「別に構わないが、なんだ？」

　何気なく返答すると、レインはごくりと息をのんでから、

　──しゅるり。

　と、自分の服を脱いだ。

「レイン？」

　柔らかそうな素す肌はだが、俺の目の前に晒さらされる。

　ランプの光が、彼女の裸体を色っぽく照らし出す中で、

「わ、私をお嫁よめさんにしてください！」

　レインは顔を真っ赤にしてそう言った。

「嫁？」

「は、はい！　せ、正確に言うと、い、いやらしいことをしたい、という意味です！」

　意を決して発した為なのか、かなりの大声だった。

「いやらしい事って言うと──つまり、肉体関係？」

「そうです！」

　念のため尋ねてみたら全力で頷かれた。

「あー……レインって、そんなに色ボケするタイプだったっけか？」

　迫られるのは嬉しい事ではあるけれども、突然の事すぎて面めん喰くらってしまった。

　確かに出会った初日から素す肌はだアピールとか変な行動はしていたけれども、もうちょっと貞てい淑しゆくな女の子かと思っていた。

　いきなり性欲全開になっているのはどういう事なんだろう。

　そう思って聞いたら、レインは顔を真っ赤にしながら顔をぶんぶん振った。

「い、色ボケ……いえ、いいです。認めます。私はラグナさんとそういう事をしたいんですから！」

　隠す気もないようだ。

「だ、だって、目の前にラグナさんがいるんですよ？　ずっと肉体で触れ合いたかった大事な人が。なら、当然、少しくらい色ボケしますよ。私換算だと百年以上お預けされてたんですから。その分の情念も溜まりますよ」

　そういえば、見た目が普通の女の子だから忘れていたけれど、彼女はかなり長生きしているんだっけな。

　百年単位のお預けをさせられる立場になって考えると、確かに辛い。

「というか、貴方あなたに育てられた子たちは皆思っていると思いますよ？」

「マジか……」

「私は、最初に貴方を抱きしめることでちょっとは満足できて今まで我慢してこれましたが、やっぱりもっと色気のある触れ合いもしたいという衝動が止まりませんで」

「あー……そういえば、そんな事もしていたっけな」

　もはや懐なつかしいという記憶だが、最初に助けられた時には裸で抱き着かれていたっけ。あれも肉体関係カウントされているとは少しビックリだ。

「でも、天魔王の封印が解けたばかりで、体調の方は大丈夫なのか？」

「その点に関しては、むしろ逆です。天魔王からのバッドステータスがなくなったからこそ、やる気が沢山湧いてきたんです。あれがあると、本当に体の調子がおかしくなって。欲求も抑えられるんですよ」

　つまり、あれか。天魔王からの精神的摩ま耗もうにより、性欲が抑えこまれていたって事なのか。

　……そういやバッドステータスの中に『全能力減退』ってあったな。

　どうやら精力も減退していたらしい。

　理由は良く分かった、と好意を真っ向からぶつけてくるレインを見た。

　彼女はぷるぷると震えて、顔を紅潮させたまま、しかし俺の返事を待っていた。

　ここまでやる気になっているのに、最後に選択権を俺に預ける辺り、分別はあるんだろう。

　ただ、その我慢している彼女の様子は、とても可愛らしく見えた。だから、

「……レインは、可愛いなあ」

「ひゃあ……！」

　目の前で顔を真っ赤にしながら、俺を求めているレインの頭を撫でてから抱きしめた。

　彼女が愛しく思う気持ちが、体の底から湧いてきて止まらない。

「あ、あのあの！　わ、私はただ、知識があるだけなので、実際の所が分からないので……。だから、ラグナさんに迷惑をおかけすると思いますが……！」

「ああ、慌てなくて大丈夫だよ、レイン」

　そう言って背中を撫ででやると、レインは体を震わせながらも、俺の体に触れてきた。随分緊張しているようだ。

「そ、それでは、よ、よろしくお願いします。わ、私の身体に色々と、教え込んで、下さい……」

「了解だレイン。君が教えてほしいって言うなら、教えるよ。戦い方も、こっちもな」

　笑いながら言うと、レインはほっと息を吐いた。

「あ、ありがとうございます……。ええ……どうか私の身体に、貴方との新しい思い出を、刻み込んで下さいな……」

　そうしてこの日。

　俺は天魔から取り戻した大切な少女と、深く深く繋がっていった。







　朝、俺は柔らかな布団の中で目を覚ました。

　体には相変わらずだるさが残っている。

　……昨日の事が影響しているのかな。

　思いながら、俺は自分の隣を見る。そこには、

「ん、おはようございます……ラグナさん……」

　俺の体に抱きついている、横になっているレインの姿があった。

　ほんのりと顔を赤らめる彼女のふわふわした部分が体に当たってくるのだが、そのお陰で、昨日した事の記憶が蘇ってくる。

　記憶は吹っ飛んでいるため、当然、過去に致した経験は無かったのだが、何故か知識はガッツリあったため、色々な事が出来た。

　というか、色々と何度もしてしまった。

「身体は大丈夫か」

「え、ええ。大丈夫です。ただ、まだ少し腰が抜けていますね……」

「……おう、そうか。今日はもうちょっと休んでからベッドから出るといい。朝飯も俺が作るし」

「あ、ありがとうございます」

　礼を言いながらもレインはシーツで体を隠し始める。

　レインもレインで夜を思い出しているらしい。

　気恥ずかしそうに喋しやべるレインの顔色が、どんどん赤くなっている。

　……昨日の夜も可愛かったが、朝も朝で凄く可愛いな。

　シーツで体を隠しながら下着を着けていく彼女を見ると、なおさらそう思った。

「うん、朝から良いもの見させてもらったし、朝飯作るか。レイン、何か食べたいものはあるか？」

「あ、ええと……お肉の入ったスープが食べたいです」

「おう、そうだな。昨日から激しく体力も使ったし」

　そう言ったら、レインの顔は更に赤くなった。

　レインは割と感情が表に出るタイプだ。こういうところもまた愛らしいと思いながら、俺はベッドから体を起こす。

「まあ、夜の一件もあったけれどさ。それ以外にも、今日はレインの能力確認と馬車の使い心地確認をしたいからな。やる事が多い分、朝からガッツリ食べて体力付けようか」

「あ、は、はい。そうですね。今日からラグナさんの育成が始まるのですから、途中でバテないようにします！」

　昨夜話した通り、今日からレインの再育成が始まる。

　そのついでに、馬車で周辺を移動して、移動速度によっては近隣の街にも顔を出そうとも思う。

　やる事もやれる事も増えたので、まずは美う味まい朝飯をしっかり作って食べよう、と俺がベッドから出ようとした。その時だ。




「んむぎゅ」




　ベッドから出ようとした太ももが、毛布の中の『何か』にぶつかった。

「あの、ラグナさん？　今、ラグナさんの足元から声がしたんですが……」

「……え？」

　俺は思わず動きを止めた。

　そして、やけに盛り上がった状態で俺に掛けられている毛もう布ふをめくった。

　するとその中には、

「んあ、おはよ」

　黄色い髪をした小柄な女の子が、こちらを見て挨あい拶さつしてきた。

　全ぜん裸らで、髪の毛には天使の羽のようなものを付けた少女だ。

「ええと、おはよう？」

　思わず挨拶を返してしまったが、何故か同どう衾きんしていた目の前の少女に、見覚えは無い。

「あの、君は誰だ？」

　だから問いかけた。すると、

「ケイは、ケイだよ？」

　恐らく名前らしい答えが返ってきた。

「そうか。それは分かったけどさ」

　結局、誰なのかは分からずじまいだ。

　そしてどうして俺たちのベッドで寝ているんだろう。と沈黙の中で考えていたら、

「ますたー。どうしたの？　起きて、ケイと、もっと喋ってくれるの？」

　彼女は俺の目を見返しながらそんな事を言ってきた。

「ますたー？　マスターとは、ラグナさんの事ですか？」

「そうだよ。ケイのますたーは、一人しかいないから。ケイを使いこなせる人はますたーだけだから」

　そう言って、ケイと名乗った黄色い少女は、ベッドの脇に立てかけてある杖を指さした。それは俺が頼りにしている伝説の武器で、

「君はもしかして、ケリュケイオン……なのか？」

「そう、ケイ、はケイだよ。ますたーが育ててくれた、ケリュケイオン、だよ」

　どうやら伝説の武器がもう一本、人化していたようである。







「とりあえず状況を整理しよう」

「は、はい」

　俺はレインと共に居間の椅子に座っていた。そして眼の前にはレインの服を着た、元もと全裸の少女のケイがいる。

　とりあえず真っ裸ではまずいということでレインの服を着せたのだが、だぼだぼな為、色々な所が無防備で見えまくっていた。

　そこから視線を外しつつ、俺は彼女に向き合った。

「ケイ。君は俺が持っていた伝説の武器……でいいんだよな？」

　聞くとケイは、余った服の裾すそを手でもてあそびながら頷いた。

「いえす。ケイはマスターの手でレベル２００まで鍛え込まれた、ケリュケイオン。それ以外の、ナニモノでもない」

　舌っ足らずな声で、先ほどと同じ答えが返ってきた。

　小さな背丈と声のせいで幼く見えるが、喋り方はしっかりしている。とても、普通の少女には見えない。

　だが、それだけで彼女がケリュケイオンの人化した姿だというのは、ちょっと信じにくいものがある。

　何せ、人化した瞬間をこの目で見たわけではないのだから。

「レイン……この子の言ってる事、本当だと思うか？」

「そう、ですね。何となくですが、私と同じような波長を感じます。それに、私たちがまだ武器の姿しかもっていなかった頃、武器だけに通じる言語で喋っていたのですが、その時のケリュケイオンさんと同じような喋り方をしている気はします」

「武器だけの言語とかあるのか」

「はい。簡単な意思疎通しかできない念ねん話わみたいなものですけどね。ただ、それくらいの共通点はあるにしても、断定は難しいですね」

「だよなあ……」

　などと喋っていると、ケイが首を傾げた。

「ますたー、ケイの言う事、疑ってる？」

「疑っているというか、情報が足らなくて判断が付かないってだけでな……。何か証拠になるような事とか話せるか？」

「証拠？」

「記憶とか思い出とか……使えるスキルとかでもいいんだが。あるか？」

　そうやって尋ねると、ケイは、んーと悩むような声を上げてから、

「いえす。ケイが覚えている最新の出来事は、天魔王ユングを、杖バージョンのケイの奥義《マガツ・カンナ・アマル》で倒したこと」

「それを知ってるって事は……本物っぽいな……」

「ですね。あの場には私とラグナさんとブリジッドしかいませんでしたし」

　奥義の名前も知っているのだ。あの瞬間をどこかで見ていたとしても、少し詳細を知りすぎている。そんな事を思いながら、俺はレインと頷きあう。そして次に何を言おうかと頭を動かしていると、

「ねえ、ますたー。ますたーなら、ケイのステータス確認すれば、早いよ？」

「ああ……そうか。そうだったな。ステータス看破ができるんだった」

　対人に使わないようにしていた癖がイマイチ抜けないな。これからは出来るだけ初手看破するように心がけよう。知っておいて悪い情報はないんだし。そう思っていると、

「いえす。触りながら、確かめて」

　そう言って、ケイは俺の横へ、とててっと近寄ってくる。

　そして俺の体を摑みながら、天使の羽のようなものが付いている頭をぐいっと突き出してきた。頭を撫でて欲しがっている子供みたいだ、と思いつつも、

「とりあえずやってみるか……」

　俺はその突き出された頭に触れて、ステータス看破を使ってみた。すると、

【舞い戻った伝説の武器・ケリュケイオン（レジェンド）　ＬＶ２００　職業：伝説の杖兼ライトニングマスター雷系魔術師】

「うわ、ホントに出たよ」

　完全に、目の前の少女から、伝説の武器であることを示すウインドウが出ている。間違いはないようだ。

「本当にケリュケイオンなんだな……」

「いえす。やっと分かってくれた。ますたーは用心深いけど……知ってもらえて、ケイ嬉しい！」

　ケイはそう言いながら、俺の体に突撃するように抱きついてくる。

「おっとっと。いや、本当に悪かったよ。疑って」

「分かって貰えたから、いい。でも……もっと頭を撫でてくれると、ケイは喜ぶ。疑われた心の痛みが消えるくらい喜ぶ」

「了解了解」

　このケリュケイオンは要求もしっかりしてくるタイプのようだ。まあ、可愛らしいので別に構わないけれども。なんて思っていると、

「羨うらやましいです……」

　レインがそんな事を呟つぶやきながら、ウズウズとした表情になっていた。

　彼女の視線は明らかに俺の手の方に行っている。だから、

「あー、レイン、君もこっちに来てくれ」

　言うと、レインの表情がパアッと明るくなった。

「え……い、いいんですか!?」

「ああ、君のステータスも確認しておきたいからな」

「は、はい、そういうことならどうぞ！」

　そうして、即座に近くにやってきたレインの頭を撫でると、

【舞い戻った伝説の武器・レーヴァテイン（レジェンド）　ＬＶ１５０】

　彼女のステータスが表記された。

　ただ、今回はまず真っ先に、武器の方のステータスが見えた。

　その後直ぐに、レインの人としてのステータスが見えたけれども、どうやら、この運営スキルの《ステータス看破》を使うと、両方のステータスを確認出来るみたいだ。

「なんというか、やっぱりこのステータス看破は便利過ぎるな」

「いえす。でも、これはケイ達のますたーにだけしか出来ないことだから。便利でも良いの」

　そしてケイは、俺以上に俺を知っているような口ぶりで、そんな事を言うのであった。







「んぐ……ますたーが作った朝ごはん。美味しい」












「ああ、そりゃ、どうも」

　腹が減っているというケイに、朝食を食べさせながら、俺とレインは彼女から話を聞いていた。

「それで、ケイ。君はどうやって人化した、とか記憶にないか？」

　まずはそこだ。

　なぜ武器である彼女たちが人化しているのか。その理由に繋がるんじゃないかと思って尋ねてみたのだが、

「人に成った瞬間の記憶は、ない。いつの間にか、この姿になっていたから」

「そうか。そこはレインと同じなのか……」

「いえす。……でもそこの剣──レーヴァテインとばかりお話しをしていて、羨ましいって思っていたのは事実」

「わ、私ですか？」

　ケイは机に立てかけてあるレーヴァテインと、俺の隣に座っているレインを続けて見ながら言ってくる。

「必要とされていて良いなって、思いを抱き続けていたら、こうなってた記憶がある」

「なるほど。……というか、武器時代のレインの事は知っているんだな」

「いえす、ますたーに使われていた時から、武器同士で通じ合うものがあった。ね、レーヴァテイン」

「そうですねえ。ケイさんとは同時期に鍛えられ始めましたから」

「確かにケリュケイオンとレーヴァテインを育てていたのは同時期だったっけな。仕事で忙しい時期と重なって、とにかく効率的に素材集めと鍛錬を繰り返して、家に戻れないわ、飯を食い損ねるわで、大変だった……ような……記憶が──」

　そこまで考えて、俺は気付いた。

　俺のリアルの記憶が微妙に戻ってきていることに。

　……この前までは、ここまで詳しく仕事の状況を思い出すことはなかったのに。

　なのに今では戻ってきている。何がきっかけだろうか。

　……そういえば天魔王ユングを倒す前にも、ちょっと記憶が戻ってきていたよな。

　その時にやった行動といえば、武器であるレーヴァテインに触れた、あるいは、レインを抱き締めた位か。

　確かに、レインやケイに触れていると、頭の奥底をくすぐられているような感覚もしていた。もしかしたら彼女たち伝説の武器に触れると、俺の記憶にいい影響が出るのかもしれない、なんて思っていたら、

「あ、あの、ラグナさん？　何か考え込んでいらっしゃいますが、大丈夫ですか？」

「ますたー、だいじょぶ？」

　レインとケイが二人して仲良く、俺の顔をのぞきこんできた。

「ん？　ああ、平気だよ。気にしないでくれ」

「そうですか？　あんまりご無理をなさらないでくださいね」

「レーヴァテインの言う通り。無理したら、ダメだよ、ますたー」

　そして武器二人は息を合わせたように心配の言葉を口にしてくる。

　随分と仲がいいようだ。先ほども武器にしか通じない言語があると言っていたし、人の姿を持っていない時代にも交流があったんだろう。

「まあ、なんにせよ、新しい情報を貰えるのは有り難いな」

「いえす。ますたーが欲するなら、何でも渡すよ。何でも聞いて」

「ああ、質問は幾つかあるんだけどな。……何故、俺がレインの元に流れ着いたか、知っていたら教えてくれ」

　記憶を失う前から持っていた彼女に聞けば分かるかもしれない。分からなくても手掛かりがあるかもしれない。

　そう考えて質問した。

　すると、ケイは数秒間、目を瞑って、何かを考えてから、

「そこは……ケイにも分からない」

　首を横に振った。

「ケイはますたーに育てられて、気付いたらレーヴァテインとますたーの所にいたから」

「そうか……」

「でも、ますたーが喋っていた言葉は覚えているよ？　『今日もデバッグだー』とか『部長のやつ、明らかにおかしなシステムにしやがった！』とか」

「……そう、だな。そんなことも言っていたっけな」

　それも思い出せる。ケイと喋っているだけで、運営時代に加えて、少しだけ現実のことを思い出せてきた。俺は先ほどの考えを改めて実感した。

「俺は君たち伝説の武器と喋れば、昔の記憶が戻ってくるみたいだな」

「え、ええ!?　ほ、本当ですか、ラグナさん!?」

「あくまで感覚的なものだけどな。それでさ、レイン。ケイ。君たちがここにいるってことは、他の伝説の武器たちも、この世界にいるんだよな。六大英雄？だっけか。そんな名前で」

　そう言うと、レインとケイは顔を見合わせてから、揃って頷いた。

「ええ……と、はい、います。出会った事は無いですが、同時期に現れた天魔王を迎撃していた話は聞いています。それに、私はほんのりと、他の伝説の武器の存在を感じとれますし。確実にこの世界にいます」

「いえす。ますたーが育て上げてますたーの名前をタグ付けされた武器は、ケイにもちょっとだけ感じ取れる」

「おお。ありがとう。それだけ分かれば十分、今後の方針を決められる」

　他の伝説の武器があるというのであれば、それに触れていけば、俺が記憶を失った原因を摑めるかもしれない。

　それだけじゃない。

　伝説の武器の状況が分かれば、彼女たちが人化した理由も分かるかもしれない。

「……だとすると当面は、他の伝説の武器に会うための情報集めをしてもいいかもな」

「これだけの情報しかないのに……相変わらず、判断が早いですね、ラグナさんは」

　レインはそう言って安あん堵どするような笑みを浮かべてくる。

　今後の方針を固めただけなんだがな、と苦笑していたら、

「くしゅんっ！」

　レインの服を着たケイがくしゃみをした。

「ありゃ。ケイ、寒かったか？」

「のー。服の毛がくすぐったかっただけ」

「ああ、そっか。……でも、ケイの服がないんだよな」

　この家にはレインと俺の衣服しかない。

　俺が目覚めた時に着ていた服には速乾性があるので、洗濯しても翌朝には着ることが出来る。

　そして、俺はレインと体格が似ているのでレインの服も、多少は借りて着ることが出来た。

　そのせいで昨日は、ブリジッド達に女に勘違いされたのかもしれないが、なんにせよ着れるのは事実だ。

　だが、生憎とケイの体格に合いそうな服は無かった。

「とりあえず今はレインのシャツでも羽は織おってもらい続ける事にして……レイン、服って街で買えるよな」

「ええと、はい。ブリジッドが商店を開いてますし、そうでなくても、店はいくらかあるかと。私が街に持っている別宅の近くにもある筈です」

　ならば、今日の予定は決まりだな。

「街まで早く行けるっていう馬車の調子を確かめつつ、街で色々調達してこようか」

「は、はい、了解です。ラグナさん！」

「ますたーとお出かけ！　楽しみ！」

　情報収集も兼ねて、俺はレインやケイと共に、街へと繰り出すことにした。







　ブリジッドから受け取った馬車に乗ると、馬は勝手に走りだし、俺達を数時間ほどかけて街まで運んでくれた。

　途中、アースゴブリンなどのモンスターが幾度か襲ってきたが、問題なく倒して、素材を剝いでから旅路を再開した。そしてたどり着いたのは、

「ここがセインベルグ、か」

「はい。大陸のあらゆる国に繋がる交易の都みやこ、セインベルグですよ」

　ゲーム中のセインベルグは、大陸の端にある石壁で囲まれた街としてデザインしていたのだが、

「デザインした都市をこんな風に、実際に肌で触れてみると、印象が全然違うな……！」

　石で出来た外壁に設けられた大きな門を通って街並みを見れば、ゲームで感じる賑にぎやかさとは別種の騒々しさがあった。というか街並みそのものも変わっているように思える。

　もはや、この世界は俺達が作ったデザインでは動いていないようだ、と改めて実感した。

　クリエイターとしては嬉しくもあり、奇妙でもあり、そして驚きでもあった。

　そんな風に俺が複雑な感情を抱いている中でも、馬車は気にもせず進んでいく。

　……そうだよな。この馬車……というか馬の技術も中々凄いんだよな。

　御者台に座っているのだが、馬はほぼ自動的に動いてくれる。俺は特に手た綱づなを操っていない。また、この馬を見て石壁の門にいた検問の人たちも、

『これは……ブリジッド様の魔法馬!?　──ど、どうぞ、お通り下さいませ！』

　と、一礼と共に素通りさせてくれるくらいだったし。

　馬を見ただけでそんな扱いをされるんだから、何かしら特別な存在なんだろうな。

　そう思っていると、馬はそのまま、石壁の門近くにある馬車の駐留所で止まった。

　徒歩では遠いという話だったが、随分とあっさり街にたどり着いてしまったようだ。

「んー、街ー。せいんべるぐー」

　そして馬車が止まると、幌つきの荷台から、ぶかぶかの服を着たケイが飛び出て来た。

「ケイもこの街を知っているのか？」

「いえす。ますたーと何度も来てたから。知ってる。ここまで、大きくは無かったと思うけれど。でも、色々と近い部分がある。あの道具屋は、元々あった筈だし」

「ああ、そうだな。ここはセインベルグの北西部って所か」

　ケイの言うとおり、ゲームの光景で見た事がある建物も存在していた。

　眼の前にある道具屋などはまさにそれだ。

　扉前の看板には犬の絵と『子犬の道具屋』という名称が刻まれている。それは、ゲームの中でもあった道具屋の名前だ。

　意外と、変わってないところは変わってないのかもしれない。

「……とはいえ、街並みが変わっている以上、服ふく飾しよく品ひんを売る店が、そのまま存在しているとは限らないからな。適当に歩いて探すか？」

「はい。そうですね。ただ、その前にお金を手に入れませんと」

「あ、まずはそれだな」

　俺達は今の所、無一文だったりする。

　レインはブリジッドから物資を得ていたが、それは無償提供のため、金は要らなかったのだ。

　けれど、普通の売買では金が要る。だから、ドロップ品はいくらか持ってきて、店で売り飛ばす算段をしていた。

　ドロップ品は割と一般的な商材であり、資金の方はそれで確保できるだろう。

　……あと、問題になるのはどこで売るか、だよな。

　ゲームの中では、どの店でも素材を売却する事が出来たが、値段が各店で違っていた。

　そして、一番割がいいのは鍛冶屋だったが、それが現実でも通用するだろうか。

「ま、とりあえず、やるだけやってみる感じで。鍛冶屋のあった場所に行ってみるか」

　俺はレイン達を引き連れて、ゲームで見ていた地図の記憶を頼りに街を歩いていく。







　数分後。たどり着いた先にあったのは、ハンマーの絵が描かれた看板を掲かかげる店だった。

　店舗の中からは金属を叩たたくような音が聞こえる。ここで合っているんだろうか、と思いながら、店のドアを開けると、

「いらっしゃいませっすー」

　出迎えてくれたのは、耳の長いエルフの少女だ。

　……この町の鍛冶屋にエルフなんていたっけか……。

　記憶にはないが、まあ、鍛冶屋の店員である事は間違いないだろう。

　ステータス看破でエルフ少女を見れば【職業：鍛冶師見習い】とあるし。

　それに加えて、店の中には値札のついた、鉄の剣や槍などの武装が並んでいる。

　……値札にある額は……鉄の剣一本で百ゴルドか。

　俺の知っているセインベルグの鍛冶屋と同じ値段だ。

　だから、きっと俺が知っている店だろう。

　そう思った俺は、そのまま話を続けることにした。

「素材の買い取りをお願いしたいんだけど」

「はいはい、なんの素材でしょー。今はゴブリンの爪つめなどは豊富に獲とれてしまっているんで、それ以外であればいつものお値段で取引させていただくっすよー」

　これは幸先が悪い情報を聞いてしまった。

　持ち込んでいるのはアースゴブリンの牙きばと角つのだ。

　……ゴブリン系の素材が豊富というのなら、安値で買い叩かれるだろうな。

　ゲームとは違い、ここは現実で需要と供給の問題はあって当然だ。

　でもまあ、仕方ない。袋一杯あるし、そこそこの額にはなるだろう。そう思って、

「それじゃ、これを頼む」

　俺は革袋に入れていたアースゴブリンの牙と角をカウンターに乗せた。ここに来る途中にはぎ取った素材だ。

「ええと、どれどれ……」

　エルフの店員は革袋からそれらを取り出して、じっくりと見た。

　本当に、じっくりと見て、そして、

「え？」

　首を傾げた後で、額に汗を浮かばせながら、俺達の方を見た。

「これは……。……も、もしかして、アースゴブリンの牙と角っすか……？」

「ああ、そうだけど？」

　頷いた瞬間、エルフの少女はその長耳をピンッと立たせて、背筋を伸ばした。そして、

「──ッ！　ちょ、ちょっとお待ちを!!」

　そう言って、慌ててカウンター奥に引っ込んだ。そして、その奥からは、

「し、師し匠しよう！　師匠──！　や、やばい案件が来ましたよ！」

　なんて声が聞こえてきた。

「……どうしたんだろうな？」

「さて、ちょっと分からないですね」

　などとレインと話している間に、エルフ少女は、眼鏡めがねをかけたドワーフの中年と共にカウンター奥から戻ってきた。

「し、師匠、こちらです！」

「ここでは師匠ではなく店長と呼べと何度言ったらわかるんだ。それに、鍛たん造ぞう中ちゆうに呼びつけるとは何事だ」

「い、いや、その、アースゴブリンの素材ワンセットで売りに来る人が出てきたんですよ……！」

「はあ？　アースゴブリンって言ったら、レベル４０以上の、一流の冒険者じゃなきゃ倒せねえ化物だぞ？　そこの姉ちゃんが持ってこれるような訳が──」

　と、ドワーフの中年は喋りながらカウンターの上に乗っている物を見た。

　その瞬間、目の色が変わった。

「……こ、これは……！　本物じゃないか！」












「だから言ったんすよ、師匠ー」

　素材の偽物というものがあるのかは知らないけれど、この店は真しん贋がんの目利きは出来るようだ。とりあえず正当な値段が付きそうで何よりだが、

「んで、買い取りは出来そうなのか？」

　聞くと、ドワーフの視線が一気にこちらに来た。

「本当に、姉ちゃんが、狩ったのか」

「そうだが？　あと、言っておくと俺は男な」

「……？　あ、ああ、そうか。よく見れば確かに、兄ちゃんだった。すまんな」

　性別を言ったらゴブリンを狩ったと知った時以上に驚かれた。彼もまた俺の事を女性だと思っていたようだ。

　……ブリジッドの騎士たちもそうだったけど、俺には性別の認識を阻そ害がいするような効果でも付いているんだろうか。

　奇妙な話だが、今はどうでも良い事だ。とりあえず向こうの出方を待っていると、

「そ、そうか。まあ、了解だ。──買い取りは勿論出来るぞ！　いくら欲しい?!」

　いくら、と来たか。

　ゲームの中では売値が表示されたのでこういう交渉はしなくて済んだんだが、これは現実だ。交渉しなければならないらしい。

　ゲームの場合、売値は、アースゴブリンの牙が五百ゴルド、角が千ゴルドだった、

　……とはいえ、その売値がここでも通じるとは思わない方がいいよな。

「ここでの相場は幾らくらいになる？」

　だからこうして尋ねてみたら

「この辺りの相場はワンセット五万だが……ウチで買わせてもらえば……六万までは出せる」

　ゲームの中の価格よりもかなり高めに買ってくれることが分かった。

　……ただ、鉄の剣一本百ゴルドだし、ゲーム中と物価は変わってないよなあ。

　となると、純粋に素材が高級品になったのかもしれないな。なら、迷うことはない。

「そうか。じゃあそれでお願いするよ」

　売れるというのならば売ろう。そう思って頷くと、ドワーフの中年は眼を丸くした。

「兄ちゃん……ワシの値段付けに文句を言わんのか？」

「え？　なんで？」

「ワシが言うのも何じゃが、商人側の言葉を疑わず、イチャモンも付けず、そのまま信用する人間はここじゃ珍しいと思ってな」

「そうなのか？　まあ、でも、ここで疑ったら時間が勿体ないだろ」

　他の店で売ればもう少し高くなるのかもしれないが、この程度の素材ならば幾らでも取れる。

　なら今は、そんな少しでも高く売れる店探しに時間を使うよりは、服を買う事に時間を使いたいと思う。

「兄ちゃんは何だか、効率的っていうか……変わりもんだな。ワシみたいな偏へん屈くつなドワーフの言葉を信用してくれるのは嬉しいけどよ」

「いや、気にしないでくれ。もしも相場を誤ご魔ま化かされてるなら二度とここを使わないって思うだけだからさ」

「……そうか。そうだな。信用されなくなるのは怖い事だ。……兄ちゃんは上じよう客きやくになってくれそうだし、噓はつかねえように気を付けるさ。今後ともよろしくな」

「ああ、また金が足りなくなったら寄らせてもらうよ」

　そうして、鍛冶屋のドワーフと握手を交わしたあと、俺は金を受け取り、レインやケイと共に、服飾を取り扱う店へと足を運んでいく。







　エルフの少女はカウンター上の素材を撫でながら、にこにこと笑顔を浮かべていた。。

「店長ー。これ、本当にやばい素材が来ましたね」

　レベル４０超えの素材は、この街でも貴重だ。まさかこんなものが手に入るとは思わなかった、とドキドキしながら素材に触れていたのだが、

「……馬鹿野郎。本当にヤバイのはあの綺麗な兄ちゃん自身だろうが」

　師匠であるドワーフは、顔に汗を浮かべてそんな事を言ってきた。

「えっと……あの不思議な雰囲気をした人がやばいんですか？　お姉さんだかお兄さんだか分からない、綺麗な人でしたけど」

「ああ、なんだか近くではっきり見れば兄ちゃんと分かるが、遠くから見ると性別がはっきりしねえ不思議な人だったがな」

　なんだか頭の中に靄もやが掛かったような感じで、性別の判断が上手く出来なかった。そういう魔法を使っているのかもしれないが、

「問題はそこじゃねえ。……兄ちゃんが入ってきた瞬間、店の剣が全部ざわついただろ。ありゃよっぽど武器に愛された戦士だぞ」

「そ、そうだったんすか？　た、確かにアースゴブリンの素材を獲ってきたのは凄いと思いますが、そこまで……!?」

「さっきの余裕が見える喋り方を見れば分かるだろうが。これくらい何てことないって態度だぞ、ありゃ。せめて客の腕前くらいは判断付くようになって貰わねえとこの店を任せられねえぞ……」

　言いながら、ドワーフは、深いため息を吐いてきた。

「うう……申し訳ないっす」

「というか、腰に付けた剣と杖なんか、明らかに異常な力を持っていただろ。それも気付けなかったのか？」

「あ、いや、た、確かに奇妙な力は感じましたが。……店長がそこまで言うモノなんすか……」

「そこまで、とかいうレベルじゃねえ。長く武器ギルドの方にも顔を出しているが、あれほどの品は見た事がない。そしてあの兄ちゃんの鍛えこまれた腕もな」

「そ、そんなやばい人が……この街に何をしに来たんすかね……」

　エルフの少女は、カウンターに残された素材を見ながら、思わず体を震わせていた。







　服飾品の店はすぐに見つかった。

　街の大通りから一本外れた路地に面して、その大きな服飾店は立っていた。

　……発展して見慣れない場所もあるとはいえ、ゲームで見た通りにあるんだな。

　運営時代にこの街はたくさん訪れた。

　サブイベントがとても多かったので、デバッグの必要性が非常に高かったからだ。

　……何度も何度もバグ処理したからなあ。

　その上、サブイベントでしか覚えられない戦技もあったのでマーシャルを連れてきたり、この地方限定のアイテムを集めるときも、探たん索さくしまくった。

　だから、意外と見知った場所も多いんだよなあ、と思いながら、店に入る。

　店内には、いくつもの衣類がきれいに陳列されていた。

　その中の一つ、目の前にあった白いワンピースに少しだけ触れてみた。すると、

【上等な絹のワンピース　ＬＶ１０　状態：良】

　との表記が出てきた。

　ステータス看破は物体にも適応されるので、見極めが非常に楽だ。

　ダメそうな物は置いてないと一発で分かる。

　……昔から、この店は上質な衣服素材を取り扱っていて助かったんだけど、こっちでもそうなのか。

　だからここに来たというのもある。ただまあ、値段はその分、張るようで、

「わ、このワンピース、……五千ゴルドもするんですね……」

　レインが目を見開いていた。

「高い方、なんだろうな」

「はい。高級店に分類されると思います……」

　鉄の剣一本が百ゴルドなんだから、その評価は間違っていないんだろう。

　何せ、店内は広いが、俺たち以外の客は二人しかいない。

　この店に来る最中にちらりと見たのだが、周りの店にはもっと客が入っていた。

　客入りが少ないのは、この周辺ではこの店だけだ。

　ただまあ、そのほうが買い物がスムーズに済むし、商品の確認もしやすくていい、とも思う。だから、

「ケイ。なんでも好きなものを選ぶといい」

　そう言うと、ケイは店内を見渡してから、いい笑顔で俺の顔を見た。

「いえす、ますたー。じゃあ、行ってくる！」

　そしてブカブカなシャツを揺らしながら、嬉しそうに店内の衣服を見始めた。

　元気がよくて微笑ましいな、と思いながら、俺は隣にいるレインを見た。

「んで、レインは買いに行かなくていいのか？」

「わ、私はたくさん持っていますから」

　そう言うレインは先ほどから、俺が最初に触れた絹のワンピースをじっと見ていた。

　じっと見ながら、触ってもいた。

「……気に入ったのか？」

　聞くと、レインはぎくりっと肩を震わせた。

　そして、苦笑しながら俺を見た。

「え、ええと、ほ、ほんの少しだけ。きれいだなって思いまして」

　誤魔化すような言い方だから、興味があるのがバレバレだ。

「うん、まあ、買えばいいと思うぞ。レインに似合うと思うし」

「ほ、本当ですか？」

「噓を言ってどうするんだよ」

　お世せ辞じ抜ぬきでレインにはよく似合うと思う。

　生地が薄目だから、夜に着られるといろいろと目のやり場に困りそうだが。まあ、それはそれでいいものだ。

「そうですか……。で、では、お言葉に甘えて少しだけ……」

「ああ。どんどん甘えてくれ。これまで世話になった恩返しを少しでもしたいから、ほかにも外にも欲しいものがあるかどうか、見てくるといいぞ。金はまあ、足りなかったらまた素材を売ればいいんだしな。今ある分は使い切っていいだろう」

「は、はい！　有り難う御座います!!」

　そんな感じで、レインやケイと共に店内を見回ること数分。

　いくつかの装備を選んだあと、俺たちは店員のもとにそれらを持って行った。

　そして、会計となったのだが、

「はい。合計で五万ゴルドですね。お支払いの方はどういたしましょうか、お客様？」

　店員はそんなことを聞いてきた。

「『支払いをどうする』とはどういう意味なんだ？」

「え？　あ、いえ、どこのギルドにツケましょうか、という意味なのですが……。在籍されているギルド名を告げていただければ、そちらで登録しておきますが……いかがしますか？」

　どうやらこの街ではツケシステムなんてものが存在しているらしい。

　だがあいにくと、俺はギルドに在籍してはいないし、そもそもツケなんてものを使う気はなかった。だから、

「いや、現金払いで頼むわ」

　そう言ったら、店員はぎょっとしたような視線を俺に向けてきた。

「げ、現金ですか!?　ご、五万ゴルドになるのですが……」

「ああ。そうだな。はい」

　俺は、先ほど鍛冶屋で換金した金の入った袋をどさりと置いた。すると、店員はまたも目を見開いてから、俺を見た。

「こ、これは……すべてお金、ですか？」

「ああ、六万くらいあるから。適当に数えてくれればありがたい」

「か、かしこまりました。しょ、少々お待ちください」

　店員は慌てながらも丁寧に袋の中身の硬こう貨かや札を数え始めた。そして、

「た、確かに五万ゴルド、頂ちよう戴だいいたしました」

　袋の中から札の束と硬貨数十枚を取って、恐る恐る俺に袋を返してきた。

　……この反応はいったい何なんだ？

　明らかに驚いているようだが、それを見ていると、疑問に思った。

「この店はツケで払うのが一般的なのか？」

　だから尋ねてみると、店員は困ったような表情で頷いた。

「ええ、困ったことにそうなのですよ。この街では、たくさんの商人が様々な組合ギルドを作っておられますので。当店のような一度に支払う金額が多い店だと、組合にツケて、後払いということが多く。ただ、それだと回収しきれないこともあるので。……現金で払っていただいて、本当にありがとうございます！」

　そして、普通に買い物をしただけなのに、頭を下げられてしまった。更には、

「またのお越しを、ぜひともお待ちしております!!」

　店から出るところまで見送りされてしまった。

　かなり感謝されたばかりか、上客と見られたようだ。

　現金払いしただけでこれとは、普段の客はどれだけツケているんだか。買うだけ買って支払いの悪いお貴族様がそんなに居るんだろうか。

　……まあ、俺の方も結構買ったけれどもさ。

　俺のとなりでは嬉しそうな顔をしている少女二人の姿がある。

　……この顔を見れたのなら、良いモノを買った甲斐があったってもんだよな。

　そんなことを思いながら、俺は、街並みを眺める。

　街が大きくなっているわ、ツケで買い物できるようになっているわ。

　変わっている部分はあるけれども。

　ゲームの中でいいものを売っている店は、現実でもいいものを売っていた。

　……ああ、この店は俺が知っている通りの場所にあって、知っている通りのものを売っていたんだよな。

　だから、ゲームとは合致しない部分はありつつも。

　この街は、大体は俺の知っている場所なんだなあ、との実感を得るのだった。







「新しい服、動きやすい……！　ありがとう、ますたー」

　そう言って嬉しそうにケイが抱きついてくる。

　彼女が着用しているのは、短めのスカートだ。ブカブカなシャツよりは何倍も動きやすいだろうし、

　……見た目が犯罪的じゃなくなったのがいいな。

　前までは裸にブカブカシャツとかいうギリギリな恰好だったし。これなら街中を歩いていても、注目を集める事もないだろう。

　ただでさえ、ケイやレインは美人なので人ひと目めを引きやすいが、ブカブカシャツの時はとんでなく人目を集めていたし。

　ともあれ、そんなわけでケイの服を手に入れるという最初の目的は達成した。だから、乗ってきた馬車の馬が回復するまでは、自由時間だ。

「さて、金も残ってるし、もうちょっと買い物しながら街を巡ろうと思うが、二人はどうする？」

「私はラグナさんと一緒に回ろうかと思います」

「ケイも、レーヴァテインに同意」

「そうか。じゃあ、三人で適当に街を歩くか」

　そのついでに、この町に伝説の武器に関する情報がないかつかめれば御おんの字じだ。

　そんな事を思って、服飾店のあった通りから出て、大通りに向かおうとしたのだが、

「もしもし。そこのお三方？　当店をご覧になっていきませんか？」

　その途中で呼びとめられた。

「うん？」

　声が来たのは路地にある露ろ店てんの方からだ。そこにいる男が、顔に張り付けたような笑顔でこちらを見ていた。

　……あれ、こんなところに露店なんてあったっけか。

　この通りは運営時代でもよく通ったのだが、この露店について、俺は知らなかった。

　なにせ更地だった場所だ。現実では使用されているらしい。

　……売っているものは、アクセサリ系か。

　露店のテーブル上にはいくつもの宝石や、指輪、ネックレスなどが置かれている。

　そういえばゲーム中でもイベントで、行商人が露店を開く事があった。

　たまに商人がバグって消えて、デバッガーとして動き回ったのはいい思い出だ。

　この店も、その類たぐいだろうか、と思っていると、

「どうですか、お客様。当店の品ぞろえは。良いものばかりでしょう」

　露店のテーブルの奥に控えていた主あるじがひょこひょこと俺の横まで近寄ってきた。

「見ればずいぶんと、羽は振ぶりが宜よろしいようで。当店の品物もプレゼントにぴったりなのですが。幾つか、いかがでしょうか」

　洋服の入った袋を抱えているケイを見てそんな事を言ってきた。

　完全に営業モードに入っているらしい。ただ、値札を見るに、一つにつき、数千から数万はするようだ。だから、

「生憎だが、今はそんなに手持ちは無いぞ？」

　そう言ったら、露店の主はニコニコ顔のまま首を横に振った。

「ああ、大丈夫ですとも！　当店では大幅に割引致しておりますし、下取りも可能ですので、どうぞご心配なく。ええ、例えば、そちらの赤い髪のお嬢様には、このアクセサリがよろしいかと思います」

　そうして彼がテーブルから手に取ったのは、銀色のブレスレットだ。

「これは、大陸の奥地で産出した一級品の魔石を加工したブレスレットとなっております。なんと装備するだけで物理的な防護力が上昇するという恐るべき効果を持つのです！」

「へえ……物理防御アップで恐るべき効果、ね」

　俺の衣服なんて物理防御倍化のスキルが付与されているが、どうやら現実では物理防御アップだけでも凄まじい効果らしい。

　なるほど。こういう所で常識を学べるのは有り難いな、と思いながら俺は店主の営業トークを聞き続ける。

「お値段は本来五万ゴルドはしますが……今回出会ったのも何かのご縁！　ここでご成約していただければ……なんと一万ゴルドまで値引きさせて頂きますとも！」

「八割引きとはサービスがいいな」

「旦那様は運がいいんですよ。ええ、ここだけの話ですからね……！」

　店主はニヤニヤとした笑いを浮かべている。確かに八割引きというのはとても魅力的に聞こえる。ただ、

　……大体こういう安売りは信用できないんだよな。

　だから俺は確かめることにした。

「ちょっと手で触れてもいいか？」

「勿論でございますとも！　この感触、味わってくださいませ！」

　店主からの許可も得られたので、俺はブレスレットに少し触れた。

　それだけで、俺には分かってしまった。

「あー……うん。これは良くないな」

「良くない……とは？」

「買えないって意味だ。これ、ただの鉄のブレスレットじゃないか」

　何せ俺が触れた瞬間、いや、触れるまでもなく、

【クズ鉄のブレスレット　ＬＶ１】

　という名称が見えていたんだから。

　ステータス看破が発動している俺の目には、どれもがレベル１の、換金用ゴミアイテムであることが視えていた。

　これは初心者が狩るような低レベルモンスターが落とす、換金用ゴミアイテムだ。

　とても、レインにつけさせるようなアクセサリではない。

　その考えのもとに、言葉と商品を突き返すと、商人は口元をひくつかせ始めた。

「失礼ながら、お客様。刻印されているブランド名をご存じないのですか？　鋳ちゆう造ぞう、鍛冶で有名な都市、アイゼンシュタッドの一流企業『ブラス』社製ですよ？」

「ブランド名は知らん。だが、そんな名前で判断するよか、俺のスキルの方が信用できるし、それで大体わかったっていうだけだ。ただのクズ鉄の腕輪だってな」

　そもそもどんなものであれ、魔石を使えばレベル２以上の装備になる。

　だから、ただの鉄の腕輪としか判断できない。

「このテーブルの上にあるモノ、全部レベル１のアイテムじゃねえか」

「なっ……ぜ、分かる……！」

　露店の主はわなわなと震えながら後ずさった。本当に驚いているようだ。

「何故ってまあ、運営の力だよ」

「え……？　ラグナさんは、そこまで分かるんですか!?」

　俺の言葉にレインは眼を丸くしていた。

「ブランドの名前とかに誤魔化されたりしないって、ますたーの目利きは最高だね」

「ま、元より俺はブランドで判断したりはしないからな」

　そもそもブランド名なんて分からないし。

　そう言いながら、悔しそうに歯は嚙がみをしている露店の店主を見やった。

　この力があれば、装備系の店で騙だまされる事もない。

　どうやら俺の運営スキルの使い道は、どんどん増えていっているようだ。そして、

「さて、偽物を売りつけようとは。どういう事か聞いてもいいかな。店主さんよ」

　俺が詐さ欺ぎ商しよう人にんを問い詰めた。その瞬間、

「ちっ……ざけんなよ」

　商人の雰囲気と、声色、そして表情が一変した。

「クソが。あんな店を使うから、羽振りのいいカモだと思ったのによ……。これが分かるって事は同業者かよ」

「勝手に同業にするなよ。鍛冶師だから、見ればわかるだけだ」

　言うと、詐欺商人が声を荒らげ始めた。

「馬鹿言え！　一介の鍛冶師ごときが、この上等なコピー品を見抜けるわけがないだろう！」

　事実を言っただけなのに、そんな言葉を吐き捨てられてしまった。鍛冶師だったら皆分かりそうなものだが、この街では、そうじゃないのかもしれないな。そんな事を思っている間に、

「商売の邪魔をしやがって、クソが……クソアマどもが……！　もう少しこの街を荒らせそうだったのに、台無しじゃねえか！」

　商人はブレスレットを地面に投げ捨て、苛いら立だちをぶつけるように踏みつける。

　そして、こちらを睨にらみつけながら、腰につけていたナイフを抜いた。更には、

「おい！　お前ら、出てこい。処理をするぞ！」

　俺たちの背後に武装した男たちが現れた。

　彼らは俺たちを見て、それから、露店の店主に不機嫌そうな声を飛ばした。

「おい、折角楽にカモれそうな女連れを見つけたんだから、こんぐらいさっと騙せよ。ここでヤっちまったら、また場所替えじゃねえか」

「うるせえ！　分かってんだよ！　──ったく、とりあえず金だけ奪って、身体でも売らせねえとやってられねえぞ……！」

　露店の店主と物ぶつ騒そうな会話をしている男たちをよく見れば、先ほど、服飾店で見た先客たちだった。

「あー……なるほど。あの店に入って、羽振りのよさそうな客をチェックして、ここで偽ブランド品を売りつけてハメるってやり口か。よくやるなあ」

「よく知ってるな。やっぱり商しよう売ばい敵がたきじゃねえか。……邪魔な奴は口封じだ……！　やるぞ、テメエら」

「あーあー。分かってるよ。……売る前の女を傷付けるのは勿体ねえけどなあ……！」

　そうして、露店の店主は、武装した男たちと共に襲い掛かってきた。

　まず、超至近にいる俺の体に向けて、ナイフを振るってきた。中々の早さだ。

　偽物がばれたら即座に攻撃して口封じとは、全く仕事も早い。だが、

「こんな刃物じゃ、俺はやれないぞ？」

　店主が振るうナイフは、俺の肩に直撃した。だがその刃は俺の体を切ることなく止まった。

「なっ……!?　き、切れねえ……だと……?!」

　驚きに動きを止めた店主の腕を俺は片手でつかむ。

「生憎と、俺はレベル１５０以下の刃物では傷がつかないようになっているんだ」

　家で料理をしているとき、指に包丁を当ててしまったことがあったが、その時もこのスキルのお陰で無傷だった。

　今回もそれと同じだ。

「このナイフは──レベル１３で毒の塗と布ふもなし。遠目から見たとおりだな。それじゃ、傷つかねえ」

　既に初手ステータス看破は済んでいる。俺は相手の鑑定はしていたのだ。

　武器本体に被るようにレベルの数字や、特殊な効果の有う無むがちらちらと目に映っていたのが邪魔だったけれども、

「さて、武器を向けてきたんだ。お返しはするぞ」

「あづッ！　う、腕が……潰れ……!!」

　俺は武器を向けてきた男の腕を捻ひねりあげる。

　……この男のステータスは……レベル４１か。

　レベル差は歴然だ。

　それこそ、片手だけで、骨を砕いた程度には差があった。

「な、なんだこの馬鹿力……！　て、テメエ、杖を持ってるってことは、魔術師じゃねえのか！」

「だから鍛冶師だって言ってるだろう」

　詐欺商人はこちらに逆らおうと体を動かそうとしてくるので、肩を捻ねじりあげた。

「ぐううッ?!　こ、こんなヒョロい奴に、レベル４１の俺が力負けする筈ねえのに……！」

「負けとか勝ちとか、どうでもいいんだけどさ。まあ、なんだ？　俺に偽物を売りつけようとしたのはともかく、俺の大切な子らに粗悪品が似合うとか言われたのは気に食わないんでな。その上、武器まで向けてきたんだから、お縄なわになってもらうのは確定として……今は寝てろ」

　そして俺は、力のままに詐欺店主の上半身を顔面から地面に叩き付けた。

「……!!」

　それだけで、店主は小さな呻うめきを上げながら、気を失った。

　だらりと力の抜けた状態で、地面に転がるようにして倒れた。

「よし、一人終了。次は後ろの奴ら──」

　を片付けよう、と振り向いた所、

「ますたー……。ますたーに、刃を向けたこいつら、消してもいい？」

「ラグナさん。許可さえいただければ、即座に灰にしますが、どうします」

　そこでは既に、レインとケイが各おの々おのの方法で武装した男たちを倒していた。

　ケイは電撃の魔法で痺しびれさせて倒し、レインは炎のナイフで敵の足を縫い止めている。

「こ、こんな魔法を……こんな若い人間が使える筈が……ねえ……」

「た、助けて。助けてくれえぇ……」

　倒れた男たちはどちらも、電撃と炎に焦がされながら倒れて、苦しそうにもがいている。俺が目を向けただけで、

「ヒィッ、も、もう、止めてくれえ……!!」

　もはや立ち上がる力も、戦意も持っていないようだ。

　割と酷い有あり様さまだが、

「……」

　それ以上にレインとケイの、二人の目がやばい。無言だが明らかにブチ切れている。

「お前ら、落ち着けー。眼が怖くなってるぞー」

　殺気の立ち方も物凄かったので宥なだめてみたのだが、彼女らの目つきは、怒りに満ちたままだった。

「落ち着いていられませんよ。この下手人共は、ラグナさんに武器を向けたのですから」

「いえす。その上、そんな粗末な武器をますたーに当てた。程度は低いと分かっていても、ケイたち武器にとっては、とても許せないこと……！」

　ああ、なるほど。怒りの原因は攻撃を受け止めてしまったことにあるらしい。

　なるほど、確かにステータス看破で見抜いていても、余裕を見せすぎたな。

　もしもがあると考えたら、やるべきではない。

　理由は分かった。もうやらない。

　ならば、ここで俺がするのは宥める事では無く、

「うん。でも、俺は大丈夫だからその辺で良いぞ。それと、俺を思ってくれて有り難うな、二人とも」

　俺の為に善意で怒ってくれているのならば、礼を言って褒めるべきだ。

　そう思った俺は、二人の傍まで行って、頭を撫でてやる。するとケイはくすぐったそうにして、レインは頰を染めた後に、二人して男達から離れた。

「いえす。ますたーがそう言うなら。こんなのを相手にしないで、ますたーとのスキンシップに集中する」

「そうですね。この人たちを始末するよりも、ラグナさんにこうして撫でられている方が心地よいですし」

「はは、二人とも、自分の欲望に素直で結構だ。……ともあれ、こいつらはお縄コースにしたいんだが、こういう時は冒険者ギルドに行けばいいのか？」

　ゲームの時は、賞金首や犯罪者系の敵を捕まえて冒険者ギルドに行くと、サブクエスト達成となったのだが、

　……こちらでも、そうなんだろうか。

　そう思い、ナデナデを満喫して頰を染めているレインに聞いたら、彼女はこくりと頷いた。

「はい。冒険者ギルドは治安維持の役割も兼ねていますので。そこでいいかと」

「おお、そこも一緒なのか。じゃあ街を知るついでに、行くか」

「いえす。ますたー。了解ー」

　そうして俺たちは詐欺商人達を、その辺に転がっていたロープでぐるぐる巻きにしてから、冒険者ギルドに向かうことにした。
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　ゲームの場合、冒険者ギルドは街の中央にあったが、それはこちらでも同じらしい。

　酒場や宿屋を併へい設せつしているらしい、複数の看板を掲かかげた、二階建ての大きな建物がそこにはあった。

「外見は、ゲームの中で見たままだな」

　中に入ってもそれは同じだった。

　いくつものテーブルの向こうに受付のカウンターがあり、ギルドの職員らしき人と客が喋しやべっている。

「さて、とりあえずギルドに来てみたは良いけど、こいつらは、どうすればいいんだ？」

　俺は、未いまだ気絶しっぱなしの下げ手しゆ人にんたちを見る。

　幻影武器に乗せて運搬しているので移動は楽だが、何い時つまでもこうしておく訳にはいかない。

「レイン、犯罪者って受付に引き渡して良いのかね？」

「はい。これだけ縛しばってあれば、普通に受付の方に渡してしまって大丈夫だと思います」

　だったら早い所、片づけようと俺はカウンターを見る。長い行列が出来ている箇所がある。

　その隣、虎とらっぽい獣じゆう人じんの男性が受付をしている所が空すいていたので、そこに向かうと、

「セインベルグの冒険者ギルドにようこそ。本日は私、商業ギルド担当のボーマンがご案内させていただきます。どういった御用でしょうか？」

　獣人の男はかしこまった口調で丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてきた。

　応対は割としっかりしているようだ。

「犯罪者をとっ捕まえたんだけど、どうすればいいか聞こうと思ってさ」

　そういうと、受付の獣人は眉まゆをひそめた。

「ええと……犯罪者ですか？」

「ああ、詐さ欺ぎ商しよう品ひんを売ろうとしてきたんだ」

「なるほど。では、こちらの書類にお名前や所属ギルドの方をご記入願えますか？　それと所属ギルドの登録番号の方も出来れば」

　獣人が一枚の書類を取り出しながら言ってきた。

「あー、俺はどこかのギルドに入っているわけじゃないんだが、その場合はどうすればいい？」

「え……となると、未登録の冒険者の方、ということでしょうか？」

　冒険者ではなくて鍛か冶じ師しなのだが、訂正してもあまり意味が無さそうなので頷うなずいておくと、受付の獣人は明らかに嫌そうな顔をした。

「あれ、ギルドの会員じゃないと不ま味ずいのか？」

「はい。信用面の方で少し問題になりまして。もしもどこかのギルドに所属されているのであれば、そこの信用を担たん保ぽに出来ますが。そうでないのならば、捕まえた方が、本当に犯罪者かどうか確かめなければなりませんので……」

　ああ、そうか。ゲームの方だと受付に行くだけでよかったが、ここは現実だ。いきなり見知らぬ人が犯罪者を捕まえてきましたー、と言っても難しいか。

「となると、その場合はどうすればいい？」

「ええと、未登録の方が犯罪者を捕まえた場合はこちらの書類に、個人データを記入してもらうことになります」

　そう言って、受付の獣人が取り出したのは、分厚い紙の束だ。

　数十枚はあるだろうか。

「これは……面倒だな」

「申し訳ありません。規則ですので。書き終わり次第、隣の新規・仮登録カウンターに並んで頂くことになります」

　獣人は横の行列を見ながら、とても事務的に、無ぶ愛あい想そに告げてくる。

　ぶっきら棒だが、対応的には間違っているわけじゃない。

　時間はかかるけど、書類に書き込んで行列に並ぶしかないかなあ。などと思っていると、

「あれ、ラグナ様とレインさん？」

　俺達の背後から声が聞こえた。

　振り返るとそこにはブリジッドがいた。

「おお、ブリジッドか。久しぶり」

「はい、お久しぶりです。わたくしの馬車が街に入ったとの報告は聞きましたが、ここにいらっしゃったのですね。──しかし、冒険者ギルドになにかご用件でも？　というか、その縛られている方々は一体……」

「ああ、詐欺師っぽい奴やつらが襲って来たんで、捕まえたんだよ。ただ、冒険者ギルドの受付の人に対応をお願いしてたんだけど、俺達の信用が足りなくてな。対応が難しいらしい」

　そう言うとブリジッドの目の色が変わった。

　落ち着いていたものから、焦あせりの色に。

「す、すみません！　少し、そこで話をさせてください」

　そう言って、俺達の前に出て獣人と向かい合った。

　ただ、先ほどまで俺に無愛想に対応していた獣人は、ブリジッドの顔を見て明らかに動揺を浮かべていた。

「え……ぶぶ、ブリジッド会長!?　ど、どうしてここに!?　商業ギルドにいらっしゃったはずでは……！」

「少し所用があったので訪れたのですよ。……それよりも、そこにいる彼らに対して、貴方あなたはどういう対応をしたのですか……!?」

「え、ええと、規則通り、仮ギルド証の発行書類をお渡し、しました」

　その言葉にブリジッドは頷きを返した。

「なるほど。規則通り、ですか。ふむ……それはいい事です。わたくしのギルド職員の教育方針は間違ってはいなかった。貴方は何も間違っていない。ですが……この場合は少々問題がありましたね」

「は……？」

「ちょっと、耳を貸しなさい」

　そう言ってブリジッドは獣人職員に詰め寄りながら、何度か言葉を交わした。

　そして、数秒後、獣人職員の顔が明らかに青ざめた。

　汗をだらだらとこぼしつつ、俺の方を見ていた。

「ま、まさか、ブリジッド様の恩人だとは……！」

　何を言ったんだろうか、と思っていると、ブリジッドがこちらに振り向いてきた。

　彼女も額ひたいに汗をかいている。

「失礼致しました、ラグナ様。そしてお二方。どうぞ、こちらへ。別室の方で対応をさせて頂きます」

「え？　でも、書類に色々と書いて並ばなくていいのか？　規則なんだろ？」

「良いんです良いんです。それは信用度を上げる為ための物なので全く問題ありません。貴方達は、わたくしの大切な恩人ですから、身元も正体も、善性も私が保証できますから。……そうですね？」

　ブリジッドはにこにことしたまま、獣人に言葉を飛ばした。

　すると、獣人は即座に背筋を伸ばして敬礼した。

　そして俺の事をキラキラした目で見つめていて、

「勿もち論ろん！　ブリジッド様が言うのであれば、全く問題ありません！　こちらの方でも、すぐに対応させていただきます！　──貴方に会えて光栄です、ラグナ殿」

　思い切り対応が変わっていた。

「あー……うん。ありがとう。なんだか、手間取らせて御ご免めんな獣人の受付さん」

「いえいえ、お気になさらず。さあ、まずはそちらの犯罪者の運搬から！」

　そう言って、男性職員は縛り上げた犯罪者を担かつぎあげて、カウンターの奥へと走っていった。

　随分な変わりようだが、そういえば、ブリジッドはギルドの会長だったな。何らかの口添えをしてくれたんだろう。

「……なんか急せかしちゃったみたいで、悪いな」

「いいんです！　ラグナ様達には特別な対応をして当然なのですから！」

　そこまで言って、しかしブリジッドは申し訳なさそうに会え釈しやくした。

「ただ、詐欺師の捕獲をしたということで。その状況を調書に記したいので、二階のほうでお茶を飲んでいってもらうことは出来ますか？」

「ああ、それが別室対応ってやつか。……俺は別にいいんだけど。レインとケイもついてくるか？」

「はい。私はもう、お買い物は十分楽しんだので大丈夫です」

「ケイも、必要なものはますたーから受け取ったから。あとはついていく」

「おう、了解」

　そう言うと、ブリジッドは嬉しそうに、そして安あん堵どしたような微笑ほほえみを返してきた。

「かしこまりました。では、全員分のお茶を用意させて頂きますね。──皆様、こちらへどうぞ」

　そうして、行列が出来ているカウンターの奥を抜けて、俺たちは二階へと上がっていった。







　俺たちはギルドの二階の部屋で、茶を飲みながら、ブリジッドに対して一通りの状況説明を終えていた。

「調書の作成と、確認作業をしてきますので少々お待ち下さい」

　そんな言葉を残して、ブリジッドは部屋を後にした。そして待つこと、数分。彼女は、幾いくつかの書類を手にして戻ってきた。

「お、調書の作成は終わったのか？」

「はい。ラグナ様の証言に合わせて、彼らの記憶を覗のぞきこみまして。その犯行現場はしっかり記録させて貰もらいました」

「記憶を覗く魔法なんてあるのか」

「ええ。頭に負荷をかけてしまうので、多用は出来ませんが」

　なるほど、覚えておこう。

　俺がその魔法を使えるようになるかは分からないが、自分の記憶を確かめる手段の一つにはなりそうだし。そんな風に俺が自分の記憶について考えている間にも、彼女の話は進んでいて、

「ともあれ、ありがとうございましたラグナ様」

　そう言って、ブリジッドは頭を下げてきた。

「おいおい、たかが犯罪者を捕まえただけなのに、そんなに深々と礼をしなくてもいいんじゃないのか？」

「いえ、一般市民の方に協力してもらったのですから、この礼は当然のことです。それに……。今回、捕まえたのは我々ギルドが長らく調査していた、この辺りでは有名な強盗・詐欺グループの頭とう目もくでしたから」

「え、そうだったのか？」

　確かにこの周辺の一般人よりも、少しは高いステータスをしていたが、そんなに有名な一団だったんだろうか。

「はい。彼らは手の込んだコピー品を売うり捌さばきつつ、都市間を渡り歩くやり手の犯罪者でした。その場で商品が偽にせ物ものであると分かる人は少なく、また分かった人を口封じで殺害もしくは口を利けないほどの重傷にまで追い込むという凶悪な手口でして。ウチだけではなく他の都市でも複数の犠牲者が出ていたんです」

「せこい犯罪者かと思っていたら意外と悪あく辣らつで被害がでかいな」

「ええ、本当にありがとうございます！　ラグナ様、レインさん」

　ブリジッドは再び深々と俺達に礼をしてくる。そしてケイもパチパチと拍手してきた。

「大手柄だね、ますたー」

「いやまあ、向こうから突っかかってきただけ、なんだけどな」

　今回の件は割と偶然の部分が大きい気がする。そう思って受け答えしていたら、

「ええと……先ほどから気になっていたのですが、失礼ながらそちらの、やけにラグナ様に懐いているお子さんは一体どなた様で？　先日、レインさんの家に伺った時にはお姿を拝見出来ませんでしたが」

「あー……」

　聞かれて、言葉に詰まる。何と紹介すればいいやら分からないが、とりあえずは事実だけを述べよう。

「……この子はケイといって、俺の仲間でな。今回の詐欺師捕縛も、レインと一緒に手伝ってくれたんだよ」

「おお、あの詐欺師たちを……！　道理で強い魔力を感じたと思いました。ラグナ様の仲間とは、何とも凄まじくて当然かもしれませんが」

　言いながらブリジッドはケイに向き直り、膝を曲げて視線を合わせた。

「初めまして、ブリジッドと申します。今回はラグナ様、レインさん共々、ご協力頂き有難うございました、ケイ様、で良いんですよね」

「いえす、どういたしまして、ブリジッド。そして、これから、よろしく」

「はい、よろしくお願いしますね」

　ケイとそんなやり取りをした後で、ブリジットは立ち上がり改めて俺の方を見た。

「しかし、今回は本当に助かりました。コピー品をその場で偽物と見抜ける眼力があり、更には戦闘能力が高いラグナ様だからこそ、レベル４０を超える強者な彼らを捕縛出来たのですから」

「ああ、４０を超えるとベテラン級冒険者なんだったな」

　その辺りの基準はこの前学んだばっかりだ。

　とすると、一般的な観点から言えば強かったんだろう、なんて思っていると、

「そして犯罪者を捕えられたラグナ様に報奨を受け取って欲しいのですが、よろしいでしょうか？」

「へえ、報奨とかあるんだな？　何をくれるんだ？」

　聞き返すと、ブリジッドは懐から指輪を三つ取り出した。

「こちらの指輪を、お三方に受け取って頂ければと思います」

　指輪を受け取った俺はまず、ステータス看かん破ぱをして、性能を確かめてみた。だが、

　……バフも呪のろいも無い、ただの金属指輪？

　三つの指輪とも、何の変哲もない金属の指輪でしかなかった。

「これは一体なんだ？」

「これは当商会ギルド、および冒険者ギルドが、名前を彫られた方の身分を保証する道具となります。一種のタグですね。お三方の名前を彫り、魔法で個人と紐ひも付づけした後、使用可能になりますので、このあと少々お待ちいただければ、と」

「へえ、身分の保証道具か。……そんな便利なモノ、貰っていいのか？」

　ギルドにも登録していない人間の身分保証だなんて、リスクが大きいだろうに。

　そう思って問うと、ブリジッドは小さく微笑んで首を振った。

「はい。この街に対して、これだけの実績を作ってくれた皆さんに、何もなしというわけにはいきませんから。──得た分は還元する。それがわたくしのモットーでもあります。ですから、どうぞお受け取り下さい」

「そういうなら、まあ、貰っておくよ」

「はい、もしも正式なギルド所属になりたい場合はひと声かけて頂ければすぐに手続きを取りますので。その他、何か必要な物が御座いましたら、ギルドの誰かに連絡して頂ければ、用意させますので。何時でも仰おつしやって下さい」

「至れり尽くせりというか、随分とサービスが良いな」

「それだけ今回の詐欺商人には手こずらされていたのですよ。……そして、今更ですが、謝罪を。あのような犯罪者を街に入れてしまうとは、商業ギルド会長として失態です。あってはならない事なのに、貴方達を危険な目に遭わせてしまった。それを謝らせて下さい」

　ブリジッドは再び、申し訳なさそうに頭を下げてきた。これで三度目だ。

「そこまで何度も頭を下げなくても良いぞ。みんな無事だったからさ」

　そう言ったのだが、ブリジッドは首を横に振る。

「それでも謝らせてください。ああいった悪徳商人は、こちらの不ふ手て際ぎわで入ってきているのですから。纏まとめている責任を果たせなかったようなモノです」

「不手際って、あいつらの関せき所しよを抜ける手口が上う手まかったんじゃないのか？」

「いえ、普段だったらもう少しチェックが厳しいのです。ただ、今は装備品が入いり用ようで、とにかく武器・装備商人を集めていたので……」

「装備品が入用って。この街はそんなに装備不足なのか？」

　街には鍛冶屋があったし、ドワーフの店長は忙しそうだったが、売っている武器はまだまだ数があった。それなのに足りない、とはどういう事だろう。そう思っていたら、

「武器が足りない、というのは正確ではありませんでした。訂正します」

　ブリジッドは息を吸って言葉を言いなおした。

「強い武器が、足りないのです。これからこの街にやってくる天てん魔まの集団と戦争をしなければならないので」

　ブリジッドの眼めには強い決意が宿っていた。







「天魔と戦争の為に武器集めだと？　……この街でか？」

　俺は眉をひそめながら硬い表情のブリジッドに尋ねる。すると、彼女はしっかりと頷きを返した。

「ええ、本気ですとも。数日前、天魔の集団が近くの集落を滅ぼした事を確認済みです。街を守るためには、戦う以外の手段は残っておりません」

「だから、武器をかき集めていた、と」

「はい。天魔であれば人の身でも、強い武器を使う事で対処は出来ます。ただ、自警団や騎士団に持たせる武器が足りないため、とにかく手近な商人を招いていた、というワケなんです」

「そうか。天魔の集団がセインベルグに来ている、のか……」

　俺が運営をしていた時代では到底ありえなかった事だ。

　天魔とは設定的に言うと、人を裁き殺す役割を持ったモンスターで、街を襲撃するイベントは幾つも作られている。

　そして街に来た天魔たちを数人のプレイヤー達が押し返して、助けた住人からアイテムを貰う。それが、マルチミッションと呼ばれるイベントだ。

　ただ、それがセインベルグに来るだなんてデザインした覚えはない。

　勿論、テストした事も無い。そもそもゲームでは、世界設定として、セインベルグを襲わせる筈はずがないのだ。何な故ぜなら、

「この街は人間の数が少ないのに、わざわざ狙ねらって来ているのか……」

　彼らは効率よく人を裁くため、人口密集地である大陸中心部の街を狙うという設定だった。いくら発展して人口が増えているといえ、大陸の端にあるこの街に来るのは設定と矛む盾じゆんしている。

　……ただ、それはゲームの話で、ここは現実だ。

　狙われているのがおかしい、と考えるのではなく、何故狙われているのか、を考えるべきだろう。

「この街を襲撃する理由は分かっているのか？」

　だから聞くと、目の前のブリジッドは苦笑した。

「ラグナ様は鋭いですね。……確かに、この街の人口は中央に比べたら全然ですけれどね。ただ、天魔達にとってこの街を狙う理由、人口とは別にありまして。実は──」

　と、そこまでブリジッドが話した時だった。

　ドタドタ、と部屋の外が慌あわただしくなった。

　そして数秒の後に、焦った表情の男が一人、部屋に飛び込んできた。

「ブリジッド様！　お話し中の所申し訳ございません。緊急のご報告があります！」

　男は入るなり、俺達に会釈をしながら声を張り上げた。

「何事です？」

「下級天魔の一部隊が街に出現しました」

「──ッ！　こんな時に……!!」

　ブリジッドは歯は嚙がみをした後で窓の外を見やる。

「出現ポイントは？　対処はどうなっていますか」

「位置は北門の関所。数は七！　現在は自警団が対応しておりますが……今回用意した武器が通用せず、押されている模様です！」

「くう、まだ補充が終わっていないというのに。なんてタイミングの悪い……！」

　ブリジッドは悔しげに顔を歪ゆがめた後で、深く息を吐いた。そして俺達を見て、

「ラグナ様！　説明はもう少しだけお待ちを。先に天魔を片付けさせてください」

　そんな事を言ってきたのだが──、

「いや、ブリジッド。俺は待つ気は無いよ」

「え？」

「俺はそういう報告や連絡を後回しにされるのが凄すごく苦手なんだよ。仕事をしている時から効こう率りつ厨ちゆうだとか、同どう僚りようから言われる位くらいに」

　効率の悪い働き方は苦手だ。

　運営をやっていた時からそうだし、それは今でも変わらない。

　問題が発生したのならばすぐに原因と理由を報告してほしいと思う。急にタスクが入ってきたのならさっさと終わらせたい。長く待たされるのは嫌いだ。だから、

「あ、あの、どういう事、でしょうか？」

「どうもこうも、俺とレインとケイで、その天魔の尖せん兵ぺいを倒してくるって言ってるんだよ。……いけるか、レイン。ケイ」

　俺が両隣に座る少女に尋ねると、彼女たちは待ってましたと言わんばかりに立ち上がった。

「はい、もちろんです！　天魔王から解放されたこの身体、存分に使いますよ！」

「ケイも、やる。この身体で本格戦闘するのは初めてだけど、楽しみ」

　二人はやる気十分だ。

　自分が育てた彼女たちが活躍したがっているのを見たら、俺もやる気が出てきた。

「さて、さっさと済ませて話に戻りたいから、案内してくれ、ブリジッド。その天魔が出たって場所によ」

「は、はい！」

　そうして、俺はレインやケイと共に、街の北部へと繰り出すことにした。

　もしも天魔が喋れそうな奴ならば、このセインベルグを襲って来た理由を絞り出せれば良い、とそんな事を思いながら。







　街の北部では既すでに、自警団対天魔の戦闘が開始されていた。

　やってきた天魔は、白い物体で出来た人のような形の何かに、のっぺりとした顔を付けた、人形のような存在だ。人はそれを下級天魔と名付けていた。

　そして下級天魔は皆一様に、白いカラーリングの武器を手にしている。

　下級天魔は急に街へ現れたかと思うと、目に付いた人間に向かって手にした剣を振り降ろしていた。そんな輩やからを自警団の面々は倒すために武器を振るっていたのだが、

「おいおい……武器が通らねえぞ！」

　自警団の一人が天魔に向けて剣を振り下ろしたが、しかし体に当たる前に弾はじかれた。そればかりか、半なかばからベコリと曲がってしまう。

　それを見た、別の自警団メンバーは叫ぶ。

「天魔の鎧よろいだ！　レベル２０未満の武器しか持ってねえ奴は下がれ！　防護を突破できねえ上に、武器を壊されるぞ!!」

　天魔には自動的に身を守る防護機能があった。下級とされる天魔でも、ただの武器では傷一つ付けることが出来ない。

　レベル２０以上の武器があって初めて、天魔の体にダメージを与えることが出来るのだ。けれども、

「くっそ！　何だこのなまくらは！　今回支給されたのはレベル２０以上の上等な武器じゃ無かったのか！」

　剣を曲げられた自警団の男は、曲がった武器をその場に捨てる。

「新しい武器の輸送部隊はまだなのか！　冒険者は?!」

「冒険者は南門の防護に向かいました。また、武器の輸送は先ほど出たとの連絡が!!」

「出前じゃねえんだぞ！　武器がねえ俺達だけでもつワケねえだろ！」

　自警団の目の前には、既に下級天魔が七体、立っていた。

　その体には手傷を少しばかり与えられているが、隙すきを見せれば一瞬でやられる。そんなレベルの負傷しか与えられてない。

　このままでは、自分たちは全員殺されてしまう。そればかりか、自分たちの後ろにいる住民の平和すら壊れてしまう。

　……くそ。何か、何か他に無いのか。秘密兵器でも何でも良いから、奴らを倒せる武器を──！

　そうして自警団の男がよそ見をした瞬間、下級天魔が突撃してきた。

「ぐっ!?」

　高速で、重たい体がぶち当たり、自警団の男は地面に転がされる。

　だが、下級天魔の動きは止まらない。そのまま剣を振り上げ、二撃目の動作に入っていた。もう止められない。必殺の一撃だ。

「この野郎…………！」

　冒険者が歯嚙みと共に、その振りかぶった剣を見上げた瞬間、

　──ザッ

　という軽い音が響いた。

　その音が終わると同時に、下級天魔達の動きも止まった。そして、

　ずるり、と、下級天魔達の首が落ちた。

　七体とも全てだ。

「え？　これは、どうなって……」

　突然の出来事に自警団の面々がぽかん、としていると、

「おーい、大丈夫かよ、自警団の兄ちゃん？」

　そんな声が背後から聞こえた。自警団の一人が振り向くと、そこには光の剣を周囲に漂ただよわせる人がいた。やや声は低く、男勝りな態度をしているが、それでも、

「……美しい」

「うん？　おい、大丈夫かよ、アンタ。ぼーっとしてるけど、怪け我がでもしたか？」

　綺き麗れいな顔をしたその人が声を掛けながら近づいてくる。

「あ、ああ、ちょっとアンタの綺麗な顔に見とれていただけで、俺は大丈夫だ」

　そういうと剣を従えた人は苦笑した。

「おいおい。勘違いしている所悪いけど、俺は男だよ」

「え……ッ!?」

　言われて剣を従えたその人を改めて見れば、確かに男のように見えた。不思議な人だ。中性的で女のようにも男のようにも見える。そしてどちらにしても言えるのは、

「いや、でも、綺麗に見えるからよ、アンタ……」

「はは、褒ほめ言葉として受け取っておくよ。で、アンタは、怪我は無いかい？」

「お、おう」

「そりゃ何よりだ。それで、この辺りにいる天魔はこれで最後か？」

「そ、そうだ。下級天魔の先せん遣けん隊たいだから、本隊はまだ残っているだろうが……先遣で来た奴らはあれで全てだ」

「なるほど。まだ本隊がいるのか。面倒だけど……また戦うしかないか」

「またという事は、先ほどの攻撃は全てアンタがやったのか？」

「俺だけじゃないけどな」

　そう言って光の剣を従えた彼は視線を横に向けた。そこには、炎の剣を持った少女と、バチバチと雷撃を纏った羽を生やす幼女がいた。

　光の剣を従えた男が手を振ると、彼女たちも嬉うれしそうに手を振り返していた。とても気軽なやり取りであるが、倒した天魔を挟んでの行為だ。自警団の男は驚きよう愕がくしていた。

「アンタ達は一体……何者なんだ？　天魔の鎧を突破できるほどの力を持っているだなんて……」

　その言葉を聞いた彼は、苦笑した。

「何者って、よく言われるなあ。──まあ、一介の、鍛冶師だよ。じゃあまたな、自警団の兄ちゃん」

　それだけ言うと、彼は去って行った。光の剣と、炎や雷の武器を持つ少女を従えて。

「な、なんだったんだ、あの人たち」

「わ、分からねえ。ただ……とんでもなく美しくて、強かったのは、確かだ」

　自警団の面々は顔を見合わせて、頷き合う。

「ああ、それは同意する。鍛冶師って言っていたけど、綺麗で、格好良くて、不思議な人だった。神様って中性的に描かれるけどよ、まさにそんな感じだったな……」

　自警団の面々は鍛冶師たちの後姿を見ながら、熱に浮かされたような顔で、そんな言葉を口にするのだった。







　天魔を討とう伐ばつした俺達が、冒険者ギルドの部屋の扉を開けると、

「……街を防衛して頂き、有あり難がとう御座いました、ラグナ様。こちらから望遠魔法で見ていました。あの天魔を軽々と両断するなんて……」

　そこで待っていたブリジッドは深々と礼をしてきた。

「別に良いって。天魔襲撃の理由を説明して貰う為にやった事だしな。そんなギルドのトップに頭を下げられるような事じゃない」

　確かに天魔の防壁は低レベル時だと厄やつ介かいではあるものの、現時点の俺にとっては楽に始末できるモンスターだ。

　それくらいで頭を下げられると悪い気がする。というか、今日だけで彼女は礼をし過ぎだと思うし。

「いえ、わたくしにはこうして頭を下げて、感謝を伝える事しかできませんので。というか、わたくし程度の頭ならいくらでも下げさせてもらいますよ。商人として誠意と敬意を忘れてはやっていけませんから。レインさんもケイ様もご協力感謝します」

「私たちはただ、ラグナさんに付いていっただけですから。そんなに畏かしこまらなくていいですよ、ブリジッド」

「いえす。ケイは、適当に暴れただけ、だし」

「そうです、か……。そう言って頂けると気が楽になります」

　ブリジッドはそう言って上半身を起こし、椅子に座った。とりあえず、先ほどの状況に戻ったようなので、

「それじゃ、落ち着いた所で話してくれブリジッド。この街が狙われた理由を」

　無言タイプの天魔だったので、話を聞く事は出来なかった。

　それ故ゆえの聞き出しだ。

「はい。街を守って頂いたラグナ様達には、話しておくべき事でしょうね。……ただ、これは一部の人間だけしか知らない機密事項なので、出来れば広めないようにしてください」

「おう、了解だ」

「実は、ですね。このセインベルグの中央地下には、ちょっとした仕掛けが施されてまして。『トラベルゲート』といわれるものが眠っているんです」

「……トラベルゲートだと……？　そんなものがあるのか？」

　俺は思わず目を見開いて聞き返してしまった。

　トラベルゲートというものは、ゲームシステムの一つとして用意していた街の設備だ。その効果は、自分が登録していた街に、一瞬で移動できることだったが、

「はい。異空間と繋つながる扉のようなものがありまして、そこをくぐると一瞬で他の街にたどり着けるのです」

　現実でも一緒であるようだ。

「このセインベルグから他の都市国家には行き放題、ってことか？」

「はい。特定の都市にしかいけませんし、入れるサイズにも限りがありますが……それでも絶大な力を持った神代の遺産なんですよ。それを研究し、上手く使いこなすことで、セインベルグは発展したんです」

「この街がでかくなってたのは、ゲートのせいだったのか」

「はい、ゲートがあれば交易も楽にできますし、異空間を繋ぐ技術を転用して、様々な道具を作ることもしています。わたくしの馬車もそのうちの一つですね」

　確かに、ブリジッドの馬車は外見に反して容量が大きすぎると思っていたが、なるほど。トラベルゲートの技術を応用したのか。だけど、

「でも、他の街にもトラベルゲートはあるんだろ？　どうしてセインベルグだけ発展したんだ？」

「それが、何故か他の街からはこのセインベルグだけにしか来られないので。必然的にここがハブになったんですよ」

「ここだけしか、来られない、か」

　ゲームのトラベルゲートはどの街にいても、移動先さえ知っていればそのまま移動出来た。現実では違うようだが何か理由があるんだろうな。

　……まあ、それは後々に解明すればいい。

　今大事なのは、天魔に狙われている理由の方で、

「この街がトラベルゲートのハブだから、襲撃されているってことか？」

　聞くと、しかしブリジッドは首を横に振った。そして、

「いえ、正確には。このゲートが、『神の遺い産さん』という物だから、だそうで」

「神の遺産？　ゲートが？」

「はい。この、セインベルグのゲートがです。天魔たちは神の遺産、と呼ばれるものを集めているそうなのです。ただ、これを奪われてしまうと、わたくしたちは大打撃を受けてしまいます。経済的にも戦力的にも。なにせ──このゲートからは他の英雄の方が住まう土地に行けるのですから」

　ブリジッドの言葉に、俺は目を見開いた。

「英雄の住まう地って、他の伝説の武器がいる場所ってことか？」

「ええ。天魔王を止めた英雄たちとの連絡網を、ゲートという形で所有していることになりますね」

　なるほど。それは奪われる訳にはいくまい。だが、それで連絡出来るというなら、

「今すぐ、その英雄たちを呼ぶことは出来ないのか？　その伝説の武器たちに対処をして貰えば、天魔如ごとき、どうにかなりそうな気もするんだが」

「それが出来れば一番なのですが……不可能なのです」

　俺の提案に対し、ブリジッドは首を横に振った。

「レインさんともう一人を除いた残りの英雄四名は今、それぞれの土地の守護に入っておりまして。既に防衛に力を割いて下さっているので、下へ手たに呼べないのです」

　そうなのか。ゲートを使えば俺が作った伝説の武器に会えると思ったのだが、流石さすがにそう上手くはいかないらしい。とはいえ、

　……俺の育てた子伝説の武器たちが活躍してくれているのか。

　未実装だった子たちが活躍しているというのであれば、不ふ謹きん慎しんだが嬉しく思ってしまう。

　……レインの件もあるし、武器たちの現状がどうなっているのか分からないから、諸もろ手てを上げては喜べないのだけれどもな。

　だから俺はブリジッドに尋ねてみることにした。

「ブリジッド。伝説の武器……英雄達が来られないってのは分かった。なら、俺達をその伝説の武器がある場所に連れてって貰う事は出来るかな？」

「ラグナ様を、ですか？」

「ああ。俺も、伝説の武器には用があるんだよ」

　自分の記憶を取り戻し、この世界に来ることになった理由を探すために。そして、苦しんでいるなら助けるために。

　だから俺をその場所に連れて行って貰えないか、と問うたのだが、

「それは……難しいですね」

「どうしてだ？」

「それが、ですね。伝説の武器がある場所に行くゲートは、わたくしの一存では動かせないのです。物理的にも権限的にも」

「ブリジッド程の人でも権限が足りないのか」

　ギルドの会長となれば、かなりのお偉いさんの筈だ。それでもなお足りないと来たか。

「はい。このゲートを動かすためには冒険者ギルド、商会ギルド、鍛冶ギルド、街運営ギルド会長の承認と鍵かぎが必要でして。商会と冒険者ギルドはわたくしの方でオーケーなのですが、しかし残りの二つは、別の一人が権限を持っていらっしゃいまして」

「つまり、そっちの人にも話を付けないといけない、と？」

「はい、天魔王を倒す程の力を持ち、街の防衛を手伝って頂いたラグナ様であれば、わたくしは喜んで使用許可を出させていただきますが、もう一方の方がどう出るか、分かりません。彼は街を愛しているので。防衛を手伝って頂いたということであれば、許可を出すとは思いますが……」

「なるほどなあ。この街の信用度がまだまだ足りないってことか」

　予想はしていたことだった。

　ゲームでもそうだったのだ。サブイベントをこなして、街の好感度と信頼度を上げることで、使える施設を増やせていた。トラベルゲートもその一つだった。

　ゲームでもこの世界でも、そこは変わらないらしい。

　トラベルゲートというのはこの街の機密なのだから、部外者である俺が使わせてくれ、というだけで使わせてくれるわけがない。

「申し訳ありません。融通が利かず」

「いや、良いんだよ。伝説の武器の在あり処かへとつながる場所があると知れただけで大助かりだ」

　そう言うと、ブリジッドはほっとしたように微笑んだ。

「恐らくラグナ様のお力ならば無理に押し通ろうとすれば可能でしょうに、それをしないでいただけるのは本当に助かります」

「俺はそこまで無む体たいな事をするつもりはないよ」

　今後の事を考えれば、敵対しない関係を築いていった方がプラスになるだろうし。

「まあでも、伝説の武器について、何か知っているなら、他の情報も貰えると有り難いんだ」

「そう、ですか。では、この天魔との戦争状況が落ち着き次第、こちらが知っている事をお話し出来ればと思います」

　と、ブリジッドが喋り終わると同時、俺の背後にある部屋のドアが開かれた。そして、

「ブリジッド様。度たび々たび申し訳ありません。急ぎの報告があります」

　つかつかと、部屋に男女二人が入ってきた。

　片方は先程も報告してきた男性。

　そしてもう一人は、帽子をかぶった少女だった。

　ノック無しで入ってきた彼らを見て、ブリジッドの表情が引き締まる。

「今度はなんです？　良い報告……ではなさそうですが」

「はい。悪い報告です。というのも先ほどの戦闘で判明したのですが……先日、自警団の為に購入した武器が粗悪品で、天魔に通じるようなモノではありませんでした」

　その報告に、ブリジッドの眉がピクリと動いた。

「……なんですって？」

「ラグナ様が捕らえられた詐欺集団から情報を引き出したのですが。どうやら今回の武器仕入れにも嚙んでいたらしく。彼らとの契約は、ここにいる彼女が担当官となっていたのですが、……見事に騙だまされたようで」

　入ってきた男はそう言って帽子の少女に目線を送った。

　そしてブリジッドもその目を帽子の少女に向けた。

「ひう……」

　帽子の少女は泣きそうだった。そんな彼女にブリジッドは冷静に語りかける。

「まずは落ち着いて情報を整理したいので、とりあえず、貴女あなたの言い分を聞かせてくださいませんか？　武器の購入契約の際、どうして粗悪品を摑つかまされたのか。品質の確認はしなかったのですか？」

　そうした静かな問いかけに対し、帽子の少女は目に涙を溜ためながら答えていく。

「も、申し訳、ありません。鍛冶の本場、アイゼンシュタッドの刻こく印いんとブランド銘を見せられて、全品チェックを怠おこたってしまったのです……」

「補足します。実際、鍛冶鑑定人に調査させた所、運搬されていた剣の一部は、レベル３０以上の上等なホンモノだったそうで。契約時の品見せの際、剣は箱詰めされており、一番上に置かれていたそうで」

「それで、一番上の品だけを鑑定して、全てチェックしないまま、武器庫に入れてしまった、と。そういう事ですか」

　帽子の少女は頷いた。

「は、い。持ち込まれた数が百余本と大量だったため、鑑定人が頑張っても一本につき十分はかかると説明したら、破談しそうになったので……。とにかく、早く仕入れをしなければ、と思いまして。まさかセインベルグの商会を騙す事なんてしないだろう、と」

　空気が重くなってきた。あと、胃が痛くなってくるような重さだ。

　……あああ……これ、あるあるなんだよなあ。

　デバッグ作業だけじゃなくて、他の仕事でもよくあったことだ。

　……この位良いだろって、都合よく解釈して信頼して、自分に甘えて流した箇所ほど、後々ミスが発覚しやすいんだよな。

　なんて思っていると、ブリジッドが深く吐息した。

「仕方ない、ですね。鑑定には時間が掛かるのに、時間が無いから早く仕入れろと言ったわたくしのミスです」

「そ、そんな！　今回の件は、私が甘えずチェックしておけば起きなかった事ですから、責任は私にあります……！」

「責任があるからといって、貴女に取り返せるのですか？」

「それは……無理……です」

「でしょう？　……だから今回の責任はわたくしにあります。そういう事で良いのですよ」

　上司も上司で大変だ。

　こういうとき、叱しかってもどうしようもない気持ちもよく分かる。

　そして、俺は知っている。

　申し訳ないけれども、卑ひ怯きようだとも思うけれど、こういう状態の時こそ信用を得るチャンスだと。

「なあ、ブリジッド。提案と取引があるんだが、ちょっといいか」

「え？　あ、はい、なんの提案でしょう？」

「俺の職業は知っているよな？」

「ええ、ラグナ様は鍛冶師ですよね。しかも伝説クラスの。それが──」

　と、そこまで言った段階で、ブリジッドは息を呑のんだ。どうやら気付いたらしい。

「そう、俺は鍛冶師だから、その弱い武器を鍛え直すことが出来る。少なくともレベル３０以上には出来るんだ。だから、取引をしよう、ブリジッド」

　そして俺は緊張する彼女を前に、提案をする。

「俺がこの街に鍛え直した武器を卸す代わりに、最後のひと押し、もう一人の説得に協力して貰う為の信用を、君の方から貰いたい。武器百本分の信用を俺にくれ」

　この街を守るため、そして信用を得るための提案を。







「これが例の剣か」

　俺の目の前には、帽子の少女が仕入れてしまった鉄の剣が並べられていた。

　ブリジッドがギルド職員を使って運んでくれたのだ。

【鈍なまった刃やいばの鉄剣（ノーマル）　ＬＶ１　状態：なまくら】

　そしてそれらのステータスは全てこうなっていた。

「ま、こうして見ると、確かに粗悪品だ」

　目の前にある剣は全て、レベル１だ。

　ステータス看破でそれは分かっている。

　これでは、剣の形をした鉄素材としか言えない。

　特殊な能力もない。ただ、だからこそ、

「うん、問題なく鍛えられそうだ」

　そう言うと、隣のブリジッドが冷や汗を浮かべながら声をかけてきた。

「ら、ラグナ様。本当にこの場所で鍛冶が出来るんですか？　工こう場ばや鍛たん錬れん場ばも、言って貰えればどうにか空あけられますが……」

「それだと今使っている人らが大変になるだろ。それに俺の鍛錬には炎は使わんし」

　使うのは鍛冶ポイントと鍛冶スキルだけで良い。

　この部屋でも十分に鍛錬出来る。だからこそ、この場に運んでもらったのだ。

　成果をその場ですぐに見せるためにそうした方がいいと考えての事だ。ただ、

「ほ、本当に、大丈夫ですか？　百本の鍛錬だなんて、熟練の鍛冶師でも無む茶ちやだと申しておりましたが」

「ブリジッドはかなり心配性だな。了承して、俺の信用を上げるために、鍛冶ギルドの会長を呼んでくれてるってのに」

　それはもう成功を前提として動いているのだから任せてくれればいい。そう思っていたのだが、

「ええ、まあ。ただ、先ほど呼ぶために念ねん話わで鍛冶、街運営ギルド会長と話したら『無茶に決まってるだろ馬鹿！　二時間に一本仕上げるのが普通の鍛冶師の限界なんだから。その鍛冶師の身体が大事なら無理させるんじゃねえ！　俺の所から人員を貸すから数時間、待っていろ!!』と怒ど鳴なり声を貰ったので……」

「はは、良い人みたいだな、その鍛冶ギルド会長ってのは」

　見ず知らずの鍛冶師を心配するだなんて、相当なお人よしなんだろうな。

「ええ、良い人です。そして鍛冶師としての腕も確かですから、もしもその人の言う通り、ラグナ様の身体に何かあったら……。レインさんやケイ様は平然とした顔をされてますが、彼女たちの大切な人を傷つけた事になりますし……。だからもう少し待って、鍛冶師達と協力するのもいいかと、思いまして」

　ブリジッドは緊張だか恐怖だかが入り混じった表情になっていた。

　レインの怖さは彼女も知る所だから、そんな顔になるのは分からないでもない。ただ、

「先遣隊が来たって事は、本隊がいるんだろ？　そんな長時間、敵は待ってくれるのか？」

「それは……今までの例からするとギリギリ、という所ですね。先遣隊が来て、最速で半日ほどで本隊が来たので。半日までは待てると思います。作ったあと、配備する時間を考えるともう少し早く完成させたいですが……」

　ブリジッドはそう言って顔を歪めた。そんな彼女に、俺の横に控ひかえていたレインは静かに語りかける。

「ブリジッド。心配しなくても大丈夫ですよ。このくらい、ラグナさんには何てことないですから」

　レインは微笑みながらブリジッドにそう告げていた。

　その顔に不安の色は全くない、強烈な信頼を感じる言葉だった。少しこそばゆいが、信頼されるのは、とても嬉しいものだ。

「まあ、レインの言う通り、何てことなく終わるさ。むしろ、鍛冶ギルドの会長に信用してもらうために、何てことなく終わらせる必要があると思ってるし」

　話を聞く限り、悪い人物では無い。無茶する事を知ったら飛んでくるような御ご仁じんだ。

　是ぜ非ひ、信用を勝ち取りたいものだ。

「ああ、会うまでにある程度、形にしちまいたいから、ちゃっちゃとやるか」

　そうして腕まくりをすると、ブリジッドが今度は心配そうな声を向けて来た。

「ラグナ様。ラグナ様が凄腕なのは信用しています。それで、百本分、鍛えるとするならば、どれくらい時間かかりますか？　下級天魔が来たということは、本隊もすぐに来るので。時間を伝えて頂ければ出来次第、配備に回させて頂こうかと思うのですか」

「おお、そりゃ手回しがいいな。なら、とりあえず十本ずつ仕上げていくことになるかな」

「い、一時間十本……ですか。いえ、通常の鍛冶師の二十倍ですから素す晴ばらしいですが、そうなると、十時間ですか。本隊が来る前には、ギリギリ配備が間に合うかという所ですね……。いや、職員を少し運搬役に回せば、どうにか……」

　ブリジッドはぶつぶつと言い始めたが、何を言っているんだろう。

　とりあえず、勘違いされると面倒なので、最初に訂正しておこう。

「おい、ブリジッド。一時間十本じゃないぞ。一度に十本って話だからな」

「……は？」

「まあ、とりあえずやるか。──《鍛錬》」

　俺は目の前にある鉄の剣十本に手をかざし、全てを撫なでるように触れていった。

　すると鉄の剣は光に包まれた。

　数秒もするとその光は、全て鉄の剣の中に吸い込まれる。

　そして出来上がるのは、吸い込んだ光を発しているかの様な、煌きらめく鉄剣だった。

「はい、十本完成」

「い、今の一瞬で、出来たのですか?!　一分も経たってませんよ?!」

「おう。調べて貰っても構わないぞ。あ、よく切れるから気を付けてな」

「で、では、失礼しまして……！」

　ブリジッドは俺が鍛えた剣のうちの一本を拾い上げ、

「で、では、この剣を鑑定用の鎧にぶつけてみます。レベル３０以上であれば切れる筈ですが……」

　帽子の少女が用意した、鎧付きのマネキンを切りつけた。すると、その鉄剣は鎧ごとマネキンを切り裂いた。

「た、確かにレベル３０以上です。しかも、軽く切りつけたのに、この威力……。──筋力増加の効果までついています、ね」

「いや、正確には体力増加だな。鍛冶ポイントが余ってたから付けてみた」

　そう言うと、ブリジッドと帽子の少女は、二人揃そろって目を丸くして俺を見た。

　どうやら、きっちり良いものが出来たのを確認して貰えたようだ。

「まあ、追加効果については、サービスだ。俺の武器で戦って死なれると後あと味あじ悪いからな。──ってなわけで、ちゃっちゃとやっていくぞー」

「あ、お手伝いしますね。とりあえず剣をラグナさんの周りに纏めておきます」

「いえす、ますたー。ケイもやるー」

「おう、二人とも有り難うよ。まあ、程々に急がずやっていこうや」

　そうして俺はレインとケイの協力を受けながら、目の前に置かれた鉄の剣に触れ、鍛冶スキルを使い続けていった。







　その男は、憤いきどおっていた。

　冒険者ギルドの会長から、鍛冶師を壊しかねない連絡を受けたからだ。

　……武器百本を短時間で鍛え直すだあ？　アホな事を考えやがって……！

　連絡を受けた後、十分で職人を呼び寄せ、男は冒険者ギルドに走った。

　そしてギルドの二階にある部屋に入るなり、彼はまず叫んだ。

「ブリジッド！　テメエ、鍛冶師を使つかい潰つぶすような連絡してきやがって……！　無茶を言いだしたバカ野郎は無事だろうな！　無事じゃなかったら鍛冶ギルド会長としてタダじゃおかねえ……ぞ……？」

　だが、威い勢せいの良かった言葉は途中までだった。

　目の前にある光景が、その言葉の勢いを留めたのだ。

　そこにあったのは、立派に鍛えられた鉄の剣。

　長年の鍛冶で鍛えられた目が、精密で素晴らしい品質であると訴えてくる。

　それが、何本も何十本も積み重ねられていた。更さらには、そんな剣に囲まれるように、一人の人間が部屋の中央で輝いていた。

「お、ちょうどいい時にギルドの会長が来てくれたな。休み休みやっていたけども、ともあれ、これでラストだ。レベル３０の鉄剣百本、全部完成だ」

　連絡を受けて無茶だと、無理だと言った、鍛冶師としての常識。

　それを全て覆くつがえす瞬間を、鍛冶ギルド会長である彼は見るのだった。

　目前の鍛冶師はこの短時間で、武器を全て鍛錬し終えることに成功していたのだ。







　休憩を挟みながらの作業だったので、意外と時間が掛かってしまったが、どうにか鉄の剣百本の鍛錬を終えることが出来た。

　鍛冶ポイントは２５００／３０００と普通の数値になるくらい減ってしまったが、作業が無事に終わったので良いだろう。

「んじゃ、あとは運搬宜よろしく」

「は、はい！　かしこまりました」

　そして山ほど積まれていた剣は、ギルド職員の手で、慎重に次々に自警団の元へ運ばれていく。これで仕事は一つ終わりだ。

　だが、まだやるべき事がある。むしろそっちが本命だから気合を入れよう、と思いながら、俺は先ほど部屋に入ってきた男の顔を見た。すると、そこには、

「あれ、鍛冶屋のおっさんじゃないか？」

　見覚えのあるドワーフの男がいた。

「アンタは……アースゴブリンの素材を売ってくれた、綺麗な兄ちゃんじゃねえか！」

　向こうもこちらを覚えていたらしい。ただ、気になるのは、

「鍛冶屋のおっさん、さっき鍛冶ギルドの会長って言葉が聞こえたんだが。マジでおっさんがギルドの会長なのか？」

「おうよ、その通りだ。ワシの趣味で鍛冶屋の店長も兼任しているがな。がはは」

　ドワーフのおっさん──もとい鍛冶ギルドと街運営ギルドの会長は胸を張って豪快に笑ったあとで、真剣な目で俺を見た。

「……そこのブリジッドから話を聞いた時はどんな馬鹿かと思ってたんだぜ。ゲート使って伝説の武器を見る代わりに、武器百本打ち直すとかさ。でも、そうか。……姉ちゃんみたいな兄ちゃん、とんでもない鍛冶師だったんだな。見ろよ、ワシが連れて来た連中が凹へこんでるくらいだぜ」

　ドワーフのおっさんはそう言って苦笑した。

「あー、なんか悪い事したか？」

「いやあ、いいんだ。ここまで見事な仕事を見られたのなら、こいつらにとっても幸福だったはずだからな。むしろ兄ちゃんに会えて良い事ばかりだ」

「そう言ってもらえると有り難いよ」

　この武器作りで、信用を得ようとしていたのだから。

　そう思った、瞬間だ。

「皆様！　報告します　天魔の本隊──五十体の集団が街の北部より侵入しました!!」

　部屋に飛び込んできた職員により、そんな報告がもたらされた。

「なっ、本隊が、もう来たのですか？　見張りはどうしたのですか!?」

「それが、見張り台の方が先の先遣隊の攻撃で破壊されており……」

「くっ……まだ半日も経っていないというのに……！」

　どうやら今までで一番早く来てしまったようだ。

「ちっ、こうしちゃいられねえ。話はまた後だ！　ワシたちも出る！」

　そうして折せつ角かく集まった鍛冶師ギルド会長はその仲間たちと共に、部屋から出て行った。

　街の危機とあらばすぐに戦う姿勢に出るとは、おっさんたちは人が良いだけじゃなくて、勇気もばっちり備わっているらしい。

　そして、こうも思う。

　──これも信用を稼ぐ、良いタイミングだと。

　窓の外、既に煙が上がっている。

　どうやら戦闘になっているようだ。

「っ、既に侵入されましたか。仕方ありません。わたくしも向かいます。ラグナ様たちは──行く気マンマンのようですね」

　腰に付けた武器に触れつつ、歩き出した俺を見て、ブリジッドは声を震わせていた。

「当然だろう、ブリジッド。俺は鍛冶師なんだから、俺の武器がしっかり活躍出来ているか見届けたいさ」

　鉄剣百本の配備は、既に済んでいる。だから、後は見届けるだけだ。

　そう思いながら、俺は腰に付けたケリュケイオンとレーヴァテインに触れつつ、歩きだす。

「それに、天魔たちがいたら、ゲートを使う使わない以前の問題だからな。話を早く進めるためにも、行く以外の選択肢はない」

　今が一番、効率的に動ける時だしな。そう思っていると、レインとケイが俺の横に並んだ。

「行きましょう、ラグナさん。私の身体と命はラグナさんと共にありますので、存分にお使いください！」

「いえす。ケイもますたーと一緒……」

　二人ともやる気十分だ。

　ああ、そうだ。俺は彼女たちが活躍する場面が見たかったんだ。そういう意味でも、この戦いには意義がある。

「それじゃあ、行くか。俺が育てた武器の力、襲ってきた天魔どもに見せつけてやるぞ！」

　俺達は、街の戦場に出る。街を防衛するために。

　そして力を思う存分振るうために。







　セインベルグ北部では、天魔と自警団の戦いが繰り広げられていた。

　相手はつい数時間前と同じ下級天魔だ。

　ただし、その数は明らかに異なり、数十体に増えていた。

　だが、異なっているのは天魔の数だけではない。

　戦況もまた異なっていた。

「よっしゃあ、天魔一体撃波！」

「こっちもだ。……この剣、すげえぞ！　これなら天魔の防護を切り裂ける！」

　百余人ほどで構成された自警団側が押していたのだ。

　彼らは光を放つ鉄の剣を手に、下級天魔を切り伏せていた。

「さっきは数十人で囲んでようやく一体を足止めするのがやっとだったのに、やっぱりスゲエ武器を使うとちげえな！」

「ああ、しかもこの剣、さっき出てきた神様みたいな鍛治師の作品らしいぜ。なんでも百人分、あっという間に用意してくれたらしくてよ」

「マジか！　そりゃとびきりの加護が掛かってそうだな。道理で剣を持つだけで力が湧わいてくるわけ──だ！　よっしゃあ、もう一体撃波ァ！」

　自警団の面々は、襲いくる天魔を相手に、一歩も引かずに戦い続けていた。

　怪我人はいるが、未だに死人はゼロだ。

　自分たちが持っている武器の強さに余裕の会話すら出てくるほどだった。

　このままいけば、被害も少なく下級天魔達を押し返せるかもしれない。

　そんな事は英雄クラスや勇者クラスにしかできないような偉業だ。

　そう思った彼らの士気はどんどん上がっていく。

「ああ、このまま行けるぜ。俺達は……！」

　そして、天魔を倒そうと誰もが意い気き揚よう々ようと武器を振るおうとしていた。その時だった。

「──何をしている、下級天魔ども」

　空から巨大な剣を持った、大きな体たい軀くの天魔が降ってきたのは。

「人間どもを裁いて餌えさにせよと言ったのに、チマチマと倒されおって。恥を知れ。そして──調子が良いようだが、ここまでだな人間ども」

　大きな天魔は嫌そうなものを見る笑みを浮かべながら、自警団の姿を見降ろしてくる。

　その光景に、思わず自警団の面々は後ずさった。

「なんだ……この威圧感……」

「やべえ。この感覚、中級天魔でもありえねえ?!」

　震えるような自警団の声に、大きな天魔は顔をしかめた。

「中級天魔？　そこまでしか感じ取れないのか？　私は、上級天魔長ベイラだ……！」

　言いながら、ベイラは剣を振り下ろした。無む造ぞう作さに、しかし自警団を潰すために。

「ぬおっ!?」

　自警団たちは反射的に手にしていた剣を上に構えた。ベイラの剣を受け止めようとして。だが、

「やべえ……弾かれる……っ！」

　膂りよ力りよく差さから、思い切り弾かれ吹き飛ばされる。

　たった一振りで、自警団の集団は街の地面を転がされた。ただ、それでも、

「あぶねえ……。死ぬかと思った……」

　自警団の男たちは生きていた。

「あの一撃で折れてもいねえとか、この武器、本当に頼りになるぜ……！」

　頭や腕から血を流しつつも、再び立ち上がり、武器を構える。そんな彼らを見て、ベイラの表情が更に渋くなる。

「私の一振りで折れないだと？　はは、最悪だ。貴様らもその武器も。さっさと神の名の下に裁かれてほしいのだがな！　何故、貴様ら人間というのは私たちの目的に逆らうのだ……！」

　面倒そうな表情で、声だけが大きくなっていく。そんな上級天魔に、自警団の面々は笑いを返す。

「はは、そういう訳にはいかないな、情緒不安定な天魔さんよ。俺たちはここを守って、あんたらを倒すのが仕事なんだから……！」

　そして言葉を終えると同時、自警団の面々は一斉に、天魔に向かって走り出す。剣を携え、三方向から一斉に切りかかろうとした。だが──、

「通常攻撃を耐えただけで調子に乗るな。私は、我わが主あるじから武器を賜たまわりし者だぞ。──《シンソク》」

　ベイラが腰だめに剣を構えて言った。瞬間、

「……!?」

　ベイラに攻撃を加えていた者は、体を切り裂かれ、吹き飛ばされていた。

　更には、ベイラの近くにいた自警団すらも巻き込んで、きりもみしながら地面に倒れ伏す。

「な、んだ、今の。見えなかった……ぞ……」

「刀が光ったと思ったら、いきなり後ろに……?!」

　倒れ込んだ自警団の面々は口から血をこぼしながら、ベイラを見上げた。

　彼は、愉ゆ快かいなものを見る目で倒れた人間たちを見ていた。

「はは、素晴らしい！　流石は我が主から賜った武器の《オウギ》だ。邪魔だった人間たちがあっという間に倒せるとは。ああ、これさえあれば私は天魔王さえも超えられる……！」

　ベイラはふるふる、と震えながら心底楽しそうに笑う。

「ああ、神から賜ったこの剣で私は神に近づける……！　この感覚は素晴らしい！　私がこのまま神の遺産を集めればもっともっと神じん器ぎを賜れる。そうだ。このまま、神の僕しもべでありながら、自我を持って反旗を翻ひるがえした伝説の武器を回収し、磨すり潰つぶせば更なる力を得られるのだろうな……！」

　心底楽しそうに言いながら、ベイラは自分が持つ剣を掲げてうっとりとした視線を向ける。そして、

「という訳で、人間ども。貴様らは邪魔だ」

　ベイラの顔が、地面を転がる自警団に向いた。

「……く……」

　自警団には、もはや起きる力すら残っていない。それでも、

　……まだ、武器は折れちゃいねえ。

　手にした剣は砕けずに、手元に残り続けている。

　ならば最後の一瞬まで足あ掻がいてやる。剣を振るえなくても、抗あらがう意思は示してやろう。そう思って、今にもこちらの頭上に落ちてきそうな、ベイラの剣を睨にらみ続けた。

　その時だ。

「ぬ？　なんだ、この武器は」

　剣の形をした光が、ベイラの剣を止めたのは。そして、

「おい、俺の子たちをどうするって？　聞き捨てならない事をペラペラと喋ってくれるじゃないか、上級天魔さんよ」

　先程も見た鍛冶師が赤い剣と黄色い杖つえを持った状態でやってきたのは。

　……ああ、もう一度来てくれたのか。俺たちの、鍛冶師の神が……。

　そんな姿を見たのを最後に、自警団は意識を失った。







「伝説の武器をすり潰す？　はは──面白くもない事を言ってくれるじゃないか」

　俺は幻影武器を展開しながら、レーヴァテインを引き抜いていた。

　そして一歩一歩、上級天魔へと近づいていく。

　左右にはレインとケイがいるが、

「レイン、ケイ。君たちは後ろで下級天魔を潰しておいてくれ。アイツの狙いは君たちも含まれるみたいだから、俺がやっておくよ」

「了解です、ラグナさん」

「いえす。でも、ますたーが傷ついたら、我慢できずに行くから。気を付けてね」

「はは、責任重大だな。了解だ。怪我を負わないように無事に済ませるよ」

　そうして俺だけが、上級天魔へ向かっていく。

「なんだ貴様？　貴様もこのベイラが振るう、我が主から賜った武器を味わいに来たのか?!」

　ベイラと名乗った上級天魔はやけにテンションが高いまま、剣を振るった。それだけで振り下ろしを止めていた幻影武器は弾かれる。

「まあ、いいだろう。天魔王様を超える一撃、思う存分受けるがいいさ。そして──死ぬといいぞ、人間。《シンソク》」

　テンションを急落させたベイラの姿がぶれた。

　突風のような勢いで、俺の前まで迫ってくる。

　なるほど、先ほどは遠くからで良く見えなかったが、これが先ほど自警団を吹き飛ばした技の正体らしい。

「高速の剣で切り裂かれよ、人間……！」

　そんな声が聞こえると同時、長大な物が振るわれる風を感じた。だから、

「ああ、これは、よく、知っている奴だな」

　俺は右手のレーヴァテインを適当に、力任せに振った。

　何かに当てようとか、そんなことは考えていなかった。けれど、それだけで、

「ぐお……?!」

　ベイラは地面に叩たたき付つけられた。そしてバウンドして、俺の右方に吹き飛んで、建物に激突した。

　ただ、流石は上級天魔と言うべきか。すぐに起き上がってこちらを見た。

「き、貴様……な、何故、私の攻撃が見える！」

「うん？　攻撃なんざ見る必要はない。それは一秒でこちらに突っ込んできて高速斬撃を与える《シンソク》って奥義だろう？　反応し辛づらいけど、一直線にしか動けないから武器をぶんぶん振って構えておけば当たってくれるんだからな」

　その言葉に、ベイラはあからさまに驚く。

「な、何を言ってる。何故、貴様は、この技を知っている……！」

「はあ？　当然だろう。その技を調整したのは……俺だからな！」

「ち、調整……？」

　俺の言葉をベイラは理解出来ていないらしい。まあ、それならそれでいい。もとより理解させる気も無いのだから。

「これでも遅くなった方さ。最初はコンマ二秒で突っ込んできていて反応とかそういう問題じゃなかったからな」

　お陰でこのゲームのコミュニティが大荒れになった事もあった。

「だから弱体化したんだが、……正解だったな。お陰で……お前に楽に勝てるんだし」

「くぅ……訳の分からぬことを言いおって……！　良いだろう、この武器にはまだ先が、神の領域がある！　それを見せてやる！」

　ベイラは叫び、剣を天高く掲げて、

「──《オーバーリミット》！」

　高らかに言った。

　瞬間、ベイラの体に天から赤い光が降り注いだ。

　その光は、剣と彼の身体からだを赤く染め、全身の筋肉を盛り上げる。

　筋力を上げて攻撃の威力、与ダメージを上げるスキルだ。

「ははは……更に威力の上がった奥義を受けてみよ！　《シンソク》……！」

　そして再びベイラは奥義を打ってきた。

「──でも、それは駄目だって」

　俺が再び、目の前の虚こ空くうに向かって剣を振るうと、ちょうどそこに現れたベイラの顔面にヒットした。

「ぬぐおおおお!?」

　そのダメージにベイラの顔がボロボロと崩れていく。

「な、何故だ。何故、これで通用しないのだ……！」

　崩れかけた顔でベイラは叫ぶ。だが俺からすると当然の帰結だ。

《オーバーリミット》は威力を上げるが技の発生速度が遅くなる。そういう効果なのだから。

　……使う順序が逆なんだよ。

　オーバーリミットで火力を上げて、相手を削ってから、《シンソク》でトドメを刺すのが常道なのだ。まあ、敵に向かって教えてやる義理はない。しかし、

「ベイラ。お前、正しいスキルの回し方を知らずに、その『神しん速そくの居い合あい刀とう』を使ってるんだな。それは武器に対する冒ぼう瀆とくだぞ」

　武器を生産するものとしてそれだけは言わせて貰った。すると、

「なぜ、貴様が、この武器の真ま名なを知っている？　これは私と神のみが知っているものだぞ……!?」

　俺の言葉に、先ほどまで余裕だったベイラの態度が明らかに崩れた。

　武器の名前を見抜いたことがよっぽどショックだったようだ。

　ただ、ショック度合いでは俺の方が強かったりする。

　何せ遠目から、その刀を見た時はとんでもなく驚いたのだから。

「ああ、俺はよく知っているさ。何せ、その武器を鍛えたのは、俺だからな……！」

「な……あ……？」

　ベイラは俺の言葉に目を白黒させていた。

　気持ちは分からないでもない。

　俺もさっき、その刀を見たときには信じられなかった。

　噓うそじゃないかと思っていた。でも、ステータス看破で名前を見抜いてみたら、

【神しん速そくの居い合あい刀とう　ＬＶ１８０　作成者：ラグナ・スミス】

　もうそれは疑いようなく、俺の名前が書かれていたのだから。

「こ、これは我が主から賜った神の武器、だぞ……。それを人間ごときが鍛えた、だと……!!」

「そうだ。その武器はさ、俺がマーシャルに渡したものだ。アイツに合わせて、奥おう義ぎもスキルも鍛えた武器なんだよ。──だからよ、ベイラ。その武器はお前が使っていいものじゃない。なのに、なんでその武器をお前が持っているんだ？」

　誰かに使ってほしくて鍛え上げた武器が。活躍してほしいと願っていた装備が。神の武器だとか何とか言われながら、こんな下げ卑びた野郎に使われている。

　活躍してほしいと願ってはいたが、こんなことに使われてしまっている。

「その辺の話を詳しく、聞かせて貰って、良いか？」

　その事実が、とても気に食わなかった。

　俺はベイラに近づいていく。

　一歩一歩近づいていく度たびに、ベイラの表情が、変わっていく。

　余裕だったものから恐怖を感じさせる顔に。

「な、何なんだ貴様！　この高貴なる武器を貴様のような低俗な人間が作ったなどと、妄もう言げんを吐くな!!」

　ベイラは俺の言葉を否定しながら立ちあがり、刀を一旦鞘さやに納めて構えた。

「妄言か。別にそれで構わないけどよ。……その我が主ってのが俺の武器を好き勝手に渡しているのか。なるほどな。情報、ありがとうよ」

　天魔が主と定めたものが誰なのか。それを知る必要が出来たようだ。

　狙うべき相手は決まった。そう思っていると、

「な、なめるなよ！　殺してやるぞ、人間！　も、もう一度《シンソク》で吹き飛ばしてくれる！」

　ベイラは奥義スキルを使おうとする。

「おい待て！　もうその奥義は四度目だ！　使うんじゃない！」

　俺は咄とつ嗟さに言葉を放ったが、

「ふはは、今さら命いのち乞ごいをした所で遅い！　ここからは全力で《シンソク》を使ってやる。そして、神の力の名の下に死ぬがいい！」

　俺の制止を振り切って、ベイラは奥義スキルを使ってしまった。その瞬間、

　──パリン。

　と、薄いガラスが割れるような音を立てて、上級天魔が持っていた刀は砕け散った。

「ぇ……ぁ……?!」

　ベイラは自分が起こした現象の意味がわかっていないようで目を白黒させていた。

「……知らないで使いやがったのか。一日に打てる奥義の回数は決まっていて、その回数を超えれば壊れるんだよ……」

　はあ、と俺は一度吐息する。昂たかぶる気持ちをどうにか、抑えるために。

「武器の基本システムだ。そんな事も、お前の神とやらは教えなかったのか……！」

　俺が鍛え上げてきた武器をみすみす目の前で壊されてしまった。

　武器が壊れるのは仕方が無い。使っていけばいずれは消耗し、無くなるものだ。

　そこは理解している。

　……ただ、無様な使い方をされて壊されたのだと思うと、腹が立つ。

　死なぬために、殺しきるために、油断せずに戦った。

　慎重に上級天魔の状態を見極めていたのだから、と自分に言い訳は出来る。

　だが、武器が壊された事に残念と後悔と、そして怒りが一斉に湧いてくる。

「人が冷静に話をしようとしているのに、これか。ああ、怒りが止まらん」

　俺は再び、ベイラに近づいていく。

　すると今度こそ、ベイラは怯おびえの表情を露あらわにした。

「ま、待て。私に武器を向けるのか！　神の武器を賜りし私に──！　それは我が主に牙きばをむくのと同罪だ。我が主が──神が敵に回るぞ!!」

「ああ？　そんなこと、知るかよ」

　元より、目の前の天魔は、俺が大切に育ててきた武器を破壊しようとした。

　レインとケイの存在を知ってか知らずか、磨り潰すとまで言い切った。

　その上、鍛えてきた武器を実際に破壊した。それだけで、倒す理由は十分だ。

「俺の大切な子供たちを守るために、お前を消すぞ、ベイラ」

「こ、この、き、貴様ごとき人間にィィィィィィィィィ!!」

　武器を持たず殴なぐりかかってきたベイラに対し、俺はレーヴァテインを振りかぶった。

　そして使うのは、一日一回しか使えないというデメリットを持った、この剣の奥義。

　相手を確実に倒すための、技だ。

「お前が壊した武器のように、塵ちりのように消滅しろ。レーヴァテイン奥義。──《イグニシア・バーストエンド》」












　俺の剣の振りと同時に、レーヴァテインの赤い刀身が紅くれないの焰ほのおを噴出する。

　そして紅の焰に包まれた伝説の武器は、

「──!!」

　叫び、襲い掛かってくる天魔の体を一瞬のうちに焼き焦がした。

　その一撃は悲鳴すら焼き尽くす。

　後に残るのは、天魔であった塵だけだった。
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「鍛か冶じ師しの兄ちゃん、すっげえなあ！　上じよう級きゆう天てん魔ま長ちようを一撃でぶっ潰す人間初めて見たぜ！」

　セインベルグの酒場で俺は、ドワーフの親父からそんなお褒ほめの言葉を聞いていた。

　そして共にテーブルに付き、親父から酒を注つがれていた。

「ささ、飲んでくれ！　今日はワシらセインベルグの運営ギルドの奢おごりだ。街を救った人間に恩返し出来なきゃ、仁じん義ぎに反するってもんだからな。がはは！」

　ドワーフの親父は相変わらず豪快に笑う。ただ、

「さっき下級天魔と殴り合いをしていたのに元気だなあ、おっさんは」

　体の何箇所かに包帯が巻かれているが、そんな事は気にした素そ振ぶりも見せない。

「そりゃ、元気になるさ。なにせ、天魔の襲撃があって、街での死人がゼロだったんだから。負傷者はいても、誰も死ななかった。これほど嬉しい事はねえさ。向こうの方で自警団も酒を飲んでるけど、誰一人、欠けてねえんだからな」

　ドワーフの親父は自警団の連中が座るテーブルに視線を送る。

　そこでも負傷者は何人かいるものの、気にせずどんちゃん騒ぎをしていた。よっぽど嬉しいらしい。ただ、中には落ち込んでいるものもいて、

「やっぱり……信じたくなかったけど。あの見み目め麗うるわしい、救いの神は、鍛冶師は……男だったんだな」

「ああ……今は胸元がはだけてるけど、何もねえ。完全に野郎だ」

「いや、うん、まあ俺は男でも良い気がしてきたぞ。遠目から崇すう拝はいして見る分には一緒だしな……！」

　なんて言葉を吐いていた。

　とりあえず、そこには近づかないようにしておくことにしよう。あと、暑いからといって服の胸元をはだけるのも止やめて、着直しておこう。

　そんな事を思いながら、俺はドワーフの方に視線を戻す。

「ま、死人が出なかったのは運が良かったからっぽいけどな。あの上級天魔、ステータス的にはレベル１００以上あったし」

　それに何より、俺が鍛え上げた武器を使っていた。

　俺はそこまで非力な武器を鍛えた記憶はないし、ゲーム換算で言うならば、あの上級天魔はレベル１５０相当の力はあっただろう。

　それこそ天魔王と同じくらいだ。

　レベル３０にも満たない自警団が生き残れたのは、運が良かったとしか言えない。そう思ったのだが、ドワーフの親父の判断は違うらしい。

「運を引き寄せられたのは、兄ちゃんの武器があったからだって医療班は言っていたぜ？　体力増強効果が無ければ死んでた奴らもいたし。下級天魔の排除が遅れれば死んでいたかもしれない。──だから今回の件は全部、兄ちゃんと、兄ちゃんが連れて来てくれた嬢ちゃんたちのお陰だ」

　オヤジは俺が座っている席の両横──酒に酔って眠ってしまったレインと、普通に疲れて眠ってしまったケイを見た。

「礼を言うぜ。有り難うよ」

　ドワーフの親父は酒瓶を一旦テーブルに置いて俺に会え釈しやくする。本当に礼儀正しいというか、良い人だな、と改めて思っていると、

「で、兄ちゃん。ブリジッドから聞いたんだが、トラベルゲートを使いたいんだって？」

　ドワーフの親父が、今までに無い位ひっそりとした声で聞いてきた。

「ああ、ちょっとした野や暮ぼ用ようでな。ただ、使うためにはおっさんの認証がいるって言われてさ」

「そうだな。ワシの認証がいるが──まあ、ここまでやって貰ったんだ。ジャンジャン使ってくれ」

　ドワーフの親父の言葉に、俺は少し驚いていた。

　信頼値を稼ぐために戦ったのは確かだけれども、ここまで速効で決まるとは思わなかったのだ。

「……随分とあっさり決めてるけど、いいのか？　そんなに簡単に決めて」

「簡単に、じゃねえさ」

　ドワーフの親父は真剣な表情で周囲をぐるりと見渡した。

「兄ちゃんのお陰でこれだけの命が助かった。ここでワシが礼を返せなきゃギルド長の名がすたるってもんだ。だから、構わねえ。ブリジッドにも話を通しておくさ」

「そっか。……なら、その好意は有り難く受け取らせてもらうよ、おっさん」

「ああ、受け取って存分に使ってくんな。兄ちゃんなら信用できるしな。街を救った上に、こんなに良い武器を見せてくれたんだしよ！　──そうだ、今度ワシの工房に来て、鍛冶について話をさせてくれ。兄ちゃんと話していると楽しそうだからな」

「了解だ。時間が出来たらよらせてもらうよ」

「頼んだぜ、兄ちゃん。それじゃあ、ワシは早速ブリジッドのトコに行ってくるわ」

　そう言って、ドワーフの親父は俺のテーブルから離れていった。

　親父の早口から解放されて俺は一息つく。

　両横にいる子たちが起きない限り俺はここから動けないが、考え事をしたかったし、丁度良い。

　天井を見ながら、俺は物思いにふける。

「俺の武器が、神からの武器、ね……」

　目の前のテーブルには一個の革袋が乗っている。

　中に入っているのは、天魔の無茶な使用で砕け散った武器の残ざん骸がいだ。

　この状態でも、ステータス看破をすれば、名称はしっかり分かった。

【神しん速そくの居い合あい刀とう　ＬＶ１８０　状態：破砕　作成者：ラグナ・スミス】

　しっかりと、作成者まで乗っかっているステータスを見せてくれた。これは確実に、俺が育て上げた武器であることの証明だ。

　ただし、スキルの欄らんを見ていくと、

『──《攻撃力上昇・大》《狂信化付与バーサク》』

　最後の最後。そこに奇妙な表記が見えた。

「……《狂信化付与》？　なんだこりゃ」

　それは、ゲームには無かったスキルだ。

　当然、自分が付けた覚えもない、そんなスキルが、なぜか俺の育てた武器についていた。

　……神とやらが俺の武器を渡してくれた、とか言っていたな。

　だとすると、その神とやらが俺の武器に余計なスキルをくっつけたんだろうか。

　今ある情報で推理するとそうなるが、

　……つまり、俺が鍛えた武器がこの世界にある事は確定で。そして天魔の主あるじの神とやらが、俺の武器を魔改造して変なスキルを付与した上で、天魔に渡しているってことか？

　今のところ、考えられるのはこの位か。ただ、分からないのは、

　……神とやらは、俺の育てた武器をどこから手に入れているのか、だ。

　俺が武器を叩き込んでいた倉庫がこの世界のどこかにあって、そこを漁あさられているって線も無いわけじゃない。でも、この武器は、マーシャルに渡したものなのだから、倉庫にはない物だし、そこら辺に落ちているようなものでもない。

　俺の記憶が吹き飛んでいる事も含め、この世界には、どうにも謎なぞが多すぎる。

　とりあえず確定しているのは、俺が育てた武器が実装未実装問わず、伝説の武器として扱われているということだけだ。

　奇妙な話だ。俺がこの世界に流れ着いたことも、リアルの記憶を失っている事も奇妙だが、自分のプレイした結晶がこの世界で伝説となっている事も奇妙だった。

　……ただ、その奇妙さを追っていけば、俺がこの世界に来た理由や、ワケを知ることが出来るのかな。

　今の所、その付近の記憶がごっそり抜けている。

　未実装武器を活躍させてやりたいと願ったのが最後の、デバッグ中の記憶だ。

　その思いがあるからこそ、この世界に来れたのは良かったと思うことがある。

　……ああ、それに、この子たちがいてくれたから、こんな風に楽しそうに騒ぐ街の連中を守れたんだよな。

　俺は俺の両膝を枕まくらに眠る二人の少女の頭をなでる。

「んみゅ……ラグナしゃん……」

「ますたー……」

　二人とも良い夢を見ているのか、可か愛わいらしい顔をしている。

　それが見れたのは、この世界に来て良かった事の一つだと改めて思うのだった。


















　酒場でのひと騒ぎが大分落ち着いて、皆が酔っぱらってダウンし始めた段階で、

「……ふわあ」

　俺の片足を占領していたレインが目を覚ました。

「お、起きたか、レイン」

「え……？　あ、す、すみません、ラグナさん！　枕にしちゃってました……」

「いや、いいさ。疲れていたんだろうしな」

　ともあれ、片方が起きてくれたのならば、もう動けるだろう。

「レイン。ブリジッドが酒場の二階を宿として用意してくれたそうだから、そっちに行ってもいいんだぞ？」

「あ、いえ、もう私は大丈夫です。ラグナさんはどうですか？」

「俺も今はあんまり眠くないな」

　考え事をしているせいか、目がさえてしまっている。

「では、もうしばらくここでおしゃべりして、上の部屋に行きますか」

「ああ、そうだな。変に動いてケイを起こすのもかわいそうだしな」

「すーすー」

　未だにケイは眠り続けている。彼女も彼女で大分消耗していたんだろう。

　なにせ人化して、街に来て即座に大規模戦闘だ。

「本当にお疲れ様だよ、ケイも、レインもな」

「いえ、私はラグナさんの傍そばにいただけですから。ラグナさんこそ、今日はお疲れさまでした」

「おう。ようやく一日が終わった気がするよ」

　今にして思えば朝から晩まで大騒ぎだった。

　そして騒ぎながら色々な事実を知ってしまって、頭の中を整理するのが大変だ。何も分からないでいるよりは何倍もいいので、良い事ではあるんだけどさ。

「──レインが伝説の武器だって分かって、それから激動だったなあ」

「あはは……そう、ですね。色々ありましたねえ」

　ここ数日間、動きっぱなしだった気がする。

　とはいえ、自分の武器がどういう状況に置かれているのか知るのは大切な事だから、全く苦にはならなかったけれども。などと思っていると、

「ふふ」

「うん？　どうした、レイン？」

「いえ、そのなんというか、この身体でいるとラグナさんとの思い出がどんどん深まっていく気がして嬉しいなって思ったんです」

　レインはそう言って俺に微笑ほほえみかけてくる。

　そういえばこの子は武器で、ずっと人の体に憧あこがれて、俺と触れ合いたかったと言っていたっけな。

「……他の伝説の武器も、レインと同じ状況なのかね」

「それは……分かりませんね。これは私だけの感情ですし。ただ……私たち武器は、ラグナさんに使われる事を待ち望んでいたのは確実ですね。それは武器としての感情でもあり、育成されている時から、ずっと持ち続けていた欲望でもありました」

「欲望かあ。別に使える状況で、使ってほしいっていうんなら、幾らでも使ったんだけどな」

　未実装扱いだったから使えなかっただけだ。そう考えると、

「俺は焦じらし過ぎたのかもしれないな」

「そうですよ。前にも言いましたが、ラグナさんの焦らしのせいで、辛抱堪らないって子は他にもいましたからね」

「マジかー……」

　それは申し訳ない事をしたな。出来れば改めて触れ合って、話し合いをしておきたい気分だ。

「うん……そうだな。とりあえず今回の件で、伝説の武器の情報が一つ手に入るんだよな」

「ああ、ブリジッドが言っていた、伝説の武器の場所ですね」

　そう、今日明日で、ブリジッドからその情報を貰う事になっている。

「レインとケイ以外の武器は、どういう生活をしているんだろうな」

「うーん、私と違って天魔王を滅したらしいですが、本当に一度も会えたことがないですからね……」

　天魔王が倒せて、平和に暮らせているならそれでいい。

　でも、ドロップ前の状態に戻っていて、レインのような責せめ苦くを受けているのか。はたまたケイのように自由気ままに振る舞える状況な可能性も無くはない。

　それはまだ分からないけれども。それでも、もしも困っている武器が、子供たちがいるのであれば、

「明日からこの街を拠点に、他の伝説の武器を助けに行く為に動きたいところだな」

「ええ、そう、ですね……。会いに行って、助けを求めている子は助けましょう。そして、勿論、私もお手伝いしますから！」

「はは、心強いよ」

「いえいえ、困った時はお互い様ですから。私の同期が困っているなら助けてあげたいですから」

　レインは小さく微笑した。この子のこういうお人ひと好よしな部分は、全く変わらないようだ。

「それにラグナさんと一緒に動けば、沢たく山さんの思い出を作れますからね。人の身体になって、してみたかった事も沢山ありますから。何が何でも付いていきますよ！」

　前言ちょっと撤回。自分の欲望に素直な所もある子だったな。

　まあ、それでも、思い出作りくらいは、幾らでもしてあげたいと思う。

　……今の所、俺には彼女たちに出番を与えるために交渉した記憶と、育成するためにゲーム内を走り回った思い出しかないからな。

　だから楽しくて、新しい思い出を作りながら、俺の大切な武器たちを助けていこう。

　そんな思いを胸に抱いだいていると、

「ふあ……っと、すみません」

　レインが可愛らしく欠伸あくびをした。

　ふらふらと身を揺らしてもいる。眠気が来ているようだ。

「さて、それじゃ寝たいが、二階に上がるの面倒だからここで良いか」

「はい。そうですね……」

　と、レインは体をフラフラとさせたまま身を寄せてきた。

　そしてそのままカクンと、意識を落としてしまった。

　中途半端な覚かく醒せいだったんだろうな。とても気持ちよさそうに眠っている。

　……ああ、苦しそうな顔をしないで眠っているってのは、とてもいいな。

　そんな彼女の寝顔を見つつ、俺も目を瞑つむるのだった。

　また明日、自分が育てた子供たちと、どんな思い出を作れるのか楽しみにしながら。







「ようこそ、ラグナ様。お待ちしておりました」

　天魔との戦闘により壊された街が復興する中、俺はブリジッドの部屋を訪れていた。それというのも、

「トラベルゲートに案内する前に話があるって、あんたの秘書さんから連絡を受けたけど、一体どうしたんだ？　今更使えないって訳じゃないよな？」

「いえ、そういう訳ではなく……むしろそのトラベルゲートから、このようなモノが送られてきまして」

　そう言って、ブリジッドが見せてきたのは、金属製の四角い箱だ。

　中には白い綿がぎっしりと詰められており、その中心には三角形の金属が刺さっている。

　青い色をした、槍やりの穂ほ先さきだ。

　それには見覚えがあった。

　特徴的な形だ。忘れる筈がない。

「これは……伝説の武器、ミストルテインの一部か……!?」

　それは、俺が育てた槍の刃のグラフィックそのままだったのだ。ステータスを看破しても、

【舞い戻った伝説の武器・水の天魔王を封印せしミストルテイン（レジェンド）　ＬＶ２００　状態：刃やいば分ぶん離り】

　と、しっかり記載されていた。

「どうしてこれがここに？」

「分かりません。厳重に封をされた箱に入れて、今日、届けられたのです。川と湖の都、『ストロム』から匿とく名めいで」

「川と湖の都、か。来いって事なのか……？」

　トラベルゲートが使えるようになったので一瞬で行ける。誘われているのであれば、一丁行ってみるのもありか、と思っていたら、

『えー、テステス。大丈夫かな。分離した意識、乗っかっているかな？』

　刃の上に半透明の人の姿が現れた。それは青い髪の少女の形をしており、彼女は周囲をキョロキョロと見ていた。そして俺の方に目を向けると、

『わ、ご主人様だ！　やっぱりこっちにいたんだ！』

　口を大きく開けて嬉しそうに諸手を上げた。そして、半透明の体を指し示しながら、

『あたし、あたし！　トルテだよ。ミストルテイン、覚えてるかな？　ご主人様に鍛えられた武器だよ！』

　やはり俺の認識はあっていたようで、彼女が俺の鍛えた伝説の武器の一振りである事は間違いないようだ。

　まさか自分が鍛えた槍が青い髪の女の子になっているとは思わなかったので、面食らってしまったが、それでも、

「ああ。当然、覚えているよ、ツインランスのミストルテインだろ」

『わあ、良かったー。ちょっと賭かけだったけれど、ご主人様がいるのはラッキーだったかなあ』

　その透すけた青い髪の少女は、頰ほおを掻かきながら、

『それじゃ、ご主人様。あと、セインベルグの皆さん。このままだとあたし、壊れて消えちゃうから。出来れば、助けに来てくれると、嬉しいな』

　あっけらかんとした顔で、こう言ってきたのだった。









あとがき






『生せい産さん職しよくを極め過すぎたら伝でん説せつの武ぶ器きが俺おれの嫁よめになりました』の一巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　著者のあまうい白しろ一いちです。




　本作は、ゲームを運営していた主人公が、自分の育成していた武器たちが伝説級の存在となっている世界を旅していく物語となっております。

　一巻ということで少し世界観の紹介をさせてください。

　この世界は人やモンスターだけではなく、武器やモノにもレベルが存在する世界です。その為、見た目は同じに見えても、実はレベルが異なり性能が異なる、なんて事が起きたりもします。

　そんな世界で主人公のラグナは、自らが鍛えた伝説の武器たち（何故か人化している）と冒険していくことになります。

　ラグナは今後も自らが育てた武器と出会い、語り合っていくでしょう。そして、武器たちが抱える問題を解決するために、生産職と運営時代の知識や力を使って動きます。ラグナが人となった武器達との仲を更に深めて、賑やかな生活を送っていく様子を楽しんで頂ければ幸いです。




　ここからは少しだけ宣伝になります。

「小説家になろう」のウェブサイトにある、あまうい白一のページには、私が執筆している小説が掲載されています。

　左に記載してある二次元コード、もしくはＵＲＬの方から入れます。




　（あまうい白一のページ）→　[image: ]




（http://mypage.syosetu.com/420236/）




　現在、定期的にいくつかの作品を更新しています。その一部をご紹介しますと、

・『生産職を極め過ぎたら伝説の武器が俺の嫁になりました』

　本作品です。

・『自称！　平凡魔族の英雄ライフ』

　田舎（ラストダンジョン）出身の自称一般人（世界最強）が、都会の学園に通って、仲間を作りながら楽しく過ごす話です。

・『最強職《竜騎士》から初級職《運び屋》になったのに、なぜか勇者達から頼られてます』

　竜騎士から運び屋に転職した主人公が、なぜか前職よりも強くなったり、色々な人に頼られたりする物語です。




　これ以外にも多数の作品を連載していますので、是非とも、お時間のある時などに、ご覧いただければ幸いです。




　最後に謝辞を。

　イラストレーターのうなさか様。格好いい主人公や、可愛いヒロインのイラストをありがとうございます！

　担当編集の和田様。沢山のサポートをして頂き、本当に助かりました！

　アフターグロウのデザイナー様。素敵なデザインをありがとうございます！

　ファミ通文庫編集部の皆様、そしてここまで読んで頂いた読者の皆々様。本当にありがとうございました！




　また、次の巻でお会いしましょう。

　それでは。


平成二十九年　晩秋　あまうい白一
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